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極甘上司に愛されてます










お花畑ＯＬからの脱却




　少しずつ残暑が和らいできた、九月上旬のある日。

　オフィスの一角で、私はぶつぶつひとり言を呟つぶやきながら、パソコンに向かっていた。

「問一。デートの約束をしている日に残業を命じられてしまったら？」

　画面に映し出された選択肢は『もちろん残業を引き受けます』という、仕事熱心なものと『やんわり残業を断る』という、プライベート重視なもののふたつ。

「断る、かなぁ」

『時間内に終わるよう努力します』っていう答えがあればよかったんだけど……。

　少し悩んでからカチ、とマウスをクリックすると、次の質問が現れた。

「問二。重要な会議の前日に、彼氏の浮気が発覚。そんな時あなたは？」

　うわー、こんな状況、絶対に嫌だなぁ……。

　先ほどと同じように対照的なふたつの選択肢から一方を選ぶ。それを何度か繰り返していき、とうとう最後の質問に辿り着いた時、私は一度深呼吸して問題文を読んだ。

「問十。彼氏にキスをせがまれました。でも場所は会社の給湯室！　あなたならどうする？　選択肢は『職場でそんなことしません！』と『勢いでしちゃうかも』かぁ」

　これは、『職場でそんなことしません！』を選んだほうが、望む結果が出るんだろうけど……私、その状況で拒む自信ないなぁ。

　正直な気持ちで後者をクリックし、画面を見つめる。すると、しばらくしてページが切り替わり、診断結果が表示された。

「やっぱり、か……」

　手に汗握りながら夢中で操作していたマウスを離し、私は椅子の背もたれに身を預けた。

　壁の時計を見上げると、もうすぐ午後三時。同僚たちは営業か取材かで外出中のため、がらんとしたオフィスには私ひとりだ。それをいいことに、非常識だとわかっていながら、仕事中に心理テストをやってしまった。

　私はちら、とパソコンの画面に視線を戻す。そこに映し出されたショッキングピンクの文字が、煩わしくて仕方ない。

　でも……真実、なんだよね。

　無理やり納得すると、深いため息をついて、冷めたコーヒーに手を伸ばした。

　私は北きた見み亜あ子こ、二十四歳。社会人二年目のＯＬだ。身長は百六十センチ、容姿は普通で年相応だと自分では思っているけれど、笑顔が幼く見えるらしい。それが嫌で、ちょっとでも大人っぽくなるよう、ストレートの髪を胸の辺りまで伸ばしている。

　そんな私が今いるここは、出版社のオフィス。とはいっても、首都圏を少し外れた地方都市にある小規模な会社のため、社員も総勢二十名足らずで、社長と専務の下に、編集部と営業部があるだけだ。それに加え、上役も偉ぶることは全くなく、社内には和気あいあいとした雰囲気が漂っている。

　本社は三階建ての小さなビルで、一階は配達用の自転車が並ぶガレージになっており、二階に編集部と営業部、三階に社長と専務の部屋や資料室などがある。中は普通のオフィスだけど、外観はレトロなレンガ調で結構お洒落だったりする。

　作っているのは書籍や数種類のフリーペーパーで、私の担当は毎月二十五日に発行される新聞『skiptownスキップタウン』だ。会社周辺の地域住民や企業に配布される『skiptown』は、タブロイド判の大きな紙面十ページほどに、近く開催されるイベントの告知や、新しくオープンした美容室や飲食店の宣伝、求人情報や読者からの投稿などを載せている。地域に密着した記事内容は住民からの評判がよく、掲載してほしいと依頼してくる企業も多い。

　ちなみに私は、取材して、記事を書いて、読者に伝える……一応記者の端くれ。

「仕事中になにやってるの？」

　背後から突然かけられた声に驚き、パッと振り向く。そこには呆あきれ顔で立っている、営業から帰ってきたらしい先輩社員の飯いい沼ぬま理り恵えさんがいた。

　パーティションで仕切られた、編集部の向こう側にある営業部で働く彼女は、三十三歳。薄化粧なのにハッキリとした顔立ちの美人で、爽さわやかなショートヘアとパンツスーツがよく似合っている。そして、左手にはキラリと光る結婚指輪。

　仕事と恋のバランスが取れている証拠だよなぁ。羨うらやましい。

「……いえ、このままじゃダメだと思いまして」

　視線を床に落とし、しょげた様子で呟くと、理恵さんは私のパソコンを覗のぞき込んだ。

「そりゃ、仕事中に遊んでるのはよくないわね」

「そうではなくて、この結果がですよ」

　私が指差した画面上にあるショッキングピンクの文字を、理恵さんは目を細めてじっと見つめる。そして、診断結果を読み上げた。

「仕事なんて二の次、とにかく恋がしたい！　脳内お花畑のお気楽ＯＬ」

　うう、口に出されると、余計へこむ。

「あながち間違ってないわね、このワーク・ラブ・バランス診断とかいう心理テスト」

　しかも理恵さんは否定するどころか、感心している。

　そんなぁ……とショックを受けるけれど、ここ最近そう思われても仕方のない仕事ぶりなため、反論できない。

　最大の失敗は、そう……先月号で私が書いた、とある記事。

　お付き合いしている彼のことを考え、浮かれながら作業をしていた私は、とんでもないミスをやらかしてしまったのだ。

「写真を左右逆に載せちゃった件、例の先生は許してくれたの？」

　理恵さんの問いに、私はこくりと頷うなずく。

　ことの発端は、この街を活動拠点にしている小こ林ばやし風ふう人とという画家の記事に添えた彼の作品の写真。

　彼が描く毒々しい色をした幾き何か学がく模様の抽象画は、素しろ人うとには理解しがたい複雑さがあって……なんて言い訳にしかならないけど、私の確認不足で写真が左右逆の状態になっていたのだ。そして、校了まで誰も気がつかず、そのまま発行されてしまった。

「はい……。『間違えられちゃうなんて、僕もまだまだだな』って笑ってました。内心はすごく怒ってるかもしれませんけど」

「編集長は？」

「『俺の確認ミスもあるから、次から気をつければいい』って……」

　全体で六十坪ほどあるオフィスのちょうど半分を占有する編集部には、書棚に囲まれた部屋の中央に七台のデスクがある。その中の、広い窓を背にして編集部全体を見渡せるように設置されているのが、編集長である高たか槻つき透とう吾ごのものだ。そして向かい合わせに並ぶ六台のうち、編集長に近いふたつのうちの片方が私のデスク。

　私は原稿や資料が山積みになっている編集長席を見つめ、ぼんやりと思う。

　今日はどこに行ってるんだろう。いつもふらっとオフィスを離れては、情報収集と称して街中をうろうろしている。

　実際、編集長は誰よりもこの街に詳しいし、人脈も幅広い。時々編集長と組んで取材をすることがあるけど、初対面の相手でもすぐに緊張をほぐし、話を引き出してしまう彼の話術にはいつも感心する。基本的に優しく、冗談を言って場を和ませてくれることも多い。それに、仕事中に見せる真剣な表情と、休憩中や就業時間外にこぼれる無防備な笑顔とのギャップには、男女問わず人を惹ひきつける魅力がある。

「ま、いつまでも失敗を引きずっていても、また新たな失敗の原因になるだけだものね。編集長のお言葉に甘えて、気持ち切り替えなさい」

「……はい」

　言われたそばから元気のない返事をした私の肩をぽんと叩たたくと、理恵さんはパンプスのヒールを鳴らして、颯さっ爽そうとこの場をあとにした。

　せっかく理恵さんが励ましてくれたけれど、私の気持ちは全く浮上してくれる気配がない。

　就職活動が難航し、焦あせっていた大学四年の冬。ここがダメならもうフリーター確定かもしれない、と切羽詰まっていた時に、今の会社に採用されることが決まった。

　本当は東京に出て大手新聞社に勤めるのが夢だった私にとって、夢と現実の差に落ち込んで、最初の一ヶ月は仕事に消極的だった。けれど、取材先でこの街を愛する多くの人と触れ合い、紙面に掲載された店や企業から時々感謝の言葉をもらううちに、わかったことがある。

　大手新聞社が作る新聞は、沢山の人に発信されて、社会に与える影響も大きい。それに比べて私たちの作っているものは、狭い世界の中でしか読まれないし、さほど社会に影響するわけでもない。

　でも、だからといって、私たちの新聞が劣っているわけじゃない。単に役割が違うだけ。ターゲットを狭い範囲に絞って、地域のよさを掘り下げ、読者と近い距離で作る新聞も、とても意味のある大切なものなんだ。

　そう思ったら仕事は楽しいものに変わったし、やりがいを感じるようにもなった。

　……それなのに、彼氏ができてからの私ときたら、ミスばかりなのである。

　自分で言うのもなんだけど、私はもともと生真面目で、曲がったことが嫌いな性格。にもかかわらず、恋愛中は無意識のうちにふわふわしてしまう。

　デスクワーク中に彼のことを考えて、仕事の手が止まってしまったり、デートの約束ばかりに気を取られて、原稿の締切を一日間違えたり……。

　そして極めつけが、先ほどの左右を間違えた写真の一件。

　編集長や先輩たちはそこまで私を責めないけれど、だからこそ余計心苦しくて、落ち込んでしまう。

　あの記事を思い出すだけで、恥ずかしいやら情けないやら。なにより、絵を描いた小林先生に申し訳ない気持ちでいっぱいになる。もちろん、私と一緒に頭を下げてくれた編集長にも。……こんな思いはもう沢山。多分私は、恋愛と仕事を両方上う手まくこなすなんてことはできない人種なんだ。

　仕事をきちんとこなすためには、この脳内に咲き乱れているであろう『恋』という名の浮ついた花を、ひとつ残らず引っこ抜いて、さら地にしなきゃダメなのだろう。

　つまり……恋人に別れを告げなきゃならないってことだ。サヨナラ、私の恋……北見亜子は、これから仕事ひと筋のデキる女を目指します。

【今夜、七時に会えますか？　大事な話があります。待ち合わせは駅前の飛鳥あすか書店で】

　腹をくくった私は、彼にメールを送ると、スマホの電源を落として椅子から立ち上がった。電源を入れたままでは、就業中でも返信が気になってしまいそうだから。

　給湯室でコーヒーを淹いれ直して、今度こそ仕事に集中しよう。給湯室といえば……さっきの心理テストでは、不謹慎な回答を選んじゃったっけ。でも、あそこは、キスをする場所じゃない。頑張って働く社員がさらに仕事に精を出せるよう、美お味いしい飲み物を作る部屋なんだから。

　廊下の途中にある六畳に満たない狭い給湯室で、脳をフル回転させるためスティックシュガーを三本投入した、極甘コーヒーを淹れる。それを手にオフィスへ戻ると、さっきはいなかった編集長が席に座っていた。

　歩きながらちらりと見た彼は、難しい顔でスマホを睨にらんでいて、なにか考え事をしているようだ。

　清潔感のある黒い短髪と力強い漆黒の瞳が印象的な、彫の深い端正な顔立ちに加え、身長は百八十センチ以上と、間違いなくイケメンと称される部類に属している。そのうえ、三十六歳という年齢に相応ふさわしい大人の色気が漂う編集長は、ひと回りも歳が下の私にとっては別世界の男性で、時々見惚れてしまう。

　優しくて世話好きで、私を含む部下たちからの信頼も厚く、まさに理想の上司。なのに、私は迷惑をかけてばかりだなんて……。ああ、また落ち込んできた。

　編集長を横目にそんなことを考えながら椅子を引いて席に着くと、彼が私に向かって口を開いた。

「あ、北見。今暇か？　ちょっと話があるんだ。仕事とは関係ないけどな」

　低音の中に甘さの混じったセクシーな声が、私の鼓膜を震わせる。

　相変わらず声も素敵……じゃなくて。『仕事とは関係ない』ってことは、雑談だよね？ダメダメ、私はこれから仕事ひと筋になるんだから。

「あいにく暇じゃありません。今、お花畑の伐採中なので」

　真面目な表情を作って、切り捨てるように言い放つ。

「なんだそれ？」

　でも編集長は、私がふざけていると思ったらしく、半笑いだ。

「もう、左右逆の写真を載せた記事なんて作りませんから」

　そう宣言すると、彼はそれきり話しかけてこなくなった。

　そして私は、机の上の資料に手を伸ばし、今度こそ仕事に取りかかるのだった。

　定時の午後六時を二十分ほど過ぎた頃、仕事を片づけた私は、編集長のデスクに向かった。

「編集長、あのう……」

　彼は読んでいた書類から視線を上げると、腕時計に目をやる。

「ああ、もうこんな時間か。やること終わったなら帰っていいぞ」

「いえ、そうじゃなくて、ちょっと相談なんですけど……今月号に載る謝罪文の原稿を、メールではなく直接小林先生に渡して、確認してもらおうと思うんです。こちらの誠意を見せるためにも。小林先生の都合がよければ、早速明日行ってきます」

「ああ？　メールで十分だろう。先月の発行日……もう一週間前か。その日のうちにミスに気づいて俺と一緒に謝罪に行っただろ？　誠意ならその時、きちんと伝わっているはずだ。あの先生は女好きで有名だから、あんまり通うとお前も食われるぞ」

　編集長が、真剣な眼まな差ざしで私にそう忠告した。

　……女好き、ね。

　私は、とんでもないミスをしたのに、にこにこ笑って許してくれた、あの画家の顔を思い出す。

　二十代後半の彼は色白の美形で、仕し草ぐさや話し方に女性慣れしている雰囲気があったから、確かにそういう面もあるのかもしれない。でも、私は真摯に謝りたいだけだし、そんな心配はいらないだろう。

　なにより、今日を境に色恋とオサラバするためにも、もう一度きちんと謝罪をして、あの失敗に区切りをつけたい。

「まだどうしても私の気が済まないんです。万が一、謝罪文にまでミスがあったら大変ですし。今度はついてきていただかなくて大丈夫です。小林先生が好きなのって、三み日か月づき堂どうの羊よう羹かんでしたっけ？」

「……栗入ってないやつな」

「わかりました」

　編集長にぺこりとお辞儀をしてから、踵きびすを返し、オフィスをあとにする。一階にある正面玄関のガラス扉を出た途端、少し冷たい風が頬ほおに当たったため、空を見上げた。

　なんか、ひと雨きそうな雲の色。

　九月に入って暑さは段々と落ち着いてきたけれど、天気はまだ夏を引きずっていて、ここ数日帰りがけに怪しい雲行きになることが多い。

　だから、今日もバッチリ晴雨兼用の折り畳み傘を持って……。

「あ、忘れた」

　やっぱり、どこか抜けている最近の私。その理由はもう明白なんだから、やっぱり断ち切らなくちゃダメだ。

　彼から返信きてるかな……？

　そう思い、スマホの電源を入れてみたけど、特に新着メールはなかった。とりあえず待ち合わせ場所に行くことにした私は、スマホをバッグにしまって歩きだした。

　飛鳥書店には十分ほどで到着し、その直後に予想通りザァァ、と雨が降り始めた。それをぼんやりと眺めながら、店の軒下で彼が現れるのをじっと待つ。

　どういう風に話を切り出したらいいのだろう。彼はどんな反応をするだろう。

　俯うつむきがちにそんなことを悩みながら、さらに十数分が経った。緊張で顔を上げられず地面ばかり見ていると、突然男性の革靴が視界に入ってきて、心臓が大きく波打つ。

　雨が降っているにもかかわらず、軒下に突っ立っているのは私だけ。だからそれを見て、私は彼だと確信した。

　どうしよう……なんて言おう。自分から恋人に別れを告げるなんて初めてだ。でも、このままじゃ私がダメになるから。周りにも、沢山迷惑をかけてしまうから……。

　緊張で汗が滲んでくる手をぎゅっと握り締め、私は口を開いた。

「急に呼び出してごめんなさい。あの、大事な話っていうのは……」

　彼の声を聞く前に、全部言いきってしまおう。未練なんて、感じる前に。

「私ね、しばらく恋愛はお休みして、仕事に集中しようかなって……思ってて」

　――だから、別れよう。

　喉のど元もとまで出たのに、その言葉だけはなかなか口にすることができなかった。

　沈黙の中、雨の音がやけに大きく聞こえて、その気まずさにいたたまれなくなった時、高いところから予想外の台詞せりふが降ってきた。

「お前、誰に言ってんの？」

「えっ!?」

　……違う。これはあの人の声じゃない。彼の声はもっと高音で爽やかだもの。この、低音でどこか艶のあるお色気大人ボイスは、まさか。

　パッと顔を上げた先には、雨で濡ぬれた髪をきらきら輝かせ、呆れ顔をする上司の姿。

「へ、編集長!?」

　もしかして私、今この人に別れを告げたの？

「とりあえず屋根のあるところに入れてくれ。話はそれからだ」

「は、はい……！」

　私がいきなり話しだしたものだから、正面から動けなかったらしい。

　雨に打たれていた編集長が、大きな手のひらで髪を撫なでながら、私の隣に並んだ。

「……どうして、ここに？」

　驚きと混乱で頭の整理がつかないながらも、なんとかそれだけ問いかける。

「お前が呼び出したんだろ。まぁ間違いだと思ったから【宛先よく見ろ】ってさっきメールしたけど……お前からの返信がないから、読んでなかったら待ちぼうけになると思って、様子見に来た」

　苦笑いした編集長にそんなことを言われて、私は咄とっ嗟さにバッグに手を突っ込んだ。

「でも、さっきはメールなんて……」

　不思議に思いながらスマホを取り出してみると、私が確認した数分後に編集長からメールが届いていた。受信音を聞き逃してしまったのだろう。

　しかし、それよりも私がショックだったのは……。

「送信する相手……本当に間違えてる」

　編集長からのメールを見た時に嫌でも目に入った、自分側の吹き出し。そこには、私が昼間彼氏に送ったとばかり思っていた文章が確かに表示されている。

「すみません……！　このメールも、さっきの私の変な決意表明も、忘れてください！」

　恥ずかしさで全身をかあっと熱くさせながら、あたふたした動作で編集長に頭を下げた。

　仕事のことで編集長ともよくやりとりするとはいえ、彼氏と上司をうっかり間違えるなんて。私、本当に、とんだお花畑ＯＬだ……。

「写真のこと、まだ引きずってんのか？　あれは編集長である俺が見落としたのが一番悪いんだ。そろそろ気持ち切り替えろ」

　雨雲で星が見えない夜空を見上げながら、彼がフォローしてくれた。

　ようやく混乱が落ち着いてきた私は、頼りない声と表情で正直な気持ちをこぼす。

「編集長が一番悪いだなんて、とんでもないです。あれは私のミスです。それに……写真の件だけじゃなく、最近ちょっと失敗続きなので、仕事に集中しようかと」

　恋人を呼び出すメールを上司に送るっていうのも、実際やってしまった今でさえ、信じられない間違いだし。

「両方、上手くやればいいじゃねぇか」

　ふいに、穏やかな声で編集長が言った。無責任なわけじゃなく、心から私を励ましてくれているのだろうということが、私を見下ろす優しい瞳でわかる。

　だけど、今の私はその楽観的な言葉を素直に受け取れない。

「……私がそんなに器用じゃないこと、上司なんだからよく知ってるじゃないですか」

　拗すねたように口を尖とがらせてぼそぼそ話す私に、彼は苦笑する。

「まぁ、器用なほうではないな」

「ほら……」

　不貞腐れながら空を見上げると、雨は小降りになっていた。もう少し雨足が弱くなれば、傘がなくても帰れそうだ。

「でも、俺は北見の書いた記事が一番好きだけどな」

「え？」

　きょとんとしながら編集長に向き直ると、彼は意味ありげに笑う。

「たとえばこの街の歴史、うまい店のレポート、消防隊の訓練、花火大会の特集……どんな記事でもお前の書く文章は、その魅力を一般論としてではなく、お前自身の言葉で伝えようっていう姿勢が色濃く見えるから」

「そ、そうですか？」

　そんな風に褒ほめられても自分ではピンとこないし、第一、褒められ慣れていないから、気恥ずかしくて編集長から目をそらしてしまう。

　けれど、隣からは尚も温かい言葉が降ってきた。

「お前はそのままでいいと俺は思う。またなんかやらかしたら、そん時はそん時だ。一緒に解決策を探してやる」

「編集長……」

　そらしていた視線を彼のほうに戻すと、そこには頼もしい笑顔があった。

　だけど、本当に甘えてしまっていいの？

「でも、それじゃ編集長に迷惑が……」

「たとえばお前が今日恋人と別れたとして、それで本当に仕事が上手く回るのか？」

　編集長の口調は、今までと打って変わって厳しいものになり、身体が一瞬強張る。

「それは、もちろん……」

　胸を張って『はい』と言うことができず、私は俯いた。

　だって、逆に落ち込んだり、無気力になったり、泣きたくなったり……そうなる可能性もある。むしろ、そっちの可能性のほうが高い気さえする。

「……頑張り、ます」

　だとしても、それしかない。泣いてる場合じゃないでしょう。

「無理しても続かねぇぞ？」

「だって、それならどうしたら……！」

　痛いところばかりを突いてくる編集長に、私は思わず声を荒らげた。感情的になって編集長の顔を見上げると、彼はのんびりとした様子で「雨やんだな」と呟いた。

　いつでも余裕のある編集長に対して、自分がひどく子供っぽく思えて恥ずかしくなる。

　でも、彼はそんな私に呆れるでもなく、温かさを宿した瞳をこちらに向けた。

「上司が甘えろって言ってんだからそれに従えよ。お前はいい記事を書いてるんだから、やってしまったミスばかり気にしてないで、もっと自信を持て」

「編集長……」

　日頃から仕事で迷惑をかけているうえに、今日はプライベートでも私の空から回まわりに付き合わせてしまった。それなのに、責めるどころか元気づけてくれるなんて……本当に優しい人なんだな。

「私、彼と別れなくてもいいんでしょうか」

　弱気な顔で尋ねてみると、編集長は穏やかに笑う。

「当たり前だろ。俺を含め、編集部の奴らみんな、多かれ少なかれ同じようなミスは経験してるんだ。失敗は次に活かせばいい。これからお前はもう、写真の向きは絶対間違えないだろ？　そうやって少しずつ成長していけばいい」

　編集長は諭さとすように言い、私の頭に大きな手をぽんっと乗せた。そこから伝わる温もりが、言葉とともに大きな励ましとなった。

「ありがとうございます」

　彼の目を見て素直にお礼を口にすると、彼はそっと首を横に振る。

「……別に。思ってることを言っただけだ」

　少し照れ臭そうな編集長を見ていたら、胸にじんわりと温かい気持ちが湧くのを感じた。

　彼のことはもともと信頼していたけれど、今回のことでさらにその気持ちが強くなった気がする。こうやって私を評価して、守ってくれる上司の役に立ちたい。彼に〝いい記事だ〟って思ってもらえるものを、これからも作り続けたい。

「なんか、すごくやる気出てきました。編集長のおかげで」

　私は両手で小さくガッツポーズをしてみせた。それを見て、彼がふっと優しく微ほほ笑えむ。

「おお、そりゃよかった。期待してるぞ」

　向けられた笑顔に応えるように、大きく頷く。

「はい！」

　恋にうつつを抜かしてばかりのお花畑ＯＬから脱却するには、恋愛をやめるという強行策以外にも方法があるのかもしれない。

　私はそんな前向きな気持ちになりながら、雨上がりの夜空に瞬またたく星を見上げる。

「じゃ、そろそろ帰るか。お前、家どこだ？」

「市役所の裏にある公園のそばですけど」

「じゃあ送る。そこのロータリーで待ってろ」

「え、あの……」

　編集長はそれだけ言うと、私を残してこの場から離れてしまう。

　行っちゃった……。私の家、駅からも会社からも徒歩圏内だから別にいいのに。でも、あれ？　編集長の愛車といえば、私の苦手な〝アレ〟なのでは……!?　ヤバい、すっかり忘れてた～！

　これからの展開を想像すると逃げ出したくなるけれど、相手は上司。無視して先に帰るなんてことはできない。

　数分後、編集長の言葉に従いロータリーで待っていた私の目の前で、エンジンを唸うならせて止まったのは、予想通り、大きなバイク。光沢のある黒いボディに太く赤いラインが入った、シンプルで大人っぽいカラーリングが、彼らしい。

　長い足を折り曲げてそれに跨またがる編集長がいつにも増してカッコよく見え、一瞬恐怖を忘れてその姿に見とれる。

　だけど……。

「ほら、これかぶれ」

　ぽんっと放り投げられたヘルメットを反射的にキャッチするも、それを持ったまま立ち尽くしてしまう。

　なぜなら、私は大の苦手なのだ。ジェットコースターなどの、いわゆる絶叫系と呼ばれる、スピードが出る乗り物が。

「あの……私、まだ死にたくないです」

　情けない声を漏もらす私に、編集長はちょっと不服そうな表情をする。

「失礼だな、お前。十八から乗ってるから運転には慣れてるし、後ろに人乗せる時はいつもより気をつけるから心配するな」

「制限速度ぴったりで走ってくれます？」

『そうでなければ乗りません』と言わんばかりの口調で聞いた私に返ってきたのは、極めて適当な答え。

「おー、走る走る」

　本当かな……。

　疑いの眼差しを向ける私の手から無理やりヘルメットを奪った編集長は、それをボスンと私の頭にかぶせてしまった。そして、流されるままバイクの後ろに乗せられる。

「ちゃんと乗ったな？」

「は、はい。本当に安全なんですか、これ。振り落とされた場合、絶対致命傷ですよね？」

　編集長のお腹に腕を回しながらこちらを振り向く彼に尋ねる。

　止まっている今でさえ車体は想像以上に不安定で、ちょっと動いただけですぐに傾かたむく。スピードを出してカーブを曲がったりしたら……。

「死にたくなかったら、ちゃんとつかまれ。じゃあ行くぞ」

「えっ！　ま、まだ心の準備が……きゃあっ！」

　私の返事を待たずに、ブオオンと音をたてて走りだしてしまった。

　咄嗟にぎゅっと目を閉じて編集長の背中にしがみつくけれど、激しい風が腕や足に当たるのを感じて、恐怖をあおられる。ヘルメットからはみ出した私の長い髪がバサバサと後方になびき、どこかに引っかかったらどうしようと、縁起でもない妄想が頭をよぎった。

　しばらくして恐る恐る目を開けてみると、見慣れた街の景色が猛スピードで後ろに飛んでいった。それが怖くて、私は再び固く目を閉じる。

　命綱は編集長のお腹に回した自分の腕だけ。そう思うと、彼の広い背中にくっつき、腕に力を入れてしまう。

「気ぃ失ってないか？」

　エンジン音に負けないよう、編集長が大きな声で叫ぶ。

「だ、大丈夫ですけど！　今のところはっ！」

「よし。じゃあ、もうちょいスピード上げてくか」

「え、えええっ!?」

　悲鳴に近い声を出して抗議したのに、彼は全く気にしてくれず、私は涙目になりながら、『無事に家に帰れますように』と祈ることしかできなかった。




　乗っていた時間は恐らく十分もなかったと思うけれど、公園の前でバイクを降りた時の私は、魂が抜けたようにふらふらだった。恐怖のせいなのか、変に身体に力を入れていたせいなのか、膝や指先が小刻みに震え続ける。

「お、送っていただいて、ありがとうございました……」

　そう言いながらヘルメットを返すと、編集長はそれを受け取って申し訳なさそうな表情をした。

「そこまで苦手だったか。無理やり乗せて悪かったな」

「い、いえ。多分、今なら市の外れにあるオートレース場の記事、臨場感たっぷりに書ける気がします……」

　強がる私を、編集長がふっと息を漏らして笑う。

「さすがうちの記者、いい心がけだ。じゃあ明日からも頼むな」

「はい、お疲れ様でした」

「じゃあな」

　ヘルメットをハンドル近くの収納スペースにしまい、軽く片手を上げた編集長は、地面から足を離して再びバイクを走らせた。

　ブロロロ、という音が遠ざかるにつれ、さっきまでしがみついていた広い背中が小さくなっていく。

　いい人だな、編集長って。部下から慕われている理由がよくわかる。まだ入社して二年目のひよっこな私に、ここまでしてくれるなんて。せめてものお礼に、明日は精力的に働こう。小林先生のところに行く時間を作って、羊羹を買いに行って、それから……。

　明日の出勤後のプランを頭の中で組み立てながら、三階建てのアパートの階段をのぼる。築五年のため、明るいグレーの建物は中も外も綺き麗れいだ。

　私の部屋がある三階に着くと、ダークブラウンの髪の男性が廊下に佇たたずんでいた。

「……渡わた部べ、くん？」

　私の声に反応した彼がこちらを振り向き、くりっとした目で私をとらえ、表情をふっと緩ませた。それを見た途端、ドキンと胸が鳴る。

　私と同じ社会人二年目で二十四歳の彼は、百七十四センチのすらりとした体型と、少し童顔な甘いマスクの持ち主。そんな彼こそが、私の恋人である渡部大たい樹きくんだ。

　恋と仕事……両方、上手くやる。できるかな、私に。

　そう思いながらも、彼の姿を前にしたら頭の中はお花でいっぱいになってしまう。ドキドキと心は踊りだし、自然と口元が緩んでくる。

　今日は会う約束をしていないのに、突然どうしたんだろう？

　疑問を抱きながらも、嬉しさのほうが断然勝った私は、早足で彼のもとへ向かっていった。

「亜子、急に来てごめん」

　すまなそうに眉尻を下げながら、渡部くんが謝る。

「ううん！　どうしたの？」

　なにげなく腕時計を見ると、もうすぐ午後八時になろうというところ。

　仕事終わりにもかかわらず、ぱりっとスーツを着こなす〝好青年〟を絵に描いたような彼は、私の職場と同じ市内にあるケーブルテレビ局の営業マンだ。

　彼との出会いは、私が社会人になって三ヶ月目のある日のこと。地域密着という方向性が私の会社と同じだったため、彼のテレビ局を取材で訪れたのだ。

　その時に〝期待のフレッシュマン〟としてインタビューされたのが渡部くんだ。

　当時の私はまだ先輩のそばで取材の仕方を勉強している最中だった。でも、同じ新入社員として空あいた時間に彼といろいろ雑談をしているうちに意気投合して、何度かデートを重ねたのちにお付き合いをする運びとなった。

　爽やかで素敵な見た目をしているうえに、それを裏切らない真面目さと誠実さを持つ渡部くんは、私にはもったいないくらいの人。交際を始めてからもう一年以上が過ぎたけど、私はそのあいだにどんどん彼にのめり込み、今では仕事に支障が出るまでになっている、というわけなのだ。

「実は、大事な話があってさ……」

　彼との出会いを思い出していると、少し気まずそうに渡部くんが言った。

　大事な話？　なんだろう。まさか転勤とかじゃないよね？

　なんとなくその話を先延ばしにしたくなった私は、努めて明るく提案する。

「と、とりあえず、中入ろっか！　私ご飯作るよ。食べていくでしょ？」

「……ああ。そうだな、ご馳走になろうかな」

　少し表情を和らげた渡部くんを見てほっとしながら、ドアを開けて１ＤＫの小さな部屋に彼を招き入れた。

「なに食べたい？　昨日買い物に行ったから、いつものレパートリーは大体できるよ」

「じゃあ、肉じゃがで」

「了解」

　キッチンの後ろにあるリビングで、慣れた様子で胡あ坐ぐらをかく渡部くんのリクエストに応えようと、私はエプロンをつけてシンクの前に立った。

　こういう新婚っぽい雰囲気をたまらなく幸せに感じる私は、彼に背を向けているのをいいことに、ちょっとにやけながらお米をとぐ。

　もともと料理は苦手だったけれど、渡部くんと付き合い始めてから、好きな人のために作るのは楽しいと思えるようになり、同時に腕も上がった。

「亜子」

　背後から呼ばれるのと同時に、彼が立ち上がった気配がした。

「んー？」

　返事をしながら手についたお米をぱらぱらと釜の中に落として、最後の水加減を調節していると、突然背中にぴったりと熱がくっついた。ドキッと心臓が跳ね、振り返ろうとした時、お腹に腕を回されて、耳たぶに渡部くんの唇くちびるが触れる。

「どうしたの？」

　濡れた手をエプロンで拭ぬぐいながら後ろの彼に尋ねると、なぜだか元気のない声が返ってきた。

「やっぱり俺、できないわ」

「できない？」

　一体なにを？　それに、渡部くんの様子がいつもと少し違うみたい。

　戸と惑まどいながら次の言葉を待っていると、なにかが吹っ切れたように彼が言った。

「うん。さっきの〝大事な話〟ってやつ、忘れて？」

　え？　どうして……？

　疑問に思うけれど、耳にかかる吐息が熱を帯びてきたのを感じて、胸の高鳴りが私を占領していく。

「……今日、泊まっていい？」

　囁ささやくように聞かれて、私はコクコクと頷いた。

「う、うん。珍しいね、まだ週の半ばなのに」

　驚きと嬉しさが入り混じった気持ちで口を開くと、彼は甘えたような声を出す。

「亜子が可愛いから」

「な、なに突然……」

　恥ずかしさから軽く受け流してしまったけど、胸のドキドキはさらに加速していた。

　渡部くんがこんな風になるなんて滅多にない。仕事でなにか落ち込むようなことでもあったのかな？　もし、私とこうしていることが癒しになるのなら、すごく嬉しい。

「料理、あとにしよっか」

　背中に密着したままの彼に言われ、その意味を理解した私は、はにかみながら首を縦に振る。その瞬間、背後でエプロンの紐ひもがするっと解かれるのを感じた。

「あ、あれ？　ベッド、行かないの？」

「ん……たまには、ここで」

　本当にどうしちゃったんだろう、今日の渡部くん。焦ってるというか、思いつめてるというか、とにかくいつもより余裕がないみたい。

　それでも渡部くんの気持ちに応えたくて、服の中でいたずらを働く彼の手に身を委ねていると、次第に思考力が奪われていき、足元がふわふわしてくる。

　今はプライベートな時間だから、お花畑にダイブしてもいい……？

　誰に聞くでもなく、ただ自分を許したくてそんな質問を自分自身に投げかける。その時、どうしてか脳裏に浮かんだのは、編集長が苦笑する顔。

　う、なんで今、彼が。なんだか少しだけ罪悪感……。

「……亜子、好きだよ」

　吐息混じりの渡部くんの声で我に返った私は、他のことに気を取られていたと彼に気づかれないように小さく首を横に振った。

　編集長、ごめんなさい……！

　なぜか脳内の彼に謝ってから、目の前にあるシンクのふちをぎゅっと握り締め、私は渡部くんとの甘い時間に集中するのだった。










猫の行方




　翌朝、渡部くんより早起きした私は、朝食を作ってから彼を起こし、ふたり一緒に食卓を囲んだ。そして先に出勤する彼を、〝行ってらっしゃいのキス〟とともに新妻のように送り出す。

　慌ただしい時間の中でも、ちょっとした幸せに浸れたことが嬉しくて、通勤中の足取りも軽くなった。始業時間の九時より二十分早く着いた会社の前で、私はプランターの花に水をやる、小さな背中に声をかける。

「おはようございまーす」

「おお、おはよう、北見さん。朝から元気がいいね。さすが若いもんは違うなぁ」

　グレーの作業着姿で振り向いたのは、優しげな目をした白髪の男性。

　彼は自転車でフリーペーパーを各家庭に配る、ポスティングスタッフとして働く六十四歳の近こん藤どう菊きく治じさん。配達がない時にも、花の世話をしてくれたり、社内の掃除をしてくれたり、私たち社員のことを気にかけてくれる、みんなのおじいちゃん的な存在だ。

「私、ちょっといいことがあって。だから元気に見えるのかも」

「なんだなんだ、とうとう結婚か！」

「やだー、菊治さん、それはまだですよ」

　照れ笑いを浮かべる私に、「そうかそうか」と目尻の皺しわを深めて微笑んでくれる。

「お、菊爺じい。いつも悪いな」

　突然ビルから出てきたのは、薄いブルーのシャツにネイビーのジャケット、グレーのスラックスというビジネスカジュアルな服装をした編集長だ。

　朝早くからどこへ行くんだろう。手にヘルメットを持っているのを見ると、またあの恐ろしい乗り物に跨る気なんだろうけど。

「俺は〝菊治〟だと何回言ったらわかるんだ！　〝爺〟と呼ぶな〝爺〟と」

　持っていたじょうろをビシッと編集長に突きつけて、菊治さんが叱しかる。

　けれど編集長は、反省するどころか、ますます彼を怒らせるようなことを言う。

「自転車の運転にはくれぐれも気をつけろよ？　もう若くねーんだから」

「最近の六十代を舐なめるな。あと二十年は配達してやる」

　ふん、と鼻を鳴らして菊治さんが宣言した。

「元気な年寄りだな」

　こんな風にふたりが言い合うのはいつものこと。それを微笑ましく思いながら傍観していると、急に編集長がこちらを向いた。

「あ、そういや北見、今日は遅くまで戻んねーから、責任者は佐さ藤とうでよろしく」

「あ、はい。取材、遠いんですか？」

「遠いっつーか終わりが見えねぇっつーか……まぁそういうわけだから」

　そういうわけって……。とりあえず、午後に予定されてるミーティングは、副編集長の佐藤さん主導で進められるってことか。

　手をひらひらとさせて駐輪場のほうへ歩いていく編集長をぼうっと見ていると、傍かたわらで菊治さんが疲れたようにため息を吐き出した。

「まったく、透吾の奴は昔から変わらん」

「菊治さんのお宅、編集長のご実家と近所なんでしたっけ」

「ああ。毎年うちの庭の柿の木に勝手にのぼって実をもぎるわ、塀に落書きをするわ、本当に悪ガキだったんだ、アイツは」

　うんざりしたような表情で、菊治さんが語る。

　あはは……なんだかちょっと想像できる。編集長って仕事はデキるし見た目も大人だけど、今みたいに職場を適当に抜けちゃう性格とか、楽しそうにバイクに乗るところとかは、いまだに悪ガキ感が残ってる気がするもん。

「でも、根は優しいですよね」

　昨日の出来事を思い出して、自然とそんな言葉を漏らした私に、菊治さんが眉根を寄せる。

「……まさか北見さん、アイツに惚れたのか？」

「え？」

　私が目をぱちくりさせると、菊治さんは顔の前にかざした手を横にぶんぶん振った。

「悪いことは言わん、透吾はやめたほうがいい！　北見さんが不幸になるとこ、俺は見たくないから」

「い、いやいや。私、編集長のことは上司として尊敬してるだけです！　ちゃんと彼氏がいますから！」

　誤解をされては困るためハッキリ否定すると、菊治さんは安心したように笑った。

「そ、そうか。それならいいんだ」

　それにしても、いくら編集長が昔悪ガキだったからって『不幸になる』はさすがに言いすぎなんじゃない？と思いながら、ふと腕時計を見る。少し立ち話をしていただけのつもりだったけど、気がつけば始業十分前になっていた。

「あ、そろそろ行かなきゃ」

「そうか。今日も頑張ってな」

「菊治さんも！」

　互いにエールを送るように手を振り合って、私は会社の玄関に向かった。ガラス扉を開け、吹き抜けの階段をローヒールのパンプスで上がり、二階のオフィスに入る。そして自分の席に着いた私は、すぐに受話器を手に取った。

　謝罪に行っても、本人がいなかったら意味がない。……小林先生、今日はアトリエにいてくれるだろうか。




　小林先生のアポは、午後六時に取ることができた。

　午前中は今月発行分の記事の確認作業に追われ、昼休憩後の現在は、廊下を挟んだオフィスの向かいにある小会議室でミーティングが行われている。

「来月の企画の目玉だけど……」

　ホワイトボードの前の椅子に座り、テキパキ司会進行をこなすのは、今朝話題に上がった、編集長と同期かつ同い年の、副編集長である佐藤さんだ。

　メタルフレームの眼め鏡がねが知的な印象だけれど、意外にユーモアのある冗談なんかが大好きな彼は、結婚していて子供もふたりいる。

　そんな佐藤さんがペンをキュッと鳴らしながら書いた文字はこうだ。

〝冬のハッピーブライダル〟

　ブライダル特集……？

　私は説明を聞く前に、その企画に少し疑問を感じて手を挙げた。

「ブライダルは五月号でやったばかりですよね。もっと新しい企画にしなくていいんですか？　それに、冬ってあまり結婚式のイメージがありませんし」

　ミーティングには佐藤さんの他に、私を含め四人の編集部員が参加している。みんなも同じことを思ったらしく、小さく頷きながら彼の顔を見た。

「確かに、北見さんの言う通り、冬に挙式をするカップルは少ない。式場にとっては閑散期なわけだけど、その分お得な割引プランを組んだりしてるんだ。それを宣伝してほしいといくつかの式場から依頼があったんだよ」

　へぇ……。冬の結婚式には、そういうメリットがあるんだ。お得な情報だから、興味を引かれる読者も多いかも。

「冬はイルミネーションやキャンドルの演出も華やかになるし、五月号の時とはまた違うアプローチの仕方があると思うんだ。それをこれからみんなで詰めていきたい」

　そっか、なるほど。

　佐藤さんの言葉に納得した私は、早速〝冬らしい結婚式〟について思いを巡らせてみる。イメージは、木々にイルミネーションが灯ったナイトウエディング。幻想的なキャンドルに照らされたチャペルは綺麗だろうな……。気になるのはやっぱり寒さだけど、披ひ露ろう宴えんのウェルカムドリンクに温かい飲み物を用意すれば、ゲストに喜ばれそう。

　それから当然思い描くのは、幸せそうな花嫁と花婿。けれど、のっぺらぼうではイメージが膨らまないので、手っ取り早く自分の顔と、渡部くんの顔を当てはめてみる。

『――亜子。一緒に幸せになろう』

　ああ、いい。絶対いい。爽やかな彼には、白いタキシードを着てもらおう。それで、私のドレスは……。

「ちなみに担当だけど、五月号の記事を書いた人とは別がいいと思うんだ。その中で今連載を抱えてないのは北見さんだけだから、お願いしてもいいかな」

　佐藤さんの声で、完全に本来の職務から脱線した私の妄想が、ぱちんと泡のように弾けた。

「え！　わ、私でいいんですか!?」

　思わず自分を指差し、素っ頓狂な声を上げてしまう。

　日頃から記事を書いているとはいえ、私の担当はいつも、メインではない小さな企画。月の特集ってことは、大きく一面を飾る『skiptown』の花形記事じゃ……！

「編集長も補佐として担当するって言ってたから、そんなに緊張しなくていいよ。あ、でも写真の向きには気をつけてね」

　にこっと微笑みながら、さりげなく佐藤さんが吐いた毒に、先輩たちも苦笑いをする。

　うう、なんて恥ずかしい。ここで名誉挽回しなくちゃ。編集長がパートナーなら、心強いし。

　大体の特集内容が決まり、決意も新たにオフィスに戻ると、小林先生のところへ向かう時間が迫っていた。私は謝罪文の原稿とジャケットを手にして、壁にかけられた編集部員の行動予定を書き込むホワイトボードに近づく。そこに『小林風人先生のアトリエ』と書いている時、なにげなく編集長の欄にある謎の予定が目に入った。

『キャサリンの捜索』

　キャ、キャサリン……って、誰？　でも、癖のある右肩上がりの字は、確かに編集長のものだ。

「って、そんなことより三日月堂……！」

　あの店の羊羹はこの辺りではかなり人気で、早く行かないと売り切れてしまう日もあるのだ。

　私は上着に袖を通しながら、慌ただしくオフィスをあとにした。




　小林先生のアトリエは、市街地から外れたのどかな田園地帯にある。

　こうべを垂れる黄金色の稲穂が風にそよぐのを窓越しに見ながら、バスに揺られること約二十分。車通りの少ない道路にぽつんとあるバス停に着くと、私はそこで降車した。

　あぜ道に沿ってしばらく歩いた先に見えてきたのは、平屋建ての日本家屋。一見この辺りに住む農家の方の自宅のようだけど、それこそ小林先生のアトリエだ。

　昔話に出てきそうなその古めかしい家の前に来た私は、引き戸の隣にあるチャイムを押して、自分の服装をサッと正した。

　先生が好きな羊羹を買ってきたし、会ってもらう約束をした時も彼の声は穏やかだった。きちんと謝れば大丈夫だよね……。

　私が緊張しながら立っていると、ガララと音をたてて引き戸が開いた。

「こんにちは。いらっしゃい」

　そこから顔を出した小林先生が、ジーンズにトレーナーというラフな格好で私を出迎える。綺麗な白い肌に、繊細な雰囲気が漂う細い瞳が芸術家らしい。

「お忙しいところ、お時間を割いていただいてしまい申し訳ありません！」

　私は神妙な面持ちで言ってから、深々とお辞儀をした。

「大丈夫。ちょうど手が空いたところだから」

　彼は、このあいだ編集長とともに来た時と同じように、美しい微笑を向けてくれる。

　ふと〝女好き〟という情報を思い出して少し戸惑いながらも、そんなことを考えながら謝るのは失礼だし、小林先生にだって選ぶ権利ってものがあるし……と、自分を落ち着かせる。

「どうぞ」と早速部屋に招き入れられ、応接間らしい畳の部屋に通された。

「じゃあ、ここに座って」

　そう促されたけれど、腰を下ろす前に、買ってきた羊羹を差し出す。

「あ、あの、これ、小林先生のお好きな三日月堂の……」

「ああ、ありがとう。あとでいただくよ」

　小林先生が笑顔で受け取り向かいに座ったため、私は少しほっとして座布団の上に正座した。そして、茶封筒をテーブルの上に出して、口を開く。

「こちらが今月掲載する予定の、謝罪文の原稿です。お忙しいとは思いますが、直接確認していただきたくて今日は参りました。改めまして、先月号で、小林先生の作品の写真を左右逆の状態で掲載してしまったこと、本当に申し訳ありませんでした！」

　畳に手をついて、深く頭を下げた。そのまま顔を上げずにいる私に、彼は優しく声をかける。

「北見さん、だったかな？　頭を上げて？」

　ゆっくり前を見ると、彼はやっぱりにこにこと微笑んでいた。

「前も言った通り、写真の件は原稿をちゃんとチェックしなかった僕にも非があるから、そんなに気にしないでほしいな。でも、どうしても君の気が済まないって言うなら――」

　彼の言葉を遮さえぎるように、開けっぱなしになっていた襖ふすまから突然トトッと軽やかな足取りで、一匹の黒い猫が部屋に入ってきた。猫は小林先生に懐いている様子で、彼の膝の上に乗り身体を丸める。

　前回は見かけなかったけど、ペットなんて飼っていたんだ。大事な絵にいたずらされたりしないのかな？

　そう思いながら、ぼんやりと猫の艶やかな毛並みを見つめ続ける。

「僕の絵のモデルにならない？」

「え？」

　予想外の提案が聞こえ、視線を猫から小林先生に戻して目をぱちくりさせる。

　絵の、モデル？　小林先生が描くのは、主に抽象画のはずだけど……。それに第一、モデルにしてもらえるような容姿は持ち合わせていないし。

「あ、あの。多分、私ではお役に立てないんじゃないかと……」

　戸惑うように答えた私に対して、彼はけろりとした表情をする。

「そうかな？　見てみないとわからないよ」

　まさか、本気？　……ていうか、『見てみないと』ってなに？

　状況を呑み込めない私をよそに、小林先生は猫を膝から下ろすと、こちらに回ってきて、私の腕をつかんだ。

「さ、こっちに」

「小林先生……？」

　急に強引になった小林先生に少しの違和感を覚えて、不安げに彼を見つめる。

「鈍い子だな。今のは口説き文句だよ。ほら、寝室へ行こう。僕の絵のモデルに相応しいかどうか、君の全部を見せてごらん？」

　にこりと微笑んだ瞳は、さっきまでと違って妖しげだった。

『口説き文句』『寝室』『全部見せる』？　それってまさか……!?

　瞬時に危険を察知した私は、愛想笑いを浮かべてできるだけ柔らかく言う。

「あの……片づけなきゃいけない仕事がまだあること、忘れてました。急いで社に戻らないと」

　けれど彼はそんな嘘うそなんてものともせずに、私の耳元に顔を近づけて、やけにセクシーな声で囁く。

「その仕事って、僕より重要なことなの？」

　ぞわっと、全身に鳥肌が立った。

　小林先生は確かにカッコいい人だし、才能に溢あふれているし、実際モテるんだろうけど、それとこれとは別！　私はそんな手を使って許してもらいたくなんてないし、あなたより重要なことはこの世の中に沢山あります！

「放してください……っ」

　彼の手を振りほどこうとしても女の力ではどうしようもなく、むしろつかまれている手首がどんどん痛くなってくる。

　編集長の忠告、素直に聞くべきだったんだ！　どうしよう、このままじゃ私、手籠めにされちゃう～！

　様子のおかしい私たちに影響されたのか、猫が庭に面した窓を爪でかりかりと引っかく。

　お願い猫ちゃん、助けを呼んで！　……って言っても無理だよね。

　うう、猫の手も借りたいとはこのことだ、と妙に納得しながら抵抗を続ける。

　しかし、小林先生はもはや寝室ではなく、この部屋でことに及ぼうと作戦を変更したらしい。手首をつかんだまま私と同じ目線にしゃがむと、私を無理やり畳の上に押し倒し、その上に覆いかぶさる。

「やめてくださいっ！」

　泣きそうになりながら、必死で叫んだその時。

　――バン！

　急に窓を叩く大きな音がして、私はびくっと身体を震わせた。

「なんだ……？」

　小林先生も驚いたらしく、反射的に私の上から退き、目を細めながら音がしたほうを見つめる。

　なんだかよくわからないけど、助かった……！

　私は体勢を立て直し、じりじりと小林先生から距離を取る。

　すると外から勢いよく窓が開けられて、聞いたことのある低い声が響いた。

「見つけたぞ！　キャサリン！」

　ペットを運ぶケージを手にしてそこに立っているのは、今朝会社の前で別れたはずの、私の上司。

「へ、編集長？」

　なんで、ここに……。

　呆あっ気けにとられる私に構わず、靴を脱いでズカズカと部屋に上がってきた編集長は、小林先生に詰め寄って言う。

「勝手にお邪魔して申し訳ない。でもあの猫、小林先生のペットじゃないですよね？」

「あ、ああ。数日前からうちに入り浸るようになったんだ。可愛いから特に追い出したりもしなかったが……」

　かなり動揺しながらも、小林先生は編集長の質問に答える。

「本来の飼い主がこの子を捜してるんです。返してもらえますよね？」

　編集長の彫の深い目元から放たれる鋭い眼光と、静かだけれど有無を言わせない声のトーン。その迫力に負けたのか、小林先生はただ従順に頷いた。

「ああ」

　その言葉を聞いて小さく頭を下げた編集長は、小林先生に背を向け、窓辺に近づく。そして、そこで行儀よく座る猫の頭を優しく撫でてから、ひょいっとケージの中に入れ、ふうとひと息ついた。

「よし！　任務完了！　北見、帰るぞ」

「は、はい……いや、でも」

　ちら、と小林先生のほうを窺うかがうと、首を横に振りながら〝しっしっ〟と手を振る仕草をされた。

　どうやら機嫌を損ねてしまったみたいだ。せっかく謝りに来たのに……。

　しゅんと俯く私の頭の上に、ぽんっと大きな手が乗せられた感触があり、思わず顔を上げる。すると、その手の持ち主が、小林先生の前にずいと出て、こう言った。

「今後一切、うちの大事な記者に妙な真似しないでください。今度またあなたを取材することがあったら、俺が担当しましょう。なんなら押し倒してもらっても構いませんよ？」

　毅き然ぜんとした態度で話していた編集長だけど、最後の言葉は少しくだけた表情で発した。

　編集長……私が危ない目に遭っていたことに気がついていたんだ。

　私のいる位置からは彼の後ろ姿しか見えないけれど、その広い背中にとてつもない頼もしさを感じる。

　でも、いくら頼りになる上司だからって、二日連続で迷惑をかけているのはさすがに情けなさすぎるよ。あとで、ちゃんとお礼を言わなくちゃ……。

「……わかったよ。ちなみに僕は、男を押し倒す趣味なんかない」

　小林先生は髪をかき上げ、観念したように呟く。

　どうやら私にしたことを少しは反省しているみたい、かな？

　大きな波風を立たせることなくこの場を収めた編集長って、やっぱりすごい。それにしても、どうしてここにいたんだろう。確か行動予定に書いてあったのは、『キャサリンの捜索』。キャサリンというのは、あの猫のことみたいだけど……。




　小林先生のアトリエをあとにした私たちは、日の暮れた田舎いなか道で並んでバスを待っていた。時刻表によると、バスは行ってしまったばかりらしく、次のバスまであと二十分待たなければならない。だけど、話を聞きたかったからちょうどいい。

「編集長、どうしてあの家の庭にいたんですか？」

「見りゃわかるだろ、キャサリン捜しだ」

　ケージを持ち上げながら大真面目な顔をする彼を見て、私は眉をひそめる。

「それだけじゃ全然わかりません。それに、バイクはどうしたんですか？」

「一度社に戻って置いてきた。最初はバイクなら捜索もはかどるかと思ったが、もしかしたら音を怖がって出てこないかもしれないと思ってな」

　手にしたケージに視線を落としながら、編集長が説明してくれた。

「なるほど……」

　ていうか、キャサリンをバイクに乗せるつもりだったの？　人間でも恐怖を感じるっていうのに！　編集長が考え直してくれてよかったね、キャサリン……。

「あ、お前、もしかして乗りたかったか？　俺の愛車」

　思いついたように言われ、私はぶんぶんと首を横に振った。

「ま、ま、まさか！　あれはもう遠慮させていただきます！」

「そりゃ残念。女子を後ろに乗せるのなんて大分久しぶりだったから、結構悪くない気がしてたんだけどな、俺は」

　冗談なのか本気なのか、編集長がちょっと拗ねたような表情をする。

　女子を乗せるのは久しぶり、か。そういえば、編集長の浮いた噂うわさって、入社してからひとつも聞いたことがない。

　でも、『彼女いないんですか？』なんて質問を上司にぶつけるのは失礼だと思い、私は別の疑問を投げかける。

「そういえば、そもそもなんでこの子を捜してたんですか？」

　私たちの会社は探偵事務所じゃないのに。

　私がしゃがんでケージを覗き、舌を小さく鳴らしてみると、キャサリンは「にゃお」と甘えたように鳴いた。

「うちの紙面に探し物を載せるコーナーがあるだろ？　そこにキャサリンのことを一度掲載したんだ、確か先々月。けど、ひと月経っても全く見つからないって飼い主に文句言われちまって……」

「でもそれって、私たちのせいじゃないんじゃ……」

　私は曲げていた膝を伸ばして、編集長の顔を見上げながら反応を窺うように尋ねる。すると、彼は困ったように頭をかいた。

「まあな。それもそうなんだが、幼い兄妹きょうだいに責められたら、そうとばかりも言ってられなくて」

「幼い兄妹？」

　きょとんとした私に、編集長は少し考えてから口を開いた。

「知りたきゃついてこい。これからその兄妹の家に行くから」




　バスを乗り継いでやってきたのは、閑静な住宅街。編集長はその中の一軒の家に近づき、インターホンを押した。そこには小さなカメラがついていて、室内でモニターを見たらしい子供のあどけない声が、スピーカー越しに聞こえてきた。

『おじさん！　見つかったの!?　キャサリン！』

「ああ。遅くなって悪かったな」

　ほどなくロックの外れる音がして、勢いよくドアが開いた。そこから出てきた男の子と女の子が、飛びつくようにして編集長の持つケージを覗く。

「本当だ！　キャサリンだ！　どこ行ってたんだよ、もう～！」

　兄妹のお兄ちゃんと思われる、十歳くらいの子が大声を出した。

「お帰りー！　すぐご飯あげるからねっ」

　六歳くらいの女の子は、そう言いながら小さな指をケージに差し込んで、キャサリンに触れている。

　そんな彼らの姿を満足そうに見つめていた編集長は、しばらくするとお兄ちゃんにケージを手渡した。

「よかったな。まぁ、また逃げたら電話くれ。俺の名刺、まだ持ってるだろ？」

「はい、ありがとうございました」

「ありがとうございました！」

　お兄ちゃんがお礼を言うと、妹もそれにならうようにして、ぺこりとお辞儀をした。

　可愛いなぁ。でも、そういえばこの子たちの親御さんは？　いつまで経っても現れないようだけど……。

　私がそんな疑問を抱きながら、開け放たれた玄関の奥に目を向けていると、編集長が幼い兄妹に声をかける。

「じゃあ、さっさと家入れ。きっちり戸締りしろよ？」

　そしてあっさりと踵を返してしまうので、私もふたりに手を振ってから、慌ててそのあとを追った。

「あの、あの子たちのおうちの人は？」

　バス停への道を、編集長の大股に合わせてせかせかと歩きながら尋ねる。

「まだ帰ってない。共働きでふたりとも遅いらしいんだ」

「あ、そうだったんですか……」

　頷きながら、自分の腕時計を見るともうすぐ午後八時。

　子供ふたりでお留守番なんて寂しいだろうな……。

「だから、猫一匹でもあの兄妹にとってはいなくなったら困る大切な家族だろうと思ってな。業務の範囲外であることはわかってたが、無視できなかったんだ」

　苦笑する彼の横顔には、あの子たちの期待を裏切らずに済んだことへの嬉しさと安あん堵どが滲んでいた。

「なるほど……」

　優しい編集長らしい。菊治さんは悪ガキって言ってたけど、やっぱり尊敬できる人柄だよね。彼に惚れたら不幸になるだなんて、私は逆だと思うけどな。そのうえ見た目だって素敵なのに、どうして浮いた噂がないんだろう……。

　なんて、余計なお世話もいいところか。思考が恋愛方面に偏ってるの、いい加減どうにかしたほうがいいかも。

「そういえば、佐藤さんに言われました。来月のブライダル特集、私が担当だと」

　話題を仕事のことに切り替えたくて、そんな話を振ってみると、隣の編集長は思い出したように言う。

「あぁ、あれな。お前好きだろ、そういう女子が喜びそうな企画」

「……皮肉ですか？」

　いじける私を、彼は考えすぎだというように笑い飛ばす。

「違ぇよ。素直に期待してるって意味」

　優しい声色で否定してくれたけれど、私は彼に疑いの眼差しをじとっと向けた。

　……本当かな。いつも頭の中がお花畑の私の夢なんて、どうせ〝好きな人のお嫁さん〟だろうとか思われていそう。もちろんそれは間違いじゃないけれど、一人前の記者になって、いつか私にしかできない仕事を成し遂げたい、というのも同じくらい大切な夢だ。

「まぁでも、取材とはいえ、いい勉強になるんじゃねーの？　自分が式挙げる時のための」

　なにげなく編集長が発した言葉に対して、私はきっぱりと言い放った。

「いえ、そういう雑念は追い払って仕事します」

「まだ気にしてんのかよ」

　鼻で笑った彼の顔に、近づいてきたバスのライトが当たる。

　そりゃ気にしますよ。記者になってから初めて任される大きな仕事を成功させたいもの。このあいだの失敗で失った信用を取り戻したいのはもちろん、いい記事を書くことで、編集長に恩返しをしたい。

　そうなると、やっぱり心配なのは、恋愛での浮き沈み。渡部くんとの交際は極めて順調ではあるけど、それでも私のことだ。どんなに恋が上手くいっていようと、少なからず仕事に影響してしまう。

　……それなら、いっそ。

「私、ブライダル特集が終わるまで、彼との連絡、断ちます」

　バスのドアが目の前で開いたけれど、私は編集長に向かってそう宣言した。

「あぁ？　お前いくらなんでもそれは……」

　理解に苦しむ、といった顔で私を見た彼に、なんとか言葉を探して切実な表情で訴える。

「〝別れる〟っていうのは結論を急ぎすぎたと思います。でも、やっぱりある程度距離を置かないと、上手くやれないと思うんです。私、不器用だから」

　ありえないとは思うけど、たとえば取材期間中に、渡部くんからプロポーズされたとする。そしたらもう、取材先の式場で見るもの聞くもの全部、きっと自分たちのことに繋つなげてしまって、主観ばかりの記事ができてしまうだろう。

　渡部くんは、きちんと話せばわかってくれる人。仕事のためだって言えば、少しのあいだ連絡が取れなくたって、きっと私のことを待っていてくれる。

　ドアが開いているのになかなか乗車しようとしない私たちに、運転手さんが「お急ぎください」とマイクで呼びかける。

　ぺこりと頭を下げながらバスに乗り、周囲からの迷惑そうな視線に肩をすくめながら、編集長と並んでつり革をつかんだ。そうしてぼんやりと、窓の向こうに広がる暗闇を見つめる。

「お前のやる気はわかった。でも、無理すんなよ」

　隣から降ってきた優しげな低い声に、私は返事をしなかった。

　編集長はきっと、どうせ私のことだから、途中で彼氏に連絡したくなると考えているだろう。実際そうかもしれないけど、今回はそれに耐えなきゃダメだ。

　多少無理をしてでも、ちゃんと自分をコントロールして、任された仕事をまっとうできたなら、少しは自信がつくと思うから。

　恋と仕事の両立……私にも、できるかもしれないって。




「……え。亜子、それ本気？」

「う、うん……初めてなんだ、特集記事を担当するの。だから、勝手なのは重々承知してるんだけど、私の気持ち、わかってほしい」

　日曜日の昼、私は渡部くんをランチに誘い、カフェで向かいに座る彼に自分の胸の内を隠さず話した。渡部くんへの気持ちはもちろん変わっていないこと、こんな方法を取るのは私が不ふ甲が斐いないせいで、これからもお付き合いは続けたいということを、強調して。

「そっか……」

　視線をコーヒーカップに落とし、残念そうに呟いた渡部くん。その仕草は半分嬉しくて、半分切ない。

　やっぱり、時々電話くらいはしてもいいかも、という妥協案が脳裏をかすめるけれど、必死に自分をセーブする。

「ごめんね。すごくひとりよがりだよね」

　それがわかっているから、渡部くんの目を真っ直ぐに見られない。舌に残るコーヒーが、苦い。

「いや、俺もまだまだ会社では下っ端だから、チャンスをものにしたいっていう亜子の気持ちは理解できるよ」

　彼が、怒ることも責めることもなくそう言ってくれたので、私は顔を上げた。そこにはいつもと変わらない柔らかな笑顔があって、胸が温かくなった。

　やっぱり、渡部くんは優しい人だ。このタイミングでいっそう好きになっちゃうのはつらいものがあるけれど、思いやりのある言葉は素直に嬉しい。

「でも、今日のデートは普通に楽しんでいいんだよな？」

　少し重苦しくなってしまった空気を変えるように渡部くんに聞かれ、私ははにかみながら本心を伝えた。

「あ、うん、もちろん！　私も、少しでも長く一緒にいたいし……」

　……照れ臭いこと言っちゃった。

　自分で決めたこととはいえ、明日から早速彼との連絡を断つと思うと、どうしても後ろ髪を引かれてしまう。

　そんな気持ちを見透かしたのか、渡部くんが小さなテーブルの向こうから手を伸ばし、私の頬を優しくつねった。

「亜ー子。今からそんな顔しててどうするんだよ。今日は笑ってて？　俺は亜子の笑顔が好きなの」

　しっかりと私の目を見て、彼はそう言ってくれた。

「渡部くん……」

　きゅうっと胸が鳴って、おもちゃの赤べこみたいに首を何度も縦に振る。

　こんなに素敵な人が彼氏なんだもの、不安になる必要なんてない。

　テーブルの上の伝票をつかんで席を立った渡部くんの腕にしがみつくと、愛しそうに目を細めた彼に髪をそっと撫でられた。

　今日だけは、この幸せに目一杯浸っていよう……！

　それから私たちはカフェを出て、秋の爽やかな空気を楽しみながら、街をぶらぶらと歩いた。辺りが暗くなってくると早めに私の家にふたりで帰り、しばらく会えないということを噛かみ締めるように、渡部くんは私を大事に大事に抱いてくれた。




「じゃあ、頑張れよ」

「うん、渡部くんもね」

　夜遅くにアパートを出た彼と一緒に一階まで下りて、その背中が見えなくなるまで見送る。すると、思わずため息がこぼれた。

　寂しい……けど、ここまでしたんだから、ブライダル特集、絶対に成功させよう。

　最初の取材は火曜の正午。まずは結婚披露宴に欠かせない華やかな食事の〝冬限定メニュー〟とチャペルを取材させてもらうのだ。

　会社でその話をした時には『経費でうまいメシ食えると思って、気楽に行けばいい』なんて編集長は言っていたけど、そんな心構えではダメだ。

「気合い入れてこ」

　昼より気温の下がった外の空気に触れていたからか、渡部くんと過ごした時間の甘い余韻は薄れて、自然と気持ちが切り替わった。

「……っくしゅん！」

　っていうか、部屋着の半袖Ｔシャツじゃ、ちょっと寒い。まだ九月なのにな。と、そんなことより体調崩したら元も子もない！

　私は腕をさすりながら階段を上がり、慌てて部屋に戻った。










私が婚約者!?




　取材当日。約束の正午より十分ほど前に、編集長の運転する社用車で、先月営業を開始したばかりの結婚式場を訪れた。

　首から下げた一眼レフカメラを覗いて、まずは全体像を写真に収める。経費削減のため、本来カメラマンがやるべき仕事もこうして編集部の人間で行っているのだ。

「外観から凝ってますね」

　手前にある建物はおとぎ話のお城を思わせるクラシックな造りをしている。奥に見えているチャペルも、白い壁に施された彫刻や尖せん頭とうアーチの窓が芸術的で、まるでヨーロッパにある本物の教会みたいだ。

　独特の雰囲気が漂っており、ここだけが街中から切り離されて、時間の流れがゆっくりになっているかのような錯覚を起こす。

「花の香りもすごいな」

　編集長が、あちらこちらに咲き乱れる花を眺めながら言う。

　……あれ、おかしいな。なんの匂いもしないんだけど。

「結構香ってます？」

「ああ、男の俺にはきついくらいだ。……お前、鼻詰まってんのか？」

　控えめに鼻をすすってみると、空気が少し通り抜けただけですぐ息苦しくなり、私は思わず咳せき込んだ。

「みたいです……風邪引いたのかな」

「そんなんで料理の味わかるのかよ」

　心配そうに聞かれたけれど、そこまで危機感を持つほどでもないと思う。

「朝ご飯の時は気にならなかったんで……多分大丈夫です」

　また何度か鼻呼吸を試してみたけど、時々はちゃんと通るからたいしたことはないだろう。

　私は編集長に続いてお城の自動ドアをくぐり、純白のウエディングドレスが飾ってあるエントランスを通った。そして、担当者と待ち合わせているサロンへ向かうと、埃ほこりひとつついていない黒のスーツに身を包んだプランナーの女性が、私たちを出迎えてくれた。互いに挨あい拶さつを終えたあと、話は早速本題に移る。

「では、今日はレストランで料理を召し上がったあと、チャペルと各披露宴会場をご見学なさるということでよろしいですか？」

「ええ、それでお願いします」

　編集長が代表して答えると、プランナーさんは「では、こちらへどうぞ」と、私たちを丁寧かつテキパキと案内してくれた。

「わぁ……」

　大きな窓から陽の光がたっぷり差し込む明るいレストランは、ところどころに観葉植物が置いてあり、リゾートホテルのような雰囲気が漂っている。普通のテーブル席の他にゆったり寛げそうなソファー席もあって、食事とともに会話も弾みそうだ。

　普段から一般客向けにも営業しているらしく、私たち以外にもランチを楽しむお客さんが何組もいて、ほとんどのテーブルが埋まっていた。

　席に着いた私は、カメラを手にして、結婚式用のメニュー表を撮影しながら、どんな料理が出てくるのだろうと想像を膨らませる。

　編集長はというと、リラックスした様子で水の入ったグラスを傾けていた。

　しばらく私たちが無言でいると、近くで唐突に女性の声がした。

「透吾？」

　パッと顔を上げると、私たちのテーブルのそばにひと組のカップルがいて、緩く髪を巻いた大人系美人の女性が、編集長を見て顔を明るくしていた。

「留る美み……」

　彼女に気づいた編集長は、そう呟くと驚いたように目を見開く。

「やっぱりそうだ。久しぶりだね。元気にしてた？　あれからずっと気になってたんだけど……私から連絡なんてできなかったから」

　留美さんという名前らしいその女性が、長い睫まつ毛げを伏せる。

　なんだか彼女と編集長は、わけありみたい。もしかして、元恋人同士……だったりして。

　なんてことを勝手に推測しながら成り行きを見守っていると、編集長が静かにグラスを置いて懐かしそうに目を細めた。

「……本当に久しぶりだな。俺は特に変わらねぇよ。そちらは……」

「あ、紹介するね。彼氏の哲てつ哉やです。今度結婚することになったから、今日はその下見にね」

　頭を下げた彼氏さんは、真面目で穏やかそうな印象だ。

「留美の友人の高槻です」

　それだけ言ってお辞儀をした編集長は、いつもと特に変わらない。

　……友人。その言葉通りの関係なのかもしれない。留美さんも普通に彼氏さんを紹介していたしね。少しだけ気まずい展開を予想したけれど、それは取り越し苦労だったのかな。

　私が安心していると、留美さんの猫のように大きな瞳が私のほうを向く。

「透吾、そちらの可愛らしい方は？」

　……え、私？

『可愛らしい』っていうのはお世辞に決まっているのに、留美さんのような美人にそう言われると、どぎまぎしてしまう。

　私がまごついていると、先に編集長が口を開いた。

「コイツは……俺の婚約者だ」

　こん、やく、しゃ？　編集長、なに言って――。

　私は呆気にとられながら彼のほうを見る。

「やっぱり！　こんな場所にいるからそうじゃないかと思ったんだ。それに私、透吾には年下のほうが合うと思ってたの」

　留美さんは戸惑う私に気づくことなく、両手をぱちんと合わせて嬉しそうにする。そんな彼女の姿を見ていたら、おぼろげながら私にも状況が把握できてきた。

「……はじめまして、北見亜子です」

　ぺこりと頭を下げつつ、内心で思う。

　やっぱり友人っていうのは嘘で、留美さんは恐らく編集長の元カノなんじゃないかな。そして彼女は、今自分は幸せだけど編集長はどうなのかって、その確認をしているんだ。……その結果、彼にも婚約者がいると知って、安心している。

　編集長がどんな気持ちで私を『婚約者』と紹介したのかはわからないけれど、今はこのお芝居に付き合うのが彼のため……そんな気がする。

「北見さん、はじめまして。あ、私ね、こういう仕事してるから、もしよかったら今度お店に来てください」

　スッと差し出された名刺には『ネイルサロンfairyフェアリー　店長　鹿か沼ぬま留美』と書かれていた。

　思わず彼女の指先に注目すると、一本一本デザインの違う凝ったネイルが施されている。『すごーい！』と声に出さずに感心しながら、笑みを返した。

「ネイル、興味はあるんですけど、いつもそこまでお洒落が行き届かなくてお恥ずかしいです。今度ぜひお邪魔させてください」

「ええ、楽しみにしてますね」

　留美さんは人懐っこい笑みを向けると、隣で少し気まずそうにしている彼氏さんに気がついて、私と編集長に言う。

「じゃあ、私たちはこれで」

　そうしてこちらに背を向けた留美さんは、彼氏さんに寄り添って仲睦まじげに歩きだす。

　なにげなくその後ろ姿を見つめていたら、彼女は急にこちらを振り向き、私たちのもとへ戻ってきた。そして編集長にそっと近づくと、声を潜めて言う。

「……透吾、彼女にはちゃんと〝あのこと〟話してあるの？」

　盗み聞きをするつもりはなかったのに、偶然そんな言葉が耳に入り、私はほんの少し胸のざわめきを感じた。

〝あのこと〟ってなんだろう。私は本物の婚約者じゃないから、関係のないことだとは思うけど……。

　留美さんの質問に、編集長はなんでもないことのように笑って返す。

「ああ、大丈夫だ。……つーか俺のことなんか気にしないで、お前はお前で幸せになれ」

　それを聞いた留美さんは、ほっとしたように表情を緩ませ静かに頷き、今度こそレストランをあとにした。

　……これで、よかったのかな。留美さんはスッキリして心置きなく結婚できるってところかもしれないけど、編集長はどうなんだろう。

　留美さんたちの姿が完全に見えなくなると、編集長は深くため息を吐き出した。そして神妙な面持ちでテーブルに手をつき、私に向かって頭を下げた。

「北見！　申し訳ない！　この通りだ！」

「ちょ、ちょっと編集長！　いいですって。頭上げてください！」

　私たち、注目を浴びちゃってる……！

　慌てて編集長に声をかけるけれど、彼はまだ心苦しそうな表情だ。

「いや、いくらなんでも今の嘘はお前に対して配慮がなさすぎた」

　私はふるふる首を横に振って、静かに彼に尋ねる。

「気にしてませんってば。だって、留美さんのためなんですよね？」

　ゆっくり姿勢を戻した編集長は、伏し目がちに頷いた。

　やっぱりそうだったんだ。編集長は彼女の幸せを願ってあんな嘘を……。

　それからしばらく沈黙が流れた。そして、私たちのテーブルに、ひと皿目の前菜が運ばれてきた頃、編集長は料理に視線を落としながら、再び口を開いた。

「アイツとは、五年付き合った。結婚の話も出た。でも、俺が不甲斐なかったせいでダメになったんだ。……だから、今度こそ幸せになってほしくてな」

「もしかして……さっき留美さんが言ってた、〝あのこと〟と関係があるんですか？」

　控えめに尋ねてみると、彼はばつが悪そうに微笑した。

「……聞こえてたのか。ああそうだ。今ここで内容は話せないが、留美にはつらい思いをさせた。だから、次の相手には同じ思いさせんなって意味で、ああ言ったんだろうな」

　静かに語る編集長は、どこか憂いを帯びた目をしていた。

　私くらいの年齢ではまだできない、大人の顔……。

　普段、仕事中には見せない彼の表情に、私の胸はきゅうっと締めつけられた。

「悪い、俺の個人的な話だ。さっさと食うぞ。あ、写真も撮るの忘れるなよ」

　気分を切り替えるように、編集長がさっぱりとした口調で発した。

「……はい」

　食事中、編集長はすっかり元気を取り戻していつもの様子だったけど、私は切ない恋愛映画を見たあとのように、なかなかその余韻から抜け出せなかった。

　恋愛のことは頭から追い出すって決めたのに、まさか自分以外のことでこんなに胸が痛くなるとは、予想していなかった。仕事がデキて、頼りがいのある優しい上司。編集長に対して、勝手にそんなイメージができ上がっていたからかな。

　今回のことで、なんだか少し彼の印象が変わった。




「うわぁ……素敵」

「これは立派だな。パイプオルガンも、ステンドグラスも……」

　チャペルに移動した私たちは、プランナーさんと一緒にバージンロードの途中で立ち止まり、ステンドグラスから降り注ぐ陽の光にしばらく見惚れていた。

「カメラ貸せ。写真は俺が撮るから、お前は必要な情報を聞いておいてくれ。記事のイメージ膨らませながら」

「あ、はい。わかりました」

　彼にカメラを渡し、ＩＣレコーダーを回した私は、神聖な雰囲気に包まれている奥の祭壇まで進み、振り返ってプランナーさんに尋ねる。

「ここ、何人入れるんですか？」

「百名まで対応しております」

「百人かぁ……」

　家族、親戚、同僚、友人……多くの人の前で、一生の愛を誓う。指輪を交換して、ベールを外されて、誓いのキス。教会式は、やっぱりロマンチックで素敵だな。いつかは、私も渡部くんと……って、ダメダメ！　彼のことは忘れるのよ、亜子。結婚なんてまだ当分先の話！　……だけど。

　私はちらっと編集長のほうへ視線を移し、真剣にファインダーを覗くその横顔を見つめる。

　すぐそこまで結婚が迫っていたのに、その話がなくなるだなんて経験、きっとつらかったよね。こんな場所に来たら嫌でも当時のことを思い出してしまいそうだけど、編集長は私と一緒にこの企画を担当してよかったのかな？　もう立派な大人だし、私みたいに仕事に私情を持ち込むことはないだろうけど……。

「どうした？」

　私の視線に気づいた編集長が、不思議そうにこちらを見た。

「あ、いえ。なんでもないです！」

　私は気を取り直して、このチャペルのコンセプトや実際の式の流れなどをプランナーさんに細かく聞いた。

　それが済むと、祭壇から下りて周囲を見渡しながら、すでに扉の近くで待機しているプランナーさんのもとへと向かう。

「北見、ちょっと待て」

　真ん中辺りの列席者が座る椅子と椅子のあいだにいた編集長が、その隙間を縫ってバージンロードに出てきた。

「はい？」

　なにか、まだ撮り足りない写真でもあるのかな。

　私は足を止め、近づいてきた編集長の顔を見上げた。すると、目の前にいる彼はなぜか無言で、私の両肩に手を置く。

「……なんですか？　この手」

　左右に視線を動かし、骨ばった大きな手に自分の肩が包み込まれているのを見ると、たとえそうしているのがただの上司であっても、徐々に鼓動が速くなる。

　編集長の、彫の深い目元やスッと通った鼻筋、綺麗に尖った顎あご……。見れば見るほどやっぱりカッコいいし、なんだかセクシーな甘い香りもするし……。

「亜子」

　すると唐突に、漆黒の瞳で真っ直ぐに私を見つめた彼が、低い声を震わせて私の名を呼んだ。

　な、なんで急に下の名前？　編集長ってば、留美さんに会ったせいで、頭のネジが一本抜けちゃったんじゃ……。

　わけがわからないのに、胸のドキドキは最高潮に達する。

　触れられている肩の辺りからじわじわと顔のほうに熱が集中していくのを実感していると、カランカランと大きな鐘の音が響き渡った。

　こんなに近くで聞こえるということは、このチャペルの鐘だろうか。恐らく時報かなにかなんだろうけど、こんな神聖な場所で男の人と向き合っている時に鳴ると、特別な音色に感じちゃう……。

　私がその雰囲気に呑のまれそうになっていると、編集長はそれに拍車をかけるひと言を口にした。

「お前のこと、一生幸せにする」

　真剣な眼差しを向けられ、優しい声色で『一生幸せに……』だなんて。なんだか、本物の結婚式を挙げているみたい。

「編集、長……」

　私がそう呟くと、少し傾けた彼の顔が近づいてきて、肩をつかむ手にぎゅっと力が入った。

　そっか、誓いのキス。私たち、これで夫婦に……って、えぇ!?

　一瞬閉じかけた瞳をカッと見開くと、ふっと笑った編集長の息が顔にかかる。そして彼は何事もなかったかのように私から距離を取り、腕組みをしながらしたり顔でこう言った。

「少しはわかったか？　花嫁の気持ち」

　いまだドキドキとうるさく鳴る心臓をなだめながら、私はその言葉の意味を必死で考える。

　花嫁の気持ち……あ、そっか。私が記事を作る時に、イメージを膨らませやすいように？　いや、それにしたって今のはちょっと！

「よ、予告もなく接近しないでください」

　目的を聞かなきゃ何事かと思います！

　目をつり上げて怒る私に、彼は平然と言ってのける。

「予告してからじゃ盛り上がらないだろ」

　意味のわからない理屈に呆れて、ため息がこぼれる。

「も、盛り上がるって……ただ動揺させられただけですよ！　編集長どうかしちゃったんじゃないかって」

「ふうん、動揺したか。俺もまだまだいけるな」

　決して褒めているわけではないのに、どうしてか嬉しそうな様子の彼に神経を逆撫でされて、私はますます怖い顔をして睨んだ。

「なに喜んでるんですか！」

　そして腕組みしたまま満足げに微笑む編集長に背を向け、心を落ち着かせる。

　ああびっくりした。よく考えたら、編集長なんかにドキドキしちゃダメだよ！　私には渡部くんという大事な人が……！

「あのう……」

　その時、チャペルの扉のほうから遠慮がちに声をかけられた。

「そろそろ、披露宴会場にご案内しても？」

　気まずそうに言ったプランナーさんは少し顔を赤らめていて、私の脳裏に嫌な予感がよぎった。

「す、すみません！　あの、今の、見てました……よね？」

　顔を引きつらせながら聞くと、プランナーさんは即座に頭を下げる。

「も、申し訳ありません！　おふたりがあまりにお似合いなもので、つい……」

　嫌あぁ～！　やっぱり見られてた！

「お似合い、か。北見、お前いくつだっけ？」

　がっくり肩を落として扉へ向かう私に、横に並んだ編集長が尋ねる。

「……二十四ですけど」

「へえ。ひと回り違ってもいけるもんなんだな」

　ひとりで得心するように、うんうんと頷いている。

「なんなんですか、さっきから、その〝いける〟って」

　恨めしげに編集長を睨んでみても、彼は全く気にしていない様子で、さっさと先を歩いていってしまった。




　そのあと、個性豊かな六種類の披露宴会場を見せてもらい、最後に一番大事な費用についての説明を受け、午後三時頃に取材は終わった。いろいろなウエディングプランがあって、かかる費用もそれぞれに違ったけれど、具体的な数字の羅列は、夢見がちな私をちょっと現実に戻してくれた。

「……お金、貯めなきゃなぁ」

　トイレに寄るという編集長と別れ、先に駐車場に戻り、車に乗り込んだ私は、助手席に深くもたれてため息をついた。

　自分が結婚式を挙げるとしたら、チャペルの収容人数くらいのお客さんは呼びたい。そうすると、披露宴会場はもちろん広くなきゃいけないから、まずその使用料でしょ？それから人数分の席料、料理、飲み物、引き出物……ドレスだって、妥協したくないし……。

　頭の中でカタカタと電卓を叩いていると、運転席のドアが開いて編集長が戻ってきた。

「お帰りなさ――」

　言いかけたところで、ガサッという音とともに私の膝に大きな花束が乗せられた。私は瞬きを繰り返し、ぽつりと呟く。

「な、なんですか？　これ」

　濃淡さまざまなピンク系の花の中に咲く紫のリンドウが秋らしい。手に取って鼻先に近づけると、上品ないい香りがした。

　そういえば、ロビーに併設してお花屋さんがあったっけ。そこで買ってきたのかな。

「会社に飾るんですか？」

「違う。それはお前に」

　サラッと言って、シートベルトを締める編集長。

　これを……私に？

「え、えぇぇ!?」

　驚きから思わずぽかんと口が開き、花束と編集長を交互に見る。

　男の人からお花をもらうなんて初めて！　……って、またこれ、仕事絡みの変なシミュレーション？　そうだとしたら、動揺し損だけど。

「まぁ、あれだ……騒がせ賃、とでも言えばいいのか」

　編集長は決して私と目を合わせようとせず、少しぶっきらぼうな様子だ。

「騒がせ賃？」

　言葉の意味を理解できず間の抜けた顔をする私に、彼は淡々と説明を加える。

「〝婚約者〟の件」

「……ああ！　でも私、本当に気にしてないのに」

　こちらこそ、編集長のプライベートを勝手に覗き見てしまったような気がして、申し訳ないというかなんというか。

　そんな複雑な気持ちで花束を握る私を一瞥した彼は、前に向き直ってぼそりと呟く。

「気にしてない、っつーのもな」

「え？」

　小さく首を傾かしげた私を見て編集長は微笑し、ゆっくりかぶりを振る。

「……いや、ひとり言」

　ぽつりとこぼすと、車を発車させ、、駐車場に面した道路へと出ていく。

　今日の編集長はやっぱりどこか変だ。このお花、本当は留美さんに贈りたいのに、それができないから、とりあえず手近にいる私にくれたのかも。

　そう思うと、ハンドルを握る横顔に、またしても大人の哀愁みたいなものを感じてしまう。

　編集長に、留美さんを忘れさせてくれるくらいの素敵な出会いがあればいいんだけどな……。

「……編集長って」

「ん？」

　私が小さく口を開くと、短い返事があった。

　これ、上司に聞くの失礼かな……編集長なら怒らないとは思うけど。

「合コンとか、興味ないんですか？」

　素朴な疑問をぶつけた私をちらっと見て、すぐに視線を前に戻した彼が、怪け訝げんそうに言う。

「なんだよ、突然」

「いえ、あの。その外見なら、そういう場ですごくモテそうだなって」

　正直に伝えると、編集長は鼻からふっと息を漏らして苦笑した。

　別にお世辞でもなんでもなく、本当にそう思うんだけど……。

「興味ない。あとその褒め方は全く嬉しくない」

「え！　す、すみません」

「怒ったわけじゃねぇよ」

　編集長は軽く笑って流してくれたけれど、私は隣で俯きながら小さくなり、反省していた。

　いくら編集長が優しいからって、ちょっとくだけた話を振りすぎたかも。第一、恋愛方面に偏った思考をどうにかしろって、一体何回自分に言い聞かせてるのよ。仕事の話をしなさい、仕事の話を。

「あの！」

　パッと顔を上げた私に、編集長は少し面倒臭そうな表情をする。

「今度はなんだ？　俺は婚活にも興味ねぇぞ？」

「違いますってば。次の式場の取材、木曜日でいいんですよね？」

　私たちの仕事は基本的に個人で動くものが多いから、きちんと事前に打ち合わせておかないと、ふたり一緒に行動できない。編集長は予定外の仕事が入ることも度々あるため尚更だ。

「ああ、今日と同じ時間に社を出る」

「わかりました。あと、今週の特集絡みの件は、金曜日の午後の、私ひとりで行くインタビューですね。一年前に式を挙げたカップルの」

「そうだな。しっかりやれよ？」

　励ますような視線を受けて、私は大きく頷く。

「はい。大丈夫です」

　確か、結婚半年で妊娠が判明した幸せいっぱいのご夫婦だ。パートナーができることでどんな風に生活が変わったか、精神的にどんな影響があったか……家族が増えることへの現在の心境も聞いてみたい。

　質問するべきことをピックアップして手帳に書き込んでいると、少しめまいがしたため咄嗟に手帳を閉じた。

「どうかしたか？」

　運転席から心配そうに声をかけられたけど、私は体調をごまかすように笑顔を作った。

「いえ……多分、文字を書いてちょっと酔っただけです」

「調子悪いならこのまま家に送るけど」

　カーナビの時計をちらっと見て、編集長が言う。

「まだ定時前ですし、たいしたことないので大丈夫です。会社に戻ってやりたいことも沢山あるし……」

　平気な素振りで答えつつ、胸には少しの不安が生まれていた。

　なんか、心なしか喉も痛い？　いや、気のせい気のせい。このタイミングで風邪なんか引いてたまるもんか。

　そんな思いを知ってか知らずか、時おり運転席から視線を感じたけれど、私はそれに気づかないフリをして、自分に〝大丈夫〟と言い聞かせた。




　木曜には予定通り、もう一軒の式場の取材を終えることができたけれど、その翌日の金曜日の朝、私は憂ゆう鬱うつな気持ちで目の前の数字を見つめた。

「う、熱ある」

　脇の下で音をたてた体温計をかざすと、そこには『三十七度七分』と表示されていた。

　普段からわりと体温は高いほうだから、まぁ微熱程度だよね？　今日は大事なインタビューの日なんだから、這はってでも仕事に行かなくちゃ。

　支度を済ませて口元をマスクで覆うと、私は自宅アパートをあとにした。風邪薬を切らしていたので出勤途中に買い、会社に着いてすぐに給湯室へ向かう。

　そこで、コーヒーを淹れに来た理恵さんとはち合わせた。彼女はシンクの上の風邪薬と、マスクをつけた私の顔を順番に見る。

「あら、亜子ちゃん風邪？」

「はい、どうやら……」

「あらま、お気の毒」

　理恵さんはクールな調子で労り、自分のマグカップにコーヒーを注いですぐに出ていこうとする。けれどなぜだかドアのところでぴたりと足を止め、私を振り返って、思い出したように言った。

「そういえば、このあいだのワーク・ラブ・バランスの話だけど」

　なんだろう。理恵さんからその話題を振ってくるなんて意外だな。

　首を傾げつつ言葉の続きを待っていると、彼女は静かに口を開く。

「無理して両立しようとしても、上手くいかないもんよ」

「え、なんでですか？」

　ぽかんとして聞き返すと、理恵さんは少し間を置いてから、自じ嘲ちょうするような表情を浮かべた。

「……私がそうだから」

　目をぱちくりさせたけれど、彼女はそれ以上なにも語らずに給湯室から去ってしまった。

　まさか、理恵さんがあんなことを言うなんて。彼女は営業部で男性陣にも負けない業務成績を誇り、見た目も文句なしに美人で、同い年の旦だん那な様と大恋愛の末に結婚した、〝女子の憧れ〟を全部手にした大人の女性だと思っていたのに……。

　そんなことを考えてしばらくぼうっとしていたけど、始業時間が迫っていることに気づいた私は、慌てて蛇口を捻り、コップに水を注いだ。マスクを外して、粉薬をさらさらと口の中に落とし、喉の奥に流し込む。

　ふぅ。これでなんとか午後までに熱下がらないかな……。

　マスクをつけ直して給湯室を出ようとすると、ちょうどドアが外側から開いた。少し判断力の鈍っていた私は入ってきた人と正面衝突してしまった。

「ごめんなさい」

　目の前の白いシャツにファンデーションがつかなかったことに安堵しながら顔を上げると、そこには編集長がいた。

「いや、こっちこそ……お前か。コーヒー？」

　そう尋ねてくる彼は、風邪で朝から怠く、少しメイクが手抜きになっている私とは対照的に、今日も見目麗しいお顔……って、見惚れている場合ではなくて。

「おはようございます。いえ、私はその……風邪を引いてしまいまして」

　体調管理の甘さを指摘されるのではないかと思うと気まずくて、私は小さくなった。

「熱は？」

「ありま……す。微熱、ですけど」

「お前、今日は帰れ」

　私の答えを聞いて、編集長の態度が急に厳しいものに変わった。

　その理由がわからなくて、私は表情を曇くもらせる。

「え？　だって高たか田ださんご夫妻にせっかく時間を作ってもらって……」

「だってじゃない。奥さんに風邪がうつったらどうするんだ」

　編集長が叱るような口調で言った。

　奥さん……？

　一瞬なんのことかわからなかったけれど、すぐに思いいたった。

「……あ。奥さん、妊娠中……」

　ダメだ、私。すっかり忘れてた。

　こんな大事な日に熱を出してしまったうえに、人としての基本的な気遣いができなかったことが情けなくて、ぎゅっと唇を噛み、視線を足元に落とす。

　どうしよう、無理を言って別の日にしてもらうしかない？　でも、スケジュールにそんなに余裕あったっけ？　オフィスに戻って手帳を確認してみないとわからないけど……。

「そんな情けない顔するな。インタビュアーは誰かに代わってもらえばいい」

　編集長は呆れたように言いつつも、声色は優しかった。

「え、でも」

「大丈夫だ。その分あとで、お前になんか仕事回すようにするから」

　今回のことは完全に私が悪いんだから、こんなことを思う権利はないけれど、担当している記事は自分でやりたかった。初めて任された大きな特集だったから、尚更。

　上手く気持ちを納得させることができずに俯いたままでいると、編集長がいつものように、私の頭にぽんと手を乗せる。

「悔しかったら、早く風邪治せ」

　……そうだよね。正論すぎて、なにも言い返せない。

「はい……」

　力なく返事をした私が、編集長の横をすり抜けてドアノブに手をかけた時、彼がもう一度口を開く。

「お前、つまらない意地張ってないで今日は彼氏に連絡しろよ？　体調悪いんだから」

　渡部くんに連絡？　……それは嫌だ。特集が終わるまでひとりで頑張るって決めたんだから。彼は私の具合が悪いことを知ったら、きっとすぐに駆けつけてくれるだろう。そうしたら、私はきっと甘えてしまう。せっかくの決意が無駄になる。

「……大丈夫です、ひとりで」

　振り返らずに呟く私の背中に、咎とがめるような声が飛んでくる。

「北見」

「すみません。今日は早退して、病院に行きます。あとは、薬飲んでゆっくり寝てれば大丈夫なので」

　私は逃げるように給湯室を出て、閉めたドアにもたれてため息をついた。

　編集長が心配してくれていることはわかってる。私のためを思ってあんなことを言っているということも。

「……意地、か」

　確かにそうなのかもしれない。でもそうでもしないと、私はすぐにまたお気楽お花畑ＯＬに逆戻りだと思うのだ。意地っ張りでもなんでもいいから、今回の仕事は最後まできちんとまっとうしたい。そして、渡部くんに胸を張って会いに行きたい。そのためにも、まずは風邪をちゃんと治さなくちゃ。

　オフィスに戻った私は、先輩に引き継ぎをしてから有休届を書いた。それを編集長の机に置き、またなにか言われたら嫌だから、彼が戻ってくる前に帰ってしまおうと、足早にオフィスをあとにした。




　近所の内科では案の定風邪と診断されて、薬を何種類かもらって帰宅した。それを飲めば数日で快方に向かうらしいけれど、お医者さんには『熱は今夜がピークでしょう』と言われた。その言葉通り、日が暮れてくるに従って、身体の怠さは増した。

「……早退してよかったな」

　ふらふらの身体でキッチンに立ち、自分のためにお粥かゆを作っている最中、思わずひとりごちてしまった。

　万が一、身重の奥さんにこの風邪をうつしてしまっていたらと思うと、編集長の判断がいかに正しかったか、自分がいかに周りが見えていなかったかをひしひしと感じ、心が沈む。

　そのまま少しぼんやりしていたら、ぐつぐつと音をたてる鍋の中の水分が一気に減っていることに気づいて、私は慌ててコンロの火を止めた。

　……セーフ、焦げてない。

　適当に作って適当に味つけしたお粥。それをお茶ちゃ碗わんによそうこともせずに、れんげを鍋の中に入れてひと口食べてみる。

「……美味しくない」

　熱のある身体を酷使して作ったのに、このパッとしない味。口に運ぶ度になんだか切なくなるけど、作り直す気力はない。

　そういえば、就職を機に実家を出てから約一年半経つけれど、体調を崩すのって初めてかも。こんなに気持ちが沈んでいるのはそのせいかな。いや、違う。実家にいる時も、私はいつも変な風に強がっていた気がする。

　ふたつ下に妹がいて、私は長女。お姉ちゃんなんだからしっかりしなきゃって、幼い頃から身体と心に染しみついているのだろう。だからかもしれない。自分を甘えさせてくれる恋人にのめり込みすぎてしまうのは。

「渡部くん……」

　心細さからぽつりとその名を呟くけれど、すぐにふるふると首を横に振った。

　風邪くらい、ひとりで乗り越えられる女にならなきゃ。

　そう思った私は、美味しくないお粥をできるだけ胃に流し込んだ。

　薬を飲んでベッドに入った時、壁の時計は午後七時過ぎを指していた。

　インタビュー、どうだったかな。

　今日休んだら、このまま来週の水曜日まで会社は休み。偶然にも、九月の大型連休と見事にかぶってしまったのだ。

　次の出勤日まで仕事の確認ができないのはつらいな……。

　そんなことを考えていると、頭ががんがんと鈍く痛む。

「……寝よ」

　布団をかぶって目を閉じた時、外からバイクの走る音が聞こえてきた。

　編集長かなぁ、なんて。

　世の中にバイク乗りの人なんて数えきれないくらいいるはずなのに、彼の姿がパッと脳裏に浮かんだ。

　最近お世話になりっぱなしだからだよね、きっと。

　私はごろんと寝返りを打って、熱いため息を吐き出す。

　それから少しして、突然ピンポーンと玄関のチャイムが鳴った。誰だろうと思いながら、のっそりとベッドから起き上がった私は、キッチンの壁にあるモニターを見て驚愕した。

「え……編集長!?」

　戸惑いながら応答ボタンを押すと、モニター越しの彼が言う。

「出てこれそうか？」

　私は慌てて部屋着姿のまま玄関に向かい、ドアをガチャリと開ける。

「どうして……!?」

「よ。具合はどうだ？」

　編集長は私の姿を上から下まで眺めて、心配そうにする。彼の手は白いビニール袋を握っていて、中から数本のスポーツドリンクが覗いていた。

　もしかして、お見舞いに来てくれたのかな。優しい編集長ならありえる。

「ええと、ただの風邪なのでたいしたことないです」

「そうか。……にしては顔赤いな」

　いきなり近づいてきた彼の大きな手が、私のおでこに触れた。ドキ、と心臓が小さく音をたて、さらに熱が上がってきたような感覚がする。

　なんか、最近の編集長、距離近くないですか……？

　でも、これは熱を測っているだけ、と自分に言い聞かせていると、やがてその手は離れていった。

「まだ結構熱いな。もし元気だったら、と思って仕事持ってきてやったけど、大人しく寝てたほうがよさそうだな」

「仕事……？」

　きょとんとして尋ねると、編集長はごそごそとズボンのポケットを漁あさる。

「ああ、これ」

　そこから彼が取り出したのは、ＩＣレコーダーだった。

　これを私のところに持ってきたということは、その中身はもしかして……。

「今日のインタビューですか？」

　パッと表情を明るくした私に、彼は小さく頷く。

「ああ。お前のことだから、連休明けだと不安かと思ってな」

「はい、さっきそのことでちょうど悩んでたんです。ありがとうございま――」

　私がその小さな機械を受け取ろうと手を伸ばすと、編集長はまるで意地悪するようにひょいとそれを上げてしまった。

　な、なんで？　私に渡すために来てくれたんじゃ……。

「お前、これがあったらちゃんと寝ないだろ」

「ね、寝ます！　ひと通り内容を確認してから……」

　段々声が小さくなる私に、編集長は呆れた顔をする。

「順番逆だ。まず寝る、それで回復したらこれを聞く。そうするって約束できなきゃこれは渡せない」

　ええぇ……？　まぁでも、ずっと監視されているわけでもないんだし、今は従うフリをしておくのが賢明かな。

「……わかりました」

「よし。いい子だ」

　小さな子供を褒めるようにそう言った彼は、私の手にＩＣレコーダーを乗せた。

「あと、これもな」

　逆の手に持っていたビニール袋は、案の定お見舞いの品だったようだ。飲み物の他に、消化のよさそうなゼリーやプリンが入っているそれも手渡してくれた。

「ありがとうございます。なにからなにまで」

　それらを受け取った途端、なんだかすごくほっとして気が抜けたのか、足元が急にふらつき、咄嗟に壁に手をついた。

　やっぱり、仕事をするのは少し寝てからのほうがよさそう。

「平気か？　悪い、ずっと立ち話させて」

　心配そうな様子の彼に、私はなんとか笑顔を作ってみせる。

「大丈夫です……わざわざ来てくださって、本当にありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げ、顔を上げた瞬間、後頭部をぐいとつかまれ、前方に引き寄せられた。その先で唇にぶつかったのは、温かくて柔らかいもの。

　私は瞬きを繰り返しながら、必死に状況を呑み込もうとする。

　ふわりと鼻をくすぐるのは、ムスク系の甘くて大人っぽい香水の香り。目の前には、編集長の伏せられた長い睫毛。

　これ……キ、ス……？

　力の抜けた私の手から、ビニール袋とＩＣレコーダーが、音をたてて床に落ちた。

　なんで、編集長が私にキス……なんて。

　押し返さなくちゃ、と思った時に唇の熱はふっと離れていった。

　どういう意味なのかと視線で問いかけると、彼は微笑を浮かべる。

「……早くよくなるおまじないだ。じゃあな、無理だけはしないように」

　その言葉を最後に玄関のドアが閉まり、編集長の姿が見えなくなると同時に私は急に我に返った。

　い、今のって……なに？　私、熱のせいでなにか変な幻影でも見た？　それにしては、まだ唇に感触が……。

　人差し指で唇をなぞると、そこに触れた編集長の温もりや、至近距離に迫っていた美しい顔、彼のまとう香りが一気に蘇り、私の身体中が沸騰したように熱くなった。

　ヤバい、なんでこんなにドキドキしてるの……。

「きっと……深い意味なんてない、よね？」

　玄関でひとり呟き、うるさい心臓をなんとかなだめようとする。

　……寝よう。考えていたら、また熱が上がりそうだもの。

『早くよくなるおまじない』だなんて、編集長に似合わない台詞も言っていたし、きっとふざけていただけだ。

　無理やり自分を納得させた私は、部屋に戻ると、思考を遮るようにベッドにもぐり込み、布団を頭からかぶった。










波乱の合コン




　月曜日の午後四時、私は自宅でパソコンに向かっている。

　土日を過ぎると次第に熱は下がり、編集長から預かったＩＣレコーダーを使って少しずつ仕事を進めることができた。録音されたものを文字に起こすうちに、記事のイメージが頭の中で組み上がっていった。

　今は、火曜日と木曜日に取材した式場の記事を、早速まとめ始めているところだ。

「ステンドグラスから差し込む光は七色にきらめき、鐘の音は新たな夫婦の誕生を祝福するように優しく鳴り響きま、す……っと」

　トン！とＥＮＴＥＲエンターキーを小指で叩くと、椅子に座ったまま、うーんと伸びをした。それからまたパソコン画面に視線を戻し、誤字脱字のチェックをしながら自分の文章を読み返す。

「うん、我ながらよくできてる……なんて、自画自賛しちゃったりして」

　あとは編集長に見せて、写真を選んで……。

　……編集、長。

　カランカラン、と頭の中であの日の鐘が鳴る。肩に触れた熱と、真剣な色をした彼の瞳。それに、あの言葉。

『お前のこと、一生幸せにする』

　そこまで思い返して、自然と蘇るのは、寸前まで迫っていた編集長との誓いのキス。もちろんそれは〝フリ〟で、私の顔には編集長の笑った吐息がかかっただけ……の、はずなんだけど。

　その記憶と、金曜の夜に彼にかけられた〝おまじない〟の記憶がリンクして、まるであのまま誓いのキスをしてしまったかのように、脳内で勝手に映像ができ上がる。

　私、なんで抵抗しなかったんだろう。

　体調不良で、しかも不意打ちだったとはいえ、自分の彼氏が知ったら悲しむようなことをしてしまった……。もっと毅然とした態度で拒まなきゃダメだったのに。

　いきなり模擬結婚式をされたり、花束を贈られたり、挙句の果てにはキスまでされて……もしかして、私からかわれてるのかな？

　恋にうつつを抜かしすぎて仕事をミスするわ、彼氏と間違えて上司に別れを告げるわ、間抜けすぎる部下だよね、どう考えても。だから、そんな私をからかって、その反応を見て楽しんでいるのかもしれない。

　そう考えると、合点がいく。菊治さんが言っていた『悪ガキ』という言葉も頷けるし、そんな意地悪をして楽しむ人を好きになったら、確かに苦労しそう。優しそうに見えて子供だなー、編集長。ひと回りも年上だし、今までは紳士的な大人の男性だと思っていたのに……。

　編集長の性格はともかく、キスの理由が腑ふに落ちたところで、私は椅子から立ち上がった。気分転換にコーヒーでも、とキッチンの棚を開け、ついでに甘いものでもないかと物色する。

　そうしていると、ふいに玄関のチャイムが鳴った。

　まさかまた編集長？と少し身構えながらキッチン脇のモニターを見ると、そこに映っていたのは予想外の人物。

「……佳か子こ？」

　マイク越しに呟くと、モニターの向こうの彼女は愛あい嬌きょうたっぷりに笑った。

「お姉ちゃん、今晩泊めてー！」

　明るい茶色のショートボブに、濃い色のチークを多めに乗せたいたずらっ子のようなメイク。いかにも活発な外見の彼女は、現在大学四年生の私の妹だ。

　実家から電車で一時間かけてこの近くの大学に通っている佳子は、飲み会など夜遅くなる予定が入っていると、終電を逃しても大丈夫なよう、私の家に泊まりに来る。

　とりあえず玄関へ向かい、ドアを開けた。

「どうしたの、急に。もしかして、また夜遊びするつもりで――」

　飛び込むようにして入ってきた佳子が、私の言葉を遮るように両手を目の高さでぱちんと合わせた。

「お姉ちゃん！　頼みがあるの！」

　……ああ、嫌な予感がする。

　私は昔から、要領がよくて甘え上手な佳子の頼みを断れた試しがないのだ。今回もそうなってしまうような気がして、半分諦めながら妹を部屋の中に入れた。

「で、頼みっていうのはなんなの？」

　背負っていた大きなリュックを、リビングの真ん中にドスンと下ろした佳子の背中に問いかける。

「お姉ちゃん、今夜暇？　暇だよね、彼氏いないだろうし」

「失礼な。私だって彼氏くらいいます」

「ええっ!?　どんな人？　どこの会社？　年収は？」

　急に食いつき、私に詰め寄ってきた佳子が、至近距離で質問を浴びせてくる。

　私は彼女の身体をそっと押し戻し、迷惑そうに腕組みをした。

　私に彼氏がいたって、そんなに驚くことないでしょうが。失礼しちゃう。

「あのねぇ、そんなことより、今夜なにがあるのかを先に言いなさい」

「……やっぱりやめた。彼氏持ちのお姉ちゃんが来てくれるとは思えないもん」

　佳子は拗ねたように口を尖らせる。

「だから、なにによ」

「合コン」

　投げやりな調子で言い放った佳子に、私はため息を漏らした。

　……それは確かに、彼氏がいる私が参加するわけにはいかない。第一、ああいうお酒の席でいきなり仲良くなるのって理解できないから、苦手なんだよね。

「人数が足りないの？」

　組んでいた腕をほどいて尋ねてみると、佳子は〝言わなきゃわからないのか〟という顔をして、ぶーぶー文句を口にする。

「だから誘ってるんじゃん。長い連休のせいか、友達はみんな旅行とかデートとかでつかまらなくて……だからお姉ちゃんが頼みの綱だったのになー」

　……そういうことか。

　段々と残念そうな表情に変わり、床に体育座りをしてしまった佳子を見ていると、ちょっと申し訳なくなってくる。

「ごめん。うちに泊まるのはいいけど、私は行かないよ。そもそも、佳子の友達とは歳も違うんだから、相手だって私が来たら困るでしょ」

　佳子の荷物を壁際に寄せ、彼女のそばに腰を下ろして声をかける。

「ううん。今回はすっごく年上の人たちとセッティングできたみたいだから、こっち側がふたつ違うくらいたいしたことないよ」

　なんとなく相手も学生だと思っていた私は、興味本位で聞いてみる。

「年上ってどれくらい？」

「三十代かな。もう、大学の奴らは子供すぎてつまんないっていうかさ。優しくて包容力のある男の人と出会いたいのよ」

　佳子は両手を合わせて握り、うっとりしながら言った。

　子供すぎる、ねぇ。佳子だって私からしたら、いつまでも幼い妹に見えるけど……。でも、それを口にしたら怒るだろうから黙っていよう。それにしても、大学時代の自分にとっては、三十代の男の人なんて、結構おじさんなイメージがあったけど、佳子は違うんだな。

　私は社会人になって初めて、三十代特有の素敵さというか、ある程度余裕と遊び心があって、仕事も精力的にこなす姿をいいなぁと思うようになった。

　たとえばそう……やっぱり一番身近なのは、自分の上司かな。

　そんなことを考えていると、頭の中に自然と編集長の顔が浮かんだ。

　で、でも、あの人の本当の姿は部下をからかって遊ぶ大人げない悪ガキだから、今は別に素敵とか思わないけどね！

　ぶんぶんと頭を振って脳内の編集長をかき消していると、佳子が急に立ち上がり、さもいいことを思いついたかのようにピンと人差し指を立てた。

「お姉ちゃん、彼氏さんに行ってもいいか聞いてみてよ。人数合わせだから、ご飯食べるだけって言ってさ」

「あ、それは無理。今、連絡取ってないの」

　冷めた声でバッサリ断ると、佳子が怪訝そうに眉をひそめる。

「は？　なにそれ」

「今、すごく大事な仕事を抱えてるから、それが終わるまでは彼との連絡断ってるの」

　そう説明すると、佳子からじとっとした視線を向けられた。

　どうせ『わけわかんない』とか思われているんだろう。慣れてるから別にいいけどね。

「お姉ちゃん、絶対変。けどさ、それならちょうどいいじゃん」

「ちょうどいい？」

　首を傾げて聞き返すと、佳子は嬉しそうに破顔した。

「彼氏さんに相談せずに合コン行けるってこと！」

「いやいやいやいや、なんでそうなる……」

　笑って一蹴しようとするけれど、つかつかと部屋を横切った佳子はクローゼットを開け、腰に手を当てながらなぜか仁王立ちをした。

「まずは服選び！　次はメイク！　さっさと準備して行くよ！」

「佳子、人の話を……」

　顔を引きつらせ、私はなんとか彼女を止めようとしたけれど……。

「絶対、素敵な大人メンズ、ゲットしてみせるんだから！」

　ダメだ、全然聞いてない……。

　天井に拳を突き上げて気合いを入れる佳子に脱力した私は、やっぱり留守番させてもらおう、なんてことをこっそり思っていた。けれど、一旦火のついた佳子の勢いはとどまるところを知らず、彼女は私を強引に着替えさせた。

　あれよあれよという間に、佳子に無理やり着せられたのは、不本意にも総レースの白いワンピースにピンク色のカーデという、バリバリ合コンを意識した服。胸まである髪はヘアアイロンで毛先を巻かれ、端から見たら今の私は気合い入りまくりの姿をしている。

　その格好にぞっとして、必死に嫌がったけれど、佳子は引きずるようにして私をアパートから連れ出した。

　無愛想にご飯ばっかり食べていよう……。

　さすがに諦めた私は、そんな決意をしながら、妹の後ろをとぼとぼと歩いた。




　連休中だからか、駅前の通りは夕方の早い時間にもかかわらず賑にぎわいを見せている。

　多くの飲食店が軒を連ねる中、佳子は一本細い路地に入ってすぐのビルの前で足を止めた。

「到着ー。ここの四階だよ」

「あ、ここ、知ってる」

　看板を見上げて、私は呟く。

　そこは一年前くらいに、『skiptown』で取り上げたことのある落ち着いたバーだ。実際に来るのは初めてだけれど、担当した先輩が素敵な店だったと話していた。

　控えめな照明に照らされた店内はシックなインテリアで統一されていて、雰囲気は大人の隠れ家といった感じらしい。個室が充実していて、デートやちょっと贅ぜい沢たくな女子会、そしてまさに合コン向けとのことだった。

　早速入店した私たちは、店員さんに席まで案内してもらった。

「こんばんはー……」

　佳子が猫をかぶって大人しめに入った個室には、長方形のテーブルを挟んで男性が三人と、佳子の友達らしきふたりの女の子が座っていた。

　初対面の彼女たちに会釈をして、私は入口に一番近い端の席に着いた。

　どうせ人数合わせのサブメンバーだから、みんなが楽しく飲んで盛り上がれるように、オーダーは任せてもらおうじゃない、と変な気合いを入れる。

「さっきお友達から聞いたんだけど、姉妹なんだって？　ふたり揃そろって可愛いね」

　ふいに男性の甘ったるい声がして、私は思わずその発言をした人の顔を見た。茶髪をナチュラルに整えている彼は、小綺麗なテーラードジャケットを着て、ブランド物の腕時計をはめている。

　笑顔がなんだかわざとらしいというか、下心が見え隠れしているというか……エセ大人男子な感じだな。他のふたりも〝女の子に好かれようオーラ〟がすごい。まあ、みんな出会いを求めてここに来てるわけだから、そういうのを隠す必要もないけど。

「よく言われるんです！　ね、お姉ちゃん」

「……いつ言われたのよ」

　歓喜の表情で同意を求めてくる佳子に対し、冷めた口調で返すと、向かい側で低い笑い声三種類がハモッた。

　うーん。大学時代に経験した、テンションの高すぎる合コンとは少し違うけど、やっぱり苦手だ、こういうの。

　気まずさからドリンクメニューに手を伸ばし、「なに飲む？」と女の子たちに尋ねる。すぐに各々の頼むお酒は決まったけれど、まだ男の人がひとり来ていない。

　ちょうど私の向かいが空席のままになっているけれど、箸はしやおしぼりが置いてあるから、来る予定はあるのだろう。

「アイツ、遅いな」

「つーか来なくていいだろ。絶対、女の子たちみんなアイツ狙いになるから」

「確かに。誰だよ、呼んだの」

　口々に〝アイツ〟のことを話しだす男性陣に、佳子たちがこそこそしながらも色めき立つ。

　私は彼女たちよりは落ち着いているとはいえ、『みんなアイツ狙いに』と言われるくらいの人は、どれほどのイケメンなのか気になって、ぼんやり空席を見つめる。

「悪い、遅くなった」

　遅れたわりに堂々と個室に入ってきた〝アイツ〟を見て、私は口を開けて固まった。

「おせーぞ」

「今お前の悪口言ってたところだ」

　男性陣に責められて苦笑を漏らすその人は、どう見ても私の上司、編集長！　彼なら確かに文句なくイケメンだけど、なんでこんなところに……。

「いや、みなさん俺のせいで食事が始まらなくて申し訳な……」

　挨拶の途中で私の存在に気づいた彼が、こちらを見たまま言葉を失う。

　そりゃあ、部下に自分の合コン姿なんか見られたくないよね。でも、あれ？　編集長って合コンには興味ないんじゃなかったっけ？

「お疲れ様です……」

　気まずいけれど、これ以上変な空気を続かせてはいけないと思い、とりあえずぺこりと頭を下げる。すると、編集長は眉根を寄せ訝いぶかしげな顔をした。

「お前、なんで……」

　他のみんなは興味津々に私と編集長を見ていて、その視線がちくちくと痛い。

「じ、事情はあとで説明します。とりあえず、席に。みなさん待ってますから」

「……ああ」

　彼はまだ納得していない様子だったけれど、周囲からの視線に気づいて椅子を引いた。

　編集長はジーンズに薄いブルーのシャツとベストを合わせ、その上に柔らかそうなグレーのニットジャケットを羽織った大人カジュアルな服装をしている。かっちりとした格好の他の男性陣に比べるとラフだし、『可愛いね』なんてリップサービスもない。それでも、女性陣はそんな彼をほうっと見つめていた。

「なになに!?　お前ら、知り合いなわけ？　怪しいな～」

　席に着いた編集長はすぐに男性陣から追及されて、ばつの悪そうな顔をしている。そして、こちら側でも面倒臭い質問をしてくる者が約一名。

「お、お姉ちゃん、誰!?　あのイケメン！」

　興奮した様子の佳子にばしばしと肩を叩かれ、「痛いよ」と文句をこぼす。でも、その意見には少なからず共感していた。

　……うん、そうだよね。私もこの中では一番あの人が素敵だと思う。

　ちら、と編集長を盗み見ると、ちょうどメニューから視線を上げた彼と目が合った。なぜか動揺してしまった私は、咄嗟にパッと目をそらす。

　お見舞いに来てもらった日以来、初めて会うからかな。なんか、直視できない……。

　少しのあいだ変な空気が流れたけど、それを断ち切るように店員さんがオーダーを取りに来てくれたため、注文を済ませた。

　ドリンクが運ばれてくると、簡単な自己紹介が始まった。その時に、私と編集長が上司と部下であることや、男性陣は同じ高校の同級生で、全員がサッカー部だったということが話題にのぼった。

「へえ、透吾って編集長なんだ」

「お前サッカー部でも部長だったもんな。人の上に立つ素質、あの時からあった気がする」

「ああ。昔から面倒見よかったよな」

　口々に昔の編集長について語りだす男性陣の会話に、佳子が嬉しそうに割って入る。

「えー、私、高校の時サッカー部のマネージャーだったんです！　なんか奇遇ですね」

　汗臭くて汚い洗濯ばかりで嫌になると言って、すぐ退部したのは誰だっけ……と心の中で悪態をつきつつ、私はこの店自慢のフルーツカクテルに口をつける。透明感のある黄色いお酒の中に、角切りにした生のマンゴーが入ったそれは、口当たりも爽やかでとても飲みやすい。

「お前は、新聞部だっけ？」

　佳子たちの会話には加わらなかったらしい編集長からふいに質問が飛んできて、テーブルの向こうの彼と視線がぶつかった。

「……覚えてたんですか。面接の時のこと」

　高校時代に新聞部で活動していたことを武器にして挑んだ就職活動。けれど大手の新聞社からはことごとく内定をもらえず、心が折れかけていた時に、今の会社に拾ってもらえたのだ。

「そりゃあな。その経験を買ってお前を推おしたのは俺だし」

「え、そうだったんですか？」

　そんなことは初耳で、驚いた私は目を丸くする。

「ああ。やる気もあるし真面目そうだし、きっと役に立ってくれるだろうってな」

　サーモンとチーズに、剣に見立てたピックが突き刺さったお洒落なピンチョスをつまんでいた彼が、そう言って微笑む。

「……なんか、すみません。ご期待に添えなくて」

　最近の私は、役に立つどころか編集長に迷惑をかけてばかりだ。なんだかすごくネガティブな気持ちになって、私はその場で頭を下げる。

「お前はいちいち気にしすぎなんだよ。……つーかさ、それより別のことでちょっとお前に説教があるんだけど」

　不機嫌そうな表情で告げられ、思わずドキッとする。

「え？」

　私、なにかまずいことした……？　会社を休んでいるあいだに、なにかのミスが発覚したのかな。

「ここじゃ言いにくいから、ちょっと外出ろ」

　仏頂面の彼が顎で通路のほうを指し、先に立ち上がった。

「わかりました……」

　なんだろう。なにやっちゃったんだろう。

　ビクビクしながら編集長の大きな背中に続いて個室を出る。幸い私たちの退出を気にしている人はおらず、残った六人はそのまま楽しそうに会話を続けていた。

　部屋を出てすぐの通路で、彼と向かい合う。

　暖色系のダウンライトが控えめに灯っているだけの薄暗い場所でも、明らかに怒っているとわかる怖い顔で、彼は腕を組みながら私にこう言った。

「……お前、彼氏いるくせになんでこんなとこ来てんだよ」

「へ？」

　質問の内容が予想外すぎて、間抜けな声を漏らしてしまう。

　お説教って、てっきり仕事のことかと思ってた……。

「まさか別れたのか？」

「い、いえ！　だって宣言通り、連絡は取ってないですから。今日は、妹に無理やり連れ出されて……」

　手を顔の前でぶんぶん振って否定し、事情を説明しながらふと思う。

　なんで編集長にこんな弁解じみたことを慌ててしてるんだろう。こんなこと、上司に話す義務なくない？

「編集長こそ、合コンには興味ないんじゃありませんでした？」

　ちょっと反撃がしたくなってそう問いかけると、彼は少し気まずそうにぼそぼそと言葉をこぼす。

「……いや、誘ってきたのがアイツらだったから、久々に昔話がしたくなったっていうだけだ」

「本当ですか、それ。実は彼女欲しいから来たんじゃなくて？　私の妹、多分編集長のこと狙ってますから、簡単に落ちるんじゃ――」

　私が冷やかすような口調で言うのを遮るように、ドン！と彼が壁に手をついた。

　私はびくっと身体を震わせて、おずおずと編集長を見上げる。狭い通路の壁に追いつめられて、目を細めた彼の顔が至近距離に迫ってくる。

「……俺は基本的には温厚なんだけどな。今のはちょっと効いた」

　怒りを抑えたような低い声が、耳元で震える。

　キスをされた時と同じ編集長の香水の香りに、お酒の匂いが少し混じって、くらくらしそうになる。それでも、今日は負けるもんか、と自分を鼓舞して彼を睨んだ。

　ここで動揺したら、彼の思うツボだ。私をおもちゃにするのはもうやめてよ……。

「あの！　もう、こうやって私をからかうのやめてください」

「からかう？」

　眉間に皺を寄せ、彼が聞き返す。

「そうですよ。いつも私を動揺させるようなことばっかり！」

　不平を訴えている途中で、編集長は急に横を向き、身体を離した。その視線の先には、店員さんに連れられ、ここを通ろうとしている男女ふたりの姿があった。

　う、今の見られちゃったかな。

　熱くなりすぎた自分が恥ずかしくなった私は、俯きながら編集長と通路の両側に分かれて、その人たちが通り過ぎるのを待つ。その時、突然私の名前が呼ばれた。

「亜子？」

　ドキン、と私の心臓が大きく揺れた。

　……まさか。聞きたいけれど最近ずっと我が慢まんしている、その爽やかな声は……。

「渡部くん……？」

　声がしたほうに目をやると、ほんの二メートルほど先に、最愛の彼がいた。

「びっくりした。すごい偶然だな」

　どうやらさっきのは見られていなかったらしい。私のもとまで来た渡部くんが、いつも通りの微笑を浮かべる。

「ああ、紹介するよ。この子はうちの新人の和わ田だ夏なつ子こちゃん」

　私服姿の彼の後ろには、ふんわりとしたミディアムパーマが可愛らしい、身長百五十センチくらいの小柄な女性がいた。

　その和田さんという女性をちらっと見やると、なぜかものすごい形相で睨まれた。

「……どうも」

　彼女は不愛想にそれだけ言うと、頭を下げるどころかそっぽを向く。

　初対面の私になんでそんな態度……？

　気になるけれど、私のほうが年上だし、と思い、落ち着いて挨拶を返す。

「北見です。あの大きい人は上司の高槻。近くの出版社に勤めていて、渡部くんとは去年からお付き合いを――」

「北見、中で呼んでるぞ」

　壁際に立っている編集長のことも紹介していたのに、当の本人は私の声にかぶせるように言った。

「あ、もしかして仕事中？　ごめんな、邪魔して」

　眉尻を下げて申し訳なさそうにする渡部くんに、私は少し後ろめたさを感じながら笑顔を見せる。

「え、ううん、全然平気！」

　いくら無理やり参加させられたとはいえ、仕事じゃなくて合コンだと、この流れで白状する勇気はない。

　心の中で渡部くんに『ごめん』と謝りつつ、ふたりのもとを去り、早々に個室へと戻った。なぜか編集長は一緒に来なかったけれど、トイレにでも行ったのだろうと特に気に留めなかった。

　王様ゲームかなにかで、さっき以上に盛り上がっているらしいみんなは、私が戻ってきたことに全く気づいていない。そのテンションの高さに気後れしながら席に着き、佳子の肩を控えめに叩く。

「ねえ、私のこと呼んだ？」

「え？　呼んでないけど……っていうか、いつの間にかイケメンと抜け駆けしてる裏切り者のお姉ちゃんに用はないですよーだ」

　佳子は子供みたいにそう言って、べっと舌を出す。

「え？　ちょっと、それは誤解……」

　慌てて弁解しようとしたものの、佳子は私から顔を背けてゲームの輪に戻ってしまう。

「はい、次！　三番が王様の手をぎゅー！」

　……ダメだ、私の声は届かない。

　がくっと肩を落としてから、ぬるくなったマンゴーカクテルに口をつけ、渡部くんと和田さんのことを思い出す。

『うちの新人』って言ってたから、仕事関係でここに来たんだよね、きっと。ふたりきりみたいだったけど、優しい彼のことだ。和田さんの職場での悩みでも聞いてあげるのかもしれない。それにしても、怖かったなぁ、和田さん。パッと見すごく可愛いのに、あんなに睨まれたらそれが台無しっていうか……。

　そんなことを考えていると、編集長が戻ってきて、さっきと同じく私の向かいに腰を下ろす。そして、彼は静かに私に問いかけた。

「あれが、お前の彼氏か？」

　私は素直に頷いて、はにかみながら答える。

「そうです。なんか恥ずかしいですね、上司に恋人を見られるって」

　編集長はそんな私を一瞥すると、泡のなくなったビールを全部飲み干してから、真面目な顔で言った。

「……アイツ、浮気してんぞ」

「え？」

　ぽかんと口を開けて、彼の言葉を頭の中で噛み砕く。

　う、浮気……？　いやいやいや、渡部くんに限ってそんなことは断じてありえない。確かに女の人とふたりでいたけど、それくらいで浮気だって責めるほど嫉妬深い女じゃないし、私。

「根拠のないこと言わないでください。さっきの子は同僚だって紹介してたじゃないですか」

　私はむすっとするけれど、編集長は冷静な様子だ。

「それは本当かもしれないけどな。でもあの女、お前のことあからさまに睨んでたじゃねぇか」

「……まぁ、そうですけど」

　もしも和田さんが浮気相手なら、彼女である私のことは気に食わないだろう。だから彼に気づかれない角度からあんな風に睨んできた……ってこと？　いや、確かにそう考えれば彼女の怖い顔の説明にはなるけど、そもそも渡部くんは浮気なんかする人じゃないってば。

「なんで決めつけるんですか？　彼が浮気してるって」

　適当なことを言って、また私の反応を楽しんでいるんじゃないでしょうね。

　マンゴーカクテルをぐいっと一気飲みして、強気な瞳を編集長に向ける。すると、彼も目をそらすことなく、私を射抜くような強い視線を返してきた。

「……見たんだよ」

「見たって、なにを」

　上目遣いで問いかけると、彼は淡々と話しだした。

「お前がいなくなった瞬間、アイツはほっとしたような顔して、店員がいるのに女の腰抱きながら堂々とキスしてた」

　胸がドクン、と大きく跳ねた。

　……嘘だ。これは編集長の嘘。彼がまさか他人を傷つけるような嘘をつく人だなんて思わなかった。

　私は渡部くんの浮気現場を想像しそうになる脳を騙だますように、編集長に対する怒りの感情だけを、自分の中に広げていく。

「もういいです。私は彼を信じてますから。自分の目で見たならともかく、第三者に与えられた不確かな情報で揺らぐような、軽い気持ちで彼と付き合ってません」

　断言してグラスを持とうとするけれど、すでにお酒を飲み干してしまっていることに気づいて、手が行き場をなくしてしまう。けれど浮かない気持ちをどうにかしたかった私は、野菜スティックに手を伸ばし、つかんだきゅうりをソースもつけずバリバリと咀そ嚼しゃくした。

「……そうか、悪かった」

　あれ？　意外にあっさり引き下がるんだな。やっぱり嘘だったってこと？

　一瞬視線をそらした編集長の顔から、なにか読み取れないかとじっと見つめていると、真剣さの滲む瞳が再びこちらに向けられた。

「じゃあ、自分の目で見れば納得するんだな？」

　この自信に溢れた言い方……まさか、本当に渡部くんが？

「はい。編集長がそこまで仰るなら」

　……大丈夫。彼のこと信じてるもの、私は。

「じゃあ、この会がお開きになったあと、待ち伏せするぞ」

「……わかりました」

　それからは、一切編集長とは口を利きかなかった。だからといって、相変わらず盛り上がる佳子たちの輪に入る気にもなれず、お酒を追加注文しては黙ってそれを飲み、気まずい時間をひたすら酔いで埋めた。




「それじゃあ、俺らは二軒目行くから」

「またな、透吾。亜子ちゃんと佳子ちゃんも気をつけて」

　午後十時過ぎ。私、編集長、佳子以外のメンバーは他の店で飲み直すらしく、ビルの前で彼らと別れた。星空の下、楽しそうな五人の後ろ姿を見送った佳子は、少し肩を落としている。

　……収穫なしなのが悔しいのかな。いろいろ話を聞いてあげたいところだけど、私にはまだやることが残っている。

　私はバッグを探り、ハート型の革製キーホルダーがついた家の鍵を佳子に差し出す。

「ごめん、佳子。先に帰ってて」

「え、なんで……」

　言葉を途中で止めた佳子が、私と、その横に立っている編集長の顔を交互に見る。そして苦々しくため息をつくと、私をじろりと睨んだ。

「……お姉ちゃんの浮気者」

「え？　あぁ、違うよ？　ちょっと、編集長と一緒に調べたいことがあるだけで」

「はいはい、調べたいって、どうせ身体の相性でしょ？」

　やれやれ、とでも言いたげな佳子だけど、勝手な勘違いも甚だしいと、私は声を張り上げて否定する。

「そ、そんなわけないでしょ！」

　……なにを言いだすんだか、この子はまったく。

　拗ねたようにそっぽを向く佳子の姿に呆れていると、編集長が私たちのあいだに立って、ジーンズのポケットから黒い革財布を出した。その中から一万円札を抜き、佳子の手にそっと握らせる。

「悪いけど、姉貴ちょっと借りる。これでタクシー乗ってくれ。夜のひとり歩きは危ないから」

「は、はい！」

　目をきらきらと輝かせながら佳子が頷く。

　いやいや、上司に妹のタクシー代を払ってもらうなんて、申し訳なさすぎる！

「佳子、それ編集長に返して！　お金なら私が出すから！」

　慌ててバッグから財布を出そうとすると、編集長がそれを制する。

「いいよ、北見。それより大通りでタクシー拾ってきてやれ」

「でも！」

　それでも食い下がる私に、彼はなだめるように言った。

「妹さんとちょっと話したいんだ」

　編集長が、佳子と話を？　まさか、妹を気に入って？　そうだったら邪魔するわけには……というか、従わないと、佳子に恨まれそうだ。

「わかりました……」

　ふたりに背を向け、大通りに向かって歩きだすと、後ろから彼らの会話が微かに聞こえてきた。

「佳子ちゃんから見たアイツってどんな感じ？」

「真面目で石頭」

　歯に衣着せぬ佳子の物言いに、編集長が吹き出す。

　ちょっと、人のいないところで悪口言うのはやめなさいよ……！

「じゃあ、逆に聞きますけど、高槻さんは、お姉ちゃんの……」

「うーん……不器用……必死……かな」

　段々遠くなる声はとぎれとぎれにしか聞こえないけれど、どうやら編集長も私の短所を述べているようだ。

　まったくふたりしてひどいんだから……。いや、事実だけどね。不器用なのも必死なのも。

　タクシーをつかまえてからふたりを呼ぶと、すっかり打ち解けたらしい彼らは笑顔で言葉を交わしながらやってきた。

　そして、佳子は車に乗り込む寸前に、こんなことを言った。

「……お姉ちゃんって、ホント男見る目ない」

　その意味を噛み砕いているうちに後部座席のドアは閉まり、佳子を乗せたタクシーは颯爽と走り去っていく。赤いテールランプが角を曲がって見えなくなった頃、私はようやくはっとした。

「まさか、佳子に余計なこと言いました？」

　顔を強張らせながら、私は聞く。

　男見る目ないイコール、彼氏は浮気男。まだ確定していないその疑惑を、編集長が佳子に話したんじゃ……！

　見上げた先の彼は、とぼけているのか本当に言っていないのか、特に表情を変えることはない。

「さあな。それより店の近くに戻って、アイツらが出てくるのを待とう」

　そうだった。今まさにそれを確かめようとしているんだ、私は。

「……はい」

　ふたりでここに残った理由はただひとつ。渡部くんの潔白を証明するため。

　私たちはテレビドラマの刑事のように、店から五メートルほど離れた電柱の陰に隠れて彼らが出てくるのを待った。

「なかなか来ないな」

「来ないですね……」

　それから三十分ほど経っても渡部くんたちが現れる気配はなかった。

　もしかして、すでにお店を出ちゃってるとか……？　いやでも、もうちょっとだけ待ってみよう。

　じっと店の入口を見つめていると、お酒を飲みすぎたせいか、少し睡魔が襲ってきた。口に手を当てて欠伸あくびをすると、編集長が微かに鼻で笑う。

「眠いのか」

「……大丈夫です」

　そう強がりながらも、私は眠気を隠しきれず、ぱちぱちと瞬きを繰り返す。すると、彼が真面目な顔をしてこんなことを言う。

「おぶってやろうか？」

「え！　け、結構です。子供じゃないんですから」

　変な気遣いしないでください……今ので目が覚めたけど。

　ふるふると小刻みに頭を振ってから再び店の入口を凝視すると、ちょうどふたり組の人影が出てきて、私は息を呑んだ。

「あれ、ですね」

　暗さのせいでハッキリと顔は見えないけれど、自分の彼氏を見間違うわけがない。見間違う、わけが……ない。

　信じたいと願う私の心とは裏腹に、渡部くんはしたたかに酔った様子で歩きだすと、隣にいる和田さんの腰にすぐに手を当てた。ふたつのシルエットが誰か知らなければ、普通のカップルに見えたことだろう。

　ねえ、恋人同士じゃないふたりが、そんなにくっついてどこへ行くの？

　ドクンドクンと、次第に大きく速くなる自分の鼓動。

　でもまだ、決定的なものを目撃したわけではない。あの手は酔った和田さんを支えるためで、これからふたりは別々に帰るだけかもしれないじゃない。

　そう、自分に言い聞かせていた時。

「……北見？」

　編集長の怪訝そうな声で気づく。無意識のうちに、彼の手を強く握ってしまっていたことに。

「ご、ごめんなさい……つい」

　私は気まずさから俯いたけど、編集長の手をなかなか離すことができなかった。

「いや……」

　私は多分、ひとりでこの先を確認する勇気がないんだと思う。今は疑惑でしかないグレーな事実が、真っ黒に塗りつぶされてしまうことが、怖いんだ。

　……それでも、私。

「お前、もういいだろ。ここまで見ればほとんど――」

　私を止めようとする彼に、私はムキになって言い返した。

「ダメです！　もしかしたら、大どんでん返しがあるかもしれないじゃないですか！」

　まだ、白になる可能性は、ゼロじゃない。彼女の私がそれを信じないでどうするの。

「わかった。お前の気が済むまで付き合う」

　手を握り返してくれる温もりと優しい声色に背中を押されて、私は編集長の目を見て大きく頷く。そして、渡部くんたちと一定の距離を保ちながら、注意深く彼らのあとをつけた。

　しばらくは何事もなかったけど、駅を素通りして線路脇の細い道に入り、踏切を渡った辺りから、胸に黒雲が立ち込めてくる。

　ここを真っ直ぐ行って、二個目の交差点を左に曲がったところに渡部くんのマンションがある。デートをしたあとそこに寄り、何度も楽しい時間を過ごした……思い出の詰まった、彼の部屋。

　その愛しい記憶を辿っているうちに、どんどん足取りが重くなる私の手を、編集長は決して痛くはない強さで引っ張りながら進んでいく。

　本当に、ひとりじゃなくてよかったな……。

　もはや尾行しているふたりの姿ではなく、足元のアスファルトばかり見て歩く私は、そんなことを思う。

「コンビニだな」

　ふいに歩を止めた編集長が、そう呟く。

「コンビニ？」

　顔を上げると、運命の交差点の手前にあるコンビニに渡部くんたちが入るところだった。

　ここ、って……私はある嫌な予感がして、ぎゅっと服の胸元をつかんだ。

　渡部くんは優しい人。誠実な人。だから、手元にアレがない時は、よくここに買いに来ていた。

「……編集長」

　ぼそっと小さな声で呼んだ私のほうを、彼が振り向く。

「ん？」

「その上着、貸してください」

　彼のグレーのニットジャケットを指差しながらお願いすると、訝しげに聞かれる。

「上着？　んなもんどうして……」

　変装なんかしなくても、今の渡部くんが私に気づくことは、ないかもしれないけれど……。

「自分の目で見て、ハッキリさせてきます」

　きっぱり言いきると、私の思惑に気づいたらしい編集長は、ジャケットを脱いで、私の肩にそっとかけてくれた。彼が着るとタイトに見えていたけれど、私には大きすぎて、お父さんの服を借りた子供のようになってしまう。

「外で待ってる」

　その言葉と、優しく細められた瞳、ジャケットから感じる編集長の温もりと香りに勇気をもらって、私はひとりでコンビニに近づいていった。

「いらっしゃいませー」

　恐る恐る入った店内には、遅い時間帯だからか、やる気のない大学生風のアルバイトがひとりと、立ち読みをするサラリーマンがいた。

　雑誌コーナーの反対側に位置する化粧品が並ぶ棚の向こうから、渡部くんと和田さんがひそひそとなにか囁き合っているのが聞こえてくる。

　私はファッション雑誌を手に持つと、意識を棚の向こうに集中させた。

「夏子ちゃん、お菓子は？」

　聞こえてきたのは大好きな渡部くんの声なのに、今はそれを聞くと、胸が針で刺されたように痛む。

「いらなーい。てか先輩、いつまであの人に彼女ヅラさせとくんですか？」

　つまらなそうに和田さんが発した『あの人に彼女ヅラ』という言葉だけで、私のことを話していることは、すぐにわかった。

「だからー、俺はもう別れた気でいるから関係ないって」

　彼女の機嫌を取るように渡部くんが甘い声色を出す。まさか、こんなにすぐ核心に迫る会話が聞けるなんて思わなかった。

　別れた気でいる？　当事者の私が知らないところで、どうしてそんなことに……？

「ホントですかぁ？」

「ホント。一番は夏子ちゃん」

　渡部くんが言うのと同時に服がすれ合う音がして、ふたりがベタベタしているのが容易に想像できた。

「〝一番は〟っていうのが超怪しいんですけど。あの人のことは二番目としてずっとキープしておくつもりじゃないですか？」

　和田さんが不服そうに追及すると、渡部くんが笑い声を漏らす。

「ははは、夏子ちゃんて鋭い」

「笑い事じゃないんですけどぉ」

　なにを買うのか、見るまでもなかった。

　棚の向こうにいるのは誰？　こんなの、私が知ってる渡部くんじゃない。

　私が、連絡取らなかったから？　仕事に集中したいって言ったから？　それなのに、別れたくないって我がままを通したから？　だとしても、こんなの、あまりにもひどい。

　無意識のうちに手に力が入って、持っている雑誌の端に皺が寄りそうになる。

　今ふたりの前に出ていって、渡部くんを引っぱたいたら、気が楽になるかな。ううん……そうは思えない。多分、自分の手と心が、ただ痛くなるだけ。

「ありがとうございましたー」

　再びやる気のない店員の声がして、私は我に返る。

　その時目に入ったのは、予想通りの大きさの、中が見えないようになっている紙袋を手にした渡部くんと、その腕に絡みつくように身を寄せる和田さん。ふたりはちょうど扉を開けるところだった。……私になんか、目もくれずに。

　感情を抑えるように深く息を吐き出して、雑誌をもとあった場所に戻すと、私は少し時間を置いてから、コンビニを出た。

『外で待ってる』という言葉通り、すぐ近くのビルの外壁に背中を預けて立つ編集長を見つけた私は、ゆっくり近づき、なんとか笑顔を作る。

「ありがとうございました。やっぱり、黒でした。……もう、どうしようもないくらい、真っ黒、でした」

　声を絞り出してそう言うと、同情するような眼差しを向けられた。でも、私は真っ直ぐに見つめ返すことができなくて、忙せわしなく自分の前髪を撫でながら、乾いた笑みを漏らし続ける。

　すると小さく息を吐いた編集長が、私を見下ろしたまま静かに話しだした。

「……アイツ。店で会った時、お前のこと見て『もしかして仕事中？』って聞いただろ。その時から薄々感じてたんだ、お前に対する愛情が薄いんじゃないかって」

「どうしてですか？」

　私は小さく首を傾げて彼を見上げる。

　仕事だと思われたのは編集長と一緒にいたからであって、そこに愛情もなにも関係ないと思うんだけど……。

「その格好」

　編集長の私への視線が下から上に移動して、それからまた目を合わせて告げる。

「どう見ても仕事用じゃねぇだろ」

「あ……」

　私は思わず声を漏らし、それからワンピースの裾すそのレースをつかんだ。

　そうだ、これは合コン用にと佳子に着せられた、女子っぽさ全開の服。多分、渡部くんとのデートに着ていったことだってある。逆に、会社に行く時の私の服装も彼は知っている。つまり……。

「……本当に。どうでもよかったんですね、彼は私のこと」

　情けない声で呟き、うなだれた。

　自分の彼女がデート用の服で、男性とお洒落なバーにいても仕事中だと思うのは、彼が私を信じているのではなく、私のことがちゃんと見えていない証拠……編集長は、そう言いたいんだ。

「……泣かないんだな」

「え？」

　顔を上げると、彼は瞳に温かい色を浮かべて私を見つめていた。

「俺がいるから恥ずかしいとか思ってんなら、気にするなよ？　溜ため込むとよくない」

　私を気遣ってくれる彼の優しさに、こらえている涙が溢れ出しそうになる。

　でも……私は泣かない。今はまだ。

「泣くのは、特集記事が終わってからにします」

　きっぱりと宣言した私に、編集長が呆れた表情をする。

「またそれかよ。終わるまであと何週間あると思ってるんだ」

　私は彼と視線を合わせ、声が震えないよう注意しながら話した。

「今泣いたら、多分その〝あと何週間〟ずっと、泣き続けます……。そういう、融通の利かない奴なんです、私」

『不器用』『必死』って、編集長も言ってたじゃないですか。

　だから、今は仕事のことだけを考えさせて。浮気されたうえに、別れたことになっていて、それなのに二番目としてキープだけされている哀れな自分からは、目を背けて――。

「お前は本当に……」

　編集長が疲れきったような顔で言いかけた言葉の先を勝手に予想して、私は自嘲気味に笑う。

「バカ、ですよね。自分でも思います。あの、そんな世話の焼ける部下から、ひとつお願いがあるんですけど」

「お願い？」

　借りていたジャケットを脱ぎ、眉をひそめる編集長に渡しながら言った。

「今夜。このまま、一緒にいてくれませんか……？」

　驚いたように目を見開く編集長に、切実な瞳を向ける。

　別に、慰なぐさめてほしいわけじゃない。ただひとりになりたくなかった。

　家に帰れば佳子がいるけれど、私と編集長が合コンのあとでなにをしていたのか、あの子が追及してこないわけがない。嘘をつくのは苦手だし、だからといって本当のことを話したら、泣かずにいられるかどうかわからない。

　だから、このままどこかのお店に入って、朝までの時間をやり過ごしたい。……できれば、私の事情を全てわかっている人と。

　あまりに突拍子もないお願いだからか、しばらく編集長は黙ってなにか考えていた。

　踏切の音が離れた場所で鳴っていて、私たちの沈黙を際立たせる。居心地の悪さから俯き、一本の電車が通り過ぎていく音を聞いた。そして、辺りが再び静かになった頃、編集長が口を開いた。

「なら、会社にでも行くか？」

　思いがけない提案が降ってきて、私はパッと顔を上げる。

　会社……そっか、その手があった！　仕事をしていれば、きっと気を紛らわすことができる。眠くなったら、少し硬いけれどソファだってある。

「行きます！」

　即座に表情を明るくして首を縦に振った私に、彼は返したはずのジャケットを再び差し出した。その意味がわからずに目を瞬かせながら編集長を見つめると、彼はジャケットを無理やり私の肩にかける。

「冷えてきたからそのまま着てろ。お前、病み上がりだろ」

　ぶっきらぼうな口調だけど、瞳は優しかった。

　私は恐縮して頭を下げつつ、素直に彼の厚意に甘えることにした。

「すみません、なにからなにまで。編集長は寒くないですか？」

　歩きだしながら尋ねた私に、彼は小さく頷く。

「ああ。涼しいほうが酔いも覚めるし」

「……そっか。私は、もうちょっと酔いたいくらいです」

　ひとり言のようにこぼすと、隣の編集長が苦笑する。

「やめとけ。今のお前に酒飲ませたら、荒れに荒れそうだ」

「ですね。あ、代わりにコーヒー買っていきましょうか」

「駅前のカフェなら深夜までやってたな」

　歩く速度を緩めた彼は、すぐに賛成してくれた。

「よし、決まり！　……あ、それは絶対に私が払いますから」

　釘くぎを刺すように言うと、編集長はクスッと笑った。

「じゃあ、お言葉に甘えるか」

　それからコーヒーを買って会社に向かうまでのあいだ、私は無理して〝泣くな〟と自分に言い聞かせる必要がなかった。編集長にはもう全部知られているからか、変な緊張もなく、普通に会話ができたのだ。

　やっぱり彼は優しくて頼もしい上司。悪ガキなんかじゃなくて、思いやりのある大人の男性。そう思い直すと同時に、疑問が湧き上がる。

　彼は本当に、私をからかって楽しむような人なのかな？

　そうでないとすると、今までのいろいろなこと……特に、あの日のキスはなんだったんだろう。素直に考えるなら、私に好意が？

　いやいや、ないない。まずこの歳の差だし、毎日情けない姿を見られてるし。……大人の考えることはよくわからないな。

「今日は星がよく見えるな」

　会社の前に着き、歩道で夜空を仰いだ編集長が言う。

「本当だ……」

　彼にならって上を向くと、空一面に星が瞬いていた。あんなことがあったあとだけれど、この空を綺麗だと思える自分にほっとした。

　そういえば、前にも編集長と一緒に空を眺めたことがあった。あれは、間違えて彼に恋愛休業宣言をしてしまった時。あの日は雨が降っていたのに、編集長に励まされて私の気分が浮上した途端、ちぎれた雲が隠していた星空を見せてくれたっけ。

　記憶とリンクさせながらしばらく夜空を眺めていると、ふと視線を感じて横にいる編集長に顔を向ける。目が合ったのになにも言わない彼の、熱っぽく潤んだ瞳が、星よりも綺麗だった。

　胸がトクンと鳴ったのを耳の奥で聞きながら、思わず魅了されていると、ザッと靴底が地面をこする音がした。そして、次の瞬間には……。

　前にも一度触れたことのある柔らかな感触が、私の唇を塞ふさいでいた。

「……っ！」

　な、なんで、また、キス……っ。

　瞬きを繰り返す私の目の前には、編集長の凛り々りしい眉と伏せられた長い睫毛があり、借りている服の何倍も濃い彼の香りに包まれて、体温と心拍数が急上昇する。

　私の長い髪に差し込まれた手が耳を撫でるようにゆっくりと動き、首の後ろで固定されてしまったため逃げることができない。

　恥ずかしさから思わずぎゅっと目を閉じたけど、そうしたことでキスの感触が余計に強く感じられてしまい、いっそう心臓が暴れる。

　そのまま数秒間口づけは続き、一度離れた……と思ったら、彼は最後に優しく私の上唇を啄ついばんだ。それから小さく音をたてて、首の後ろにあった手と一緒に、やっと濡れた唇が離れていった。

　い、今のは、一体……。

　口を半開きにして呆ぼう然ぜんとしていると、編集長は何事もなかったかのようにぼそりと言う。

「……行くか」

『行くか』って、え？　今のキスの説明は……!?

「ま、待ってください！」

　私に背を向け会社に入っていこうとする彼を、思わず呼び止めた。

「ん？」と短く返事をして振り向いた表情には、動揺もさっきまでの甘さもない。

　私はわけがわからなくて、困惑顔のまま問いかける。

「今のは、慰めですか？　それとも同情？」

　思い当たるキスの理由はそれくらいしかない。だからといって、そんな気持ちで唇を奪われることにいい気はしない。

　一緒にいてほしいと頼んだのは私だけど、こういうことをしてもらいたいと思ったわけじゃないのに……。

　編集長は長い足でゆっくり私のもとへ戻ってくると、ぼんやりと空を見上げてぽつりと呟く。

「あんまり綺麗だったから」

　まさか、夜空が綺麗だったからってこと？　そんな理由、納得できるわけが――。

「星を見るお前が」

　ドキン、と心臓が大きく跳ねる。けれど、よく考えると全然つじつまが合わない。

　星を見る私が綺麗だったからキスした？　そんなのただのキス魔じゃない。綺麗だと思った人全員にキスするんですか、あなたは。

「よく意味が……」

　腑に落ちない顔をする私に、彼は真顔でこう言った。

「ああ。わからなくていい。今はまだ」

「今は？」

　意味深につけ足された言葉が引っかかり、思わず聞き返す。けれど編集長はそれには答えず、曖昧な笑みだけを残して会社のほうへ歩いていってしまった。

　なんなの……？　『今は』ってことは、そのうち教えてくれるの？

　モヤモヤとした思いを抱えて大きな背中を睨んでみるけれど、彼はそれには気がついていない様子で、会社玄関の脇につけられた暗証番号タイプの鍵を開けている。扉のロックを外せるのは、編集長と営業部長、それから社長と専務だけだ。

　つまり、一般社員である私は、編集長が一緒でなければ休日のこんな時間に会社に入ることはできなかったということ。そこだけは、感謝をしなければいけない。

「北見、早く来い」

　そんなことを考えていると、編集長が大きな声で私を呼び、手招きをした。

　いや、そこだけじゃないか。

　自分の恋人の裏切りを知ることができたのも、それを知って泣かないで立っていられるのも、冷たい風が吹いたって寒さを感じないのも……全部、彼のおかげ。

　ぎゅっと編集長に借りたジャケットの裾をつかむと、私は小走りで彼のもとへ駆け寄り、なにか声をかけようと言葉を探す。

『ありがとうございます』はキスのお礼みたいになってしまうからダメだ。じゃあなんて言ったら……？

「北見」

　考えあぐねていると、片手で重たいガラスの扉を引いた編集長が、私を見る。そしてもう一方の手を私の頭にそっと乗せ、微笑を浮かべた。

「難しいことで悩むのは、特集記事が終わったあと、だろ？」

　わざと私の口癖を使って、キスのことをごまかそうとしてる？　でも、それでちょうどいいのかもしれない。編集長には借りがある。すぐには返せないほど、沢山。だから、今だけはごまかされてあげよう。

「そう、でしたね」

「お前、まだ写真見てなかったよな。いいの撮れてるから、さっさと上行って確認」

「わかりました！」

　頷いた私に、編集長は満足そうな笑みを返す。

　彼氏の浮気も、上司からのキスも、仕事をしているあいだだけは忘れよう。

　今の私が例の心理テストをやったなら、そうだなぁ……。

【男なんていらない！　仕事に打ち込みすぎる現実逃避ＯＬ】

　とかいう結果が出たりして。……なんて、私自身のことに特化しすぎか。でも、まさかこんな形でお花畑から抜け出せるなんて、思ってもみなかった。本当に、私……なにも見えていなかったんだな……。

　むなしい気持ちに呑み込まれそうになるけれど、なんとかそれを振りきって、編集長のあとに続き二階のオフィスに上がった。










理想を追い求めて［ｓｉｄｅ　高槻透吾］




　北見に恋人がいることは前々から知っていたため、直接的な行動には出ないようにしていた。それなのに、衝動を抑えられずに二度もキスしてしまうなんて、大人のやることではないだろう。そうとわかっていても、恋と仕事のあいだで揺れ動き、そのどっちにも、不器用ながら真摯に向き合おうとするアイツのことが気になって、構いたくなってしまう。

　俺がそんな気持ちになるのは、幼い頃の家庭環境と自分がしてきた恋愛に関係があるのだと思う。両親の不仲の原因は仕事だったし、一度は結婚を考えた相手との関係が終わってしまったのも、仕事が大きな理由だった。

　だから、俺は知らず知らずのうちに、恋と仕事……その両立を実現したいと考えるようになっていたのだろう。

　時には恋愛が仕事の足を引っ張ることや、仕事のせいで、大切な人をないがしろにしてしまうこともあるかもしれない。それでも……仕事と恋愛の両立を目指す。それはきっと意味のあること。

　俺はその理想を、いつまでも追い求めたい。

　できることなら、愛しく思っている相手――北見亜子と一緒に。




　＊　＊　＊




　俺が、小学生の頃の話だ。

　リビングに両親が揃っている時を見計らい、学校で配られたプリントを持ってまず母親のそばへと向かった。

「ねえ、明日の授業参観なんだけど……」

「お父さんに聞いてみて。私、大切な会議があるのよ」

　カーペットに座って洗濯物を畳んでいた母は、こちらに目をやることもなくそう言った。すると、すぐ近くのソファに座っていた父は、赤ペンを手に書類を睨みながら不機嫌そうに返す。

「おいおい、俺も無理だ。なんでも俺に押しつけようとするな」

「なによ！　保育園の行事は私が全部参加したのよ」

「小さいうちは周りが母親ばかりだから仕方ないだろ」

「だからって、いつも私に子供のことを任せすぎよ！」

　両親は共働き、かつ、ふたりとも大手新聞社で記者の仕事をしていて、出かける時間も帰る時間も日によってバラバラ。その毎日は子供ながらに大変なんだろうなと感じるほど忙しそうだった。

　だから俺は、別に〝来てほしい〟なんてひと言も頼んでない。来れるかどうか聞く前からこんな言い争いをされてしまったら、尚更……本当は、心のどこかで〝今回は来てくれるんじゃないか〟と期待していたのに。

「……そうやって、喧けん嘩かするから。来なくていいよって、言おうとしたんだ……」

　泣きそうになりながらプリントを丸め、ゴミ箱に捨てる俺を見て、両親は気まずそうな顔をする。それでも彼らが授業参観の話をすることはなく、ふたりとも持ち帰ってきた仕事や家事を再開させただけだった。

　一緒にいる時間が少なくて寂しい思いをするのはまだいい。でも、忙しさのせいで互いを気遣えない両親が、しょっちゅう口論する姿を見るのは、とてもつらかった。

　そんな環境の中にいた子供時代、俺はよく居心地の悪い家を抜け出し、ちょうど向かいに立つ一軒家へ遊びに行っていた。

「くぉら！　また透吾か！　ここに描いちゃいかんと何度言ったらわかる！」

　チョークで塀に落書きをしている俺を見て、顔を真っ赤にして怒りながら、箒ほうきを片手に家から出てきたのは菊爺だ。

「あはは、出た菊爺～！」

「この野郎、爺と呼ぶな！　俺はまだ四十代だ！」

　俺はムキになる菊爺が面白くて、いつだって彼をからかって遊ぶ、生意気な子供だった。

　菊爺は自分の親より年上で白髪も多く、子供のいない夫婦だけの家庭を築いていた。だからなのか、俺には彼がじいさんにしか見えなくて、昔からそんな失礼な愛称をつけていたのだ。

　その頃の俺は、全然俺を見てくれない両親のもとにいるより、菊爺に怒られているほうが寛げたし、心から笑えた。

「お前、日曜だってのに、また夜家にひとりなのか？」

「うん。だってふたりとも仕事だもん」

「なら、うちでメシ食っていけ、な？」

　そんな菊爺の優しさが嬉しいはずなのに、いつもそれを素直に表現できず、憎まれ口を叩いていた。

「やったー！　菊爺んちの古臭い料理大好き！」

「古臭いとはなんだ！」

　縁側で俺を叱る菊爺の後ろには、いつもクスクス笑って俺たちを見守る優しい影があった。菊爺の奥さん、文ふみ子こさんだ。

　うちの親とは対照的に、専業主婦をしていた文子さんは、料理が上手く掃除好きで、奥ゆかしい穏やかな女性だった。菊爺も『文子が家を守ってくれてるから、俺は外で頑張れるんだ』と自慢げに話していた。その台詞通り、文子さんは〝内助の功〟という言葉がぴったりと当てはまるような素敵な人だった。

　だから、口に出したことはなかったが、俺も文子さんのような家庭的な人をお嫁さんにしたい、と子供ながらに思うようになっていて……つまり結婚相手の女性には、仕事をしてほしくないと考えるようになっていたのだ。

　けれど、世の中そんなに単純なものではないと知ったのは、俺が高校二年生の時。

　その頃、文子さんが癌がんを患っていることが明らかになった。発見が遅くて、病状はすでに末期。まもなく文子さんは亡くなり、一軒家にひとりぼっちになってしまった菊爺が、ある時家の前を通った俺を縁側に呼んだ。

「……文子は、不幸な女だった」

　季節は冬で、庭木もほとんど枯れていた。そんなうら寂しい景色をぼんやりと眺めながら、菊爺は呟いた。

「そんなことないだろ。病気のことは、もちろん気の毒だったけど……いつも笑ってたじゃん、文子さん」

　昔に比べたら、彼らの家にお邪魔する機会は減っていたけど、顔を合わせれば立ち話をしたし、部活で疲れて帰ってきた俺に、文子さんはよくおにぎりを作ってくれた。

「いや……あれは偽りの笑顔だったんだ」

「偽り？」

　菊爺は悔やむように眉根を寄せ、膝の上で拳を握った。

「自分の死を悟った文子が……最期を迎える間際に、ぽつりと言ったんだ。『私……死ぬまでに、一度でいいから外で働いてみたかった』ってな」

　あんなに楽しそうに家事をして、ただの近所のガキである俺に対しても母のように優しかった文子さんが、そんなことを……？

　にわかには信じられない話だったが、菊爺の様子を見る限り、それは本当のことなのだろう。

「俺は古い人間だから、自分の嫁には家にいてほしい、と結婚したばかりの頃文子に頼んだ。文子は嫌だなんてひと言も言わなかったし、帰ってきた俺を毎日笑顔で迎えてくれて、不満のひとつもこぼさなかった……。だから、俺はそれが文子の幸せだと信じて疑わなかったんだ。本当にバカだった。そんな己の浅はかさがな……いくら悔やんでも悔やみきれない」

　口を引き結んで、涙をこらえる菊爺。

　今からやり直そうと思っても、文子さんはもういない。その無念さが痛いくらいに伝わって、俺は声をかけられなかった。

「それにな……ちゃんとした会社に勤めていれば、毎年健康診断があるだろう？　今回の癌だって、もっと早い段階で見つけていたら、文子はもっと長く……長く、生きられたのになぁ」

　絞り出すように言った彼の目から、こらえきれなくなった涙がひと筋流れた。

「菊爺……」

　理想の夫婦だと憧れていたふたりが、こんな結末を迎えることになるなんて……。

　庭の片隅の枯れ草のようにうなだれる菊爺を見て、俺はショックを受けていた。

　自分の両親は幼い頃よりさらにすれ違っていたけれど、離婚することすら面倒らしく、もはや〝同じ家に住む他人〟という雰囲気。だから、菊爺と文子さんの築き上げた家庭が羨ましかった。でも、彼らは彼らなりの、問題を抱えていたんだ。

　いつか自分に大切な人ができたら、俺はどうすればいいんだろう。

　サッカーばかりに夢中になっていた当時の俺には、まだ彼女というものがいなくて、上手く想像ができなかった。




　月日は流れ、家族で同じ家に住むことの意味がわからなくなった俺は、大学入学を機に家を出た。決して実家から通えない距離の学校ではなかったが、ひとりのほうが気楽だと思ったし、両親も特に反対はしなかった。

　春休み中にバイクの免許を取りに行ったのをきっかけに、興味はサッカーからバイクに移り、同時にやっと色気づいてきた俺に、初めての彼女ができた。

　同じ学部の同級生で、付き合いが長くなるにつれ周りの友達からは〝夫婦〟と冷やかされるまでになった。でも、就職で離ればなれになることがわかり、遠距離恋愛をする自信がなかった俺たちは、結局別れを選んでしまった。




　それから大学を卒業して、就職。

　最初の二年は本当に恋愛をしている余裕などなく、仕事ばかりにかまける日々だった。しかし、翌年取材先のネイルサロンで出会った同い年の女性を好きになり、自分から告白した。

　それが、北見と訪れたあの結婚式場で久々に再会した彼女――鹿沼留美だ。

　二十五歳の当時、まだ編集部で下っ端だった俺は、ある時面白半分の先輩に乗せられ、男にもかかわらず、取材でネイルケアを体験してみることになった。

　訪れた店は、白とエメラルドグリーンを基調とした明るい内装で、男の俺は明らかに場違い。それでもあまり緊張せずに済んだのは、担当の留美がいろいろな会話で俺を和ませてくれたからだった。

　施術を受けるうちに、彼女の気遣いや笑顔、なにより作業中の真剣な眼差しに惹かれ始め、気がつけばこう言っていた。

「……仕事が終わるの、何時ですか？」

　そして食事に誘うと、突然のことに驚いたのか彼女は目をぱちくりさせた。でも、俺の言ったことが冗談でないと悟ると、急に少女のように頬を赤く染めながら黙ってこくりと頷いてくれた。

　久しぶりの恋の予感に、それまで落ち着いていた俺の胸が、驚くほど高鳴ったのを覚えている。

　その日の夜、俺はレストランで留美といろんな話をした。

「今日来てくれたということは、付き合ってる人はいない……って思っていいんですか？」

　小さく首を縦に振った彼女は、静かに口を開く。

「同僚は全員女だし、お客さんも圧倒的に女性のほうが多いし」

　そして、そのまま話を続ける彼女の言葉で、決まった相手がいないのは、周りに異性が少ないことの他にも理由があることを知った。

「私、いつか自分のお店を持ちたいと思ってるんです。だから、どうしてもプライベートより仕事を優先させてしまって……」

　出会いがありそうな合コンや飲み会に行くのなら、ネイリストとしての技術を磨く時間に充てたい。そんな思いからあまり誘いに乗らずにいたら、次第に誘ってくれる人もいなくなったらしい。

　酒を飲みつつ冗談交じりに語った彼女に、俺は言った。

「じゃあ、今日来てもらえたのはラッキーだったんですね」

「……と、いうか。本当は寂しいんだと思います。仕事が一番なのは揺らがないし、合コンとかに誘われなくなって、ほっとしているのも確か。でも、毎日仕事仕事で疲れが溜まって、ふっと緊張の糸が切れた時に、たまにむなしくなることもあって……それでも、頑張らなきゃいけないんですけどね」

　思い直したように話す彼女の瞳は、悩みながらも未来に向かってきらきらと輝いていた。それを見ていたら、彼女をそばで応援してやりたい、俺が支えになってやりたい、という思いが自然と心の奥から湧いてきた。そして、何度かデートを重ねたのち、俺は彼女に告白したのだ。




　留美との付き合いは順調で、仕事との兼ね合いも上手くやっていたと思う。

　交際が五年目に入った頃、留美は店のチーフを任されるようになり、俺は俺で編集長に大だい抜ばっ擢てきされていた。

　このままふたりで歩み続ける未来をごく自然に思い描いた俺は、留美にプロポーズをした。返事は、もちろんイエス。

　心から愛した相手との結婚生活を想像すると、仕事のモチベーションも上がったし、今まで以上の責任感も生まれた。留美も、仕事と私生活との割合に口を出さない俺との関係はベストだと言ってくれていたから、結婚生活にはなんの心配もなかった。

　そんなある日、俺は実家の母親に久々に電話をした。結婚相手として紹介したい人がいるから、そのために時間を作ってくれと頼むために。

『……結婚？』

「ああ。だから、今度その彼女に会ってほしい」

『そっか……あなたも、もうそんな歳なのね』

　電話越しの母の声は、年齢を重ねたせいか昔のように棘とげがなく、穏やかだった。そのことにほっとしたのもつかの間、母親は突然こんなことを言いだした。

『結婚したら、相手の方には仕事を辞めてもらえるのかしら？』

「え？」

　その時初めて、俺は母が望む結婚相手の条件が〝専業主婦〟であることを知った。父も同じ考えらしく、その理由は自分たちの仕事のせいで幼い頃の俺につらい思いをさせたから、というものだった。

　そんな勝手な意見を受け入れられるはずもなく、俺は当然反論したが、なにを言っても暖の簾れんに腕押し。これ以上の話し合いは無駄だと思い、一方的に告げた。

「その辺はこっちで彼女と話しておく。とにかく会ってみてくれ。来週末の予定は？」

『日曜はなにもなかったはずよ。……透吾、それまでにちゃんと説得しておいてね？私たちは透吾の幸せを思って言ってるんだから』

　返事をする気になれず、耳に当てていた携帯をゆっくり離して通話を終わらせた。

　こんな調子では、留美と会った時にも同じことを面と向かって言いだしそうだ。だけど、もうとっくに大人なんだし、親の了承なんて得られなくても問題はない。俺は俺の手で、留美を幸せにすればいい。

　そう心に決め、両親の勝手な思惑を留美に話さなかった。つまらないことで彼女を不安にさせたくない、その一心で。




　そうして実家を訪れる当日。

　緊張した面持ちの留美は、いつもなら派手で凝ったネイルを施してある指先に、その日は透明なエナメルしか塗っていなかった。

　俺はそこまで気にする必要はないと思ったけど『透吾の両親にちゃんと認められて結婚したい』と言って、そんなシンプルなネイルにしてきた彼女の気持ちは素直に嬉しかった。

　両親も留美の人柄なら、仕事を辞めなくても認めてくれるかもしれない。俺はそんな淡い期待を抱いていたのだが……。

「え……。専業主婦、ですか？」

　実家の静かなリビングに、戸惑う留美の声が響いた。

　両親はよりによって、彼女が自己紹介がてら職業と、〝いずれ自分の店を持ちたい〟という夢をはにかみながら語った直後に、あの話をしたのだ。仕事にかまけて俺に可哀想な子供時代を過ごさせてしまったこと。それを悔やんで、俺の結婚相手には専業主婦を望んでいることを。

　当然俺は説得しようとしたが、両親はなにを言っても自分たちの意見が正しいと信じて疑わない。そんな彼らの態度に激しく憤りを感じ、留美の手を無理やり取って、座っていたソファから立ち上がった。

「もう行こう。頭の固い親の許可なんかいらねぇ」

「でも、透吾……！」

　気まずそうに両親を窺う彼女を引っ張って、俺は実家をあとにした。

　留美にこんな嫌な思いをさせることになるなら、連れてこなければよかった。あんな両親でも、留美なら認めてくれるんじゃないかと、心のどこかで期待していた自分に腹が立つ。

　苛いら立だちと、留美に対する申し訳なさと、自分の無力さと……そんな負の感情を抱えたまま、彼女の手を引いて大股で歩いた。けれど途中で留美に手を振りほどかれ、足を止めた。

　俺は怪訝に思って、彼女のほうを振り向く。

「……どうした？」

「あのさ……透吾」

　留美が、小さく俺の名を呟いた。静かな住宅街の真ん中で、俺は彼女と向かい合う。

　俯きがちな彼女の表情は、当たり前だが明るいものではない。

「私、透吾と結婚したら、絶対幸せになれると思った。好きな仕事をやりたいようにできて、つらい時には透吾がいてくれて。……でも私、透吾の幸せのことまで、考えてなかったの」

　少し潤んだ瞳を俺に向け、悲しげに留美が言った。

　俺の幸せ……？　そんなの、留美が考える必要はない。留美が夢を叶えるのを一番近くで見ていること。いつでも留美の支えになること。それが俺の幸せなんだから。

「俺は仕事をしてる時の留美の瞳に惚れたんだ。夢に向かって頑張るお前を支えたい。だから、結婚したって今のままの状態で上手くやれば――」

　自分の思いを一方的にまくし立てる俺に対し、留美は苦しげに眉根を寄せた。

「……私、もう、それができない」

「え？」

　信じられない言葉に俺はさっきまでの勢いを失い、呆然と立ち尽くす。

　なにを言っているんだろう。いくら俺の親に理不尽な要求をされたからって……。

　俺の目には、今日実家を訪れるまでの留美と、目の前に立っている留美が、別人に見えた。

「透吾のご両親の意見を無視して結婚したとしても、絶対心のどこかに引っかかり続ける。私といることが、本当にあなたの幸せなのかって」

「留美、よく考えろって、俺は――」

　彼女の腕をつかんで自分のほうに引き寄せようとすると、その手を咄嗟に振り払われた。

　その瞬間、俺の心に小さなヒビが入ったような気がした。

　俺は、自分の彼女――ましてや結婚まで考えていた相手に拒絶されたのだ。

　行き場を失くした右手をゆっくり自分のほうへ戻し、視線を足元に落とした。

「ごめんなさい……透吾のことは好き。もっと長く、一緒にいたかった。でも、こんな風に心が乱れることが嫌なの。だから恋愛を避けてきたの。透吾となら上手くやれるって思ってたけど、やっぱり無理みたい」

　自分に向けられた〝好き〟の二文字。それをこんなにも無意味に感じる日がくるなんて。

　返す言葉が見つからずに立ち尽くしていると、留美が靴のヒールをコツコツと鳴らして俺の脇をすり抜けていく。その瞬間にふわりと鼻をかすめた香りに後ろ髪を引かれ、俺は彼女を呼び止めた。

「本当に……もう、無理なのか、俺たち」

　留美は背中を見せたまま、無言で頷く。

「俺は、そんな簡単に諦められない」

　語気を強めて言うと、留美が振り向く。彼女のもとまでつかつかと歩いていった俺は、彼女の両手を取って、訴えかけるように言った。

「もう少し時間をくれないか？　両親のこと、どうにかしてみせるから」

「透吾……」

　留美は困ったように視線を泳がせたけど、〝三ヶ月だけ待つ〟という条件つきで、最後には首を縦に振ってくれた。




　それからの俺は、両親の説得に必死になった。

　何度も電話をしたし、暇さえあれば実家に帰って直接両親と話をした。けれど、彼らの考えは一向に変わる気配がなく、状況に進展のないまま留美に言われた三ヶ月の期限が迫ってきた。焦る気持ちばかりが増し、眠れない夜もあった。

　次第にプライベートの感情を仕事にまで引きずってしまうようになった俺は、ある日、仕事で大きなミスをしてしまう。

　印刷所に入れるべきデータを取り違え、最終校正が入る前のものを入稿してしまったのだ。そして、誤植が直っていない新聞が、そのまま刷り上がってしまった。

　もともと気持ちが追いつめられていたところに、取り返しのつかないミスが重なり、精神的に参ってしまった俺は、気がついたら留美に電話をしていた。

「留美……？　俺だ。いきなり悪いな」

『どうしたの？　もしかして、ご両親の説得、上手くいった？』

　久々に俺から連絡があり、その内容をいい知らせだと勘違いしたらしい彼女は、弾んだ声を出す。

　けれどその時の俺は、自分のことでいっぱいいっぱいだったため、正直親の説得どころじゃなかった。

「いや……それはまだだ。ちょっと、仕事でどうしようもねぇ失敗やらかして……お前の声が聞きたくなった」

『そう……』

　俺の返答に、電話の向こうの留美は、あからさまにがっかりしたようだった。

　いくらなんでも、それはひどくねぇか？　恋人が落ち込んでるってのに……。

　思わずそんな考えが心に浮かび、同時に大きなため息がこぼれてしまった。

　留美はそれを聞き逃さなかった。

『……ほらね。やっぱり私、透吾を幸せにしてあげられないでしょ？』

「いや、今のは別に……」

　ばつが悪そうに口ごもった俺に、留美は泣きだしそうな声で言った。

『いいの。だってね、こうして透吾が電話してきてくれたっていうのに、私、頭の中は仕事のことでいっぱいなのよ？　正直、透吾の悩みを聞いてあげられる時間も、心の余裕もない。……こんなの、もう恋人って言えないでしょう？』

「留美……」

　なにか返そうと思うのに、上手い言葉が見つからない。なにより俺自身が、自分と彼女との気持ちのあいだに〝ズレ〟を感じてしまい、前みたいに食い下がることができなかった。

『別れよう？　私、これ以上透吾を苦しませたくない』

　電話の向こうで鼻をすする音がする。付き合っていた五年分の思いが胸に込み上げてきて、俺の目頭も熱くなった。でも、このまま別れなければ、きっと俺はもっと留美を泣かせてしまうだろう。だから……。

『……わかった。でも、留美の夢はずっと……応援してる』

　喉の奥から絞り出すように言うと、留美は嗚お咽えつを混じらせながら『ありがとう』と言ってくれた。

　五年も付き合ったのに、そんな風に呆気なく寂しい別れとなった、俺と留美。けれど、俺との結婚より夢を追うことを選んだ彼女を恨んではいない。

　そもそもそうやって、恋と仕事のバランスが上手く取れずにいた留美の不器用さと、その裏側にある揺らぐことのない夢への信念に惹かれたのだから。でも、できることなら、彼女が自分の店を持つ時に、一番そばにいたかった。

　確かに、恋をしないほうが夢への近道だったかもしれない。だけど、夢を叶えた時の喜びは、ひとりよりふたりのほうが、きっと大きくなっただろうから。
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　俺と北見以外、誰もいないオフィス。

　彼女が自分のデスクでせっせと写真の整理をしているあいだ、俺も自席で溜まっていた雑務をしながら、ぼんやりと過去に思いを巡らせていた。

　留美との別れは結構なダメージで、それからしばらく、誰のことも好きになれなかった。だが、北見が入社してきて、留美とは違うタイプの不器用さで仕事と恋とのあいだを右往左往しているのを見ていたら、心が和むのと同時に、どうにも彼女を放っておけない自分が顔を覗かせるようになった。

　もしかして、これは……と、不確かながら、自分の気持ちに気がついたのは、今年の春頃。しかし、俺と北見は上司と部下だし、アイツには彼氏がいるようだった。だから、芽を出し始めていた気持ちは見て見ぬフリをして、これ以上それが育たないようにと、大人の分別で気持ちを抑えていたはずだったのだが……。

　あの雨の日、間違って呼び出された本屋の前で北見が放った言葉に、俺は大きく心を動かされた。

『しばらく、恋愛はお休みして仕事に集中しようかなって……』

　……まただ。また、俺の目の前で、恋愛を諦めようとしている奴がいる。

　留美の時は、俺のほうも諦めてしまった。だけど、また同じことの繰り返しでいいのか？

　留美との別れから、彼女と付き合っていた時間と同じ五年が経った現在、あの決断はあまりに消極的すぎたと思っている。あの苦い経験を乗り越えた今の俺なら、もっと上手くやれるんじゃないか。恋と仕事、両方求めたっていいと証明できるんじゃないか。

　そう思ったら、俺は北見が自分の恋人でないという事実を一瞬忘れて、コイツに幸せな恋をさせてやりたいと切実に願った。

　今振り返れば、北見をハッキリ〝好きだ〟と自覚したのは、この時かもしれない。

『両方、上手くやればいいじゃねぇか』

　半分は自分に言っているようなものだったが、俺は彼女にそんな言葉をかけた。

　その時は簡単にその言葉を受け入れられないようだったが、その日を境に北見は必死に努力していた。不器用ながらも、一生懸命。その姿には俺も励まされたし、ひたむきな彼女に対して抱く特別な思いはどんどん募っていった。

　それから北見との距離は少しずつ縮んでいった。というか、俺のほうが気持ちを抑えられずに、勝手に距離を詰めている。

　今だって、夜のオフィスにふたりきり。北見は傷心中。お互い酒も入ってる。

　……俺がどれだけ自制してることか。

　ちら、と北見のいるデスクのほうへ視線を投げる。

　彼女は背中を丸めてペンを握り、夢中でなにかの作業中……かと思いきや。

「……寝てんのか？」

　規則的に上下する背中の動きを見て、俺は立ち上がり、彼女に近づいていく。すると予想通り安らかな寝息が聞こえて、俺は気が抜けたように呟いた。

「電池切れ、か」

　妹に強引に連れ出された合コンに、いきなり上司が現れるわ、彼氏の浮気現場を目撃するわ。挙句、上司から理由のわからないキスまでされたんじゃ、疲れるのも無理はない。

　俺は彼女の椅子の背にかかっていたブランケットを広げて、肩を覆うようにそっとかけてやった。すると、その感触で眠りが浅くなったのか、北見は机に突っ伏したまま、もぞもぞと動いて横を向き、微かな声で寝言を言った。

「わ、たべ、くん……」

　その瞬間、彼女の睫毛がじわじわと濡れてきて、次第に大きくなった涙の雫しずくが、目尻からスッとこぼれ落ちた。

「見なかったことにしてやるよ」

　俺は指の腹でそっと彼女の涙を拭い、オフィスをあとにする。

　無防備に眠っている北見と同じ部屋にいられるわけがない。弱りきった今のアイツに手を出すなんて、さすがに卑ひ怯きょうだから。

　……なんて、キスした奴の言うことでもないけどな。

「これは、朝まで仕事コースだな」

　俺は誰もいない廊下でそうひとりごちると、コーヒーを淹れるために給湯室へ向かった。










密室の告白




「ん……」

　まぶたを閉じていても感じる太陽の眩まぶしさで目を覚ますと、オフィスの時計は八時過ぎを指していた。

　私、いつの間にか寝ちゃったんだ……っていうか、机で朝まで眠ったせいか、全身痛い。

　うーんと伸びをすると、肩をなにかが滑り落ちていった。それを追うように床を見て、私は目をぱちくりさせる。

　私のブランケット……あ、もしかして編集長がかけてくれたのかな。

「編集長……？」

　キョロキョロと辺りを見回したけれど、オフィス内に彼の姿は見当たらない。

　もしかして先に帰ったのかな、と思った私は、大きな欠伸をして立ち上がり、編集長のデスクに近寄る。

　お世辞にも綺麗とは言えない机の上には、修正の沢山入った原稿、開いたままのイラストカット集、クリップでまとめてある企画書、編集部員の出勤簿、昨日買ったコーヒーの容器……ありとあらゆるものが散らばっている。

　これじゃあ、いるのかいないのか全然わかんないな……。

　そう思いながら顔に手を当てると、メイクをしたままひと晩明かしてしまったせいか、いつもよりべとつく感覚がして、思わず「げ」と呟く。

「顔洗ってこよ……」

　ポーチの中に、ふき取りタイプのクレンジングがあったはず。

　必要なものを持ってトイレに行き、鏡の前でメイクを落とすと、一応はスッキリした。……ついでに、貧相な顔にもなったけど。

　オフィスに戻ろうと廊下に出た時、向こうから歩いてくる人影に気づき、私は慌てて駆け寄った。

　昨日と同じ服……本当に、朝まで一緒にいてくれたんだ。改めて、お礼言わなくちゃ。

「編集長！」

　私が声を上げると、柔らかく微笑んでくれた。どこかに買い物に行ってきたらしく、彼の手には小さなビニール袋がぶら下がっている。

「おお、起きたのか」

「はい。あんな場所だけどよく眠れたみたいです。……昨日は本当にご迷惑をおかけしました」

「別に迷惑だなんて思ってねぇよ。ま、徹夜はさすがにきつかったけど」

　編集長がぽりぽりと頭をかきながら漏らしたその言葉に、首を傾げる。

「徹夜？　寝てないんですか？」

「ああ。……誰かさんのせいでな」

　彼はそう言って、片側の口角を上げ意地悪く笑った。

　誰かさん……って。この場合、私しかいない、よね。もしかして……。

「私、いびきかいてましたか……？」

　恐る恐る問いかけると、彼は大きく頷いた。

「そりゃもう豚のように」

「嘘！　す、すみません！　無意識とはいえ、睡眠を妨害するほどだなんて！」

　恥ずかしくて俯いていると、上からおかしそうな笑い声が聞こえて顔を上げる。

　な、なに？　私、そんなにみっともないいびきをかいてたの？

「嘘だよ。お前は静かにスースー寝てた」

「ちょ、ちょっと、からかわないでくださいよ！」

　むっとして抗議をすると、編集長はますます面白がって笑う。

「悪い悪い。すっぴんでもそんなに可愛いお嬢さんに、豚はなかったな」

「すっぴん……あぁっ！　あ、あんまり見ないでください！」

　慌てふためいた私は両手で顔を覆った。

　さっきメイク落としたこと忘れてた！　『可愛い』ってきっと皮肉だよね……ああ恥ずかしい。




　私たちはそれからオフィスに戻って、九時頃に少し遅い朝食を取った。

　編集長が調達してきてくれたのは、ピタパンの中に、たっぷりの野菜と鶏肉が挟まったオーロラソース味のサンドイッチ。近所のパン屋さんで買ってきたというそれは、とても美味しくて、朝からガッツリ完食してしまった。

　なにげなく腰を上げ、編集長のデスクの傍らに立ち、すぐ後ろの窓から見える青空を眺める。

「今日はどうしようかなぁ」

　連休も折り返し地点は過ぎたけど、今日を入れてあと二日休みだ。

　お腹が満たされ、ふとそんな当たり前のことに気づいた私は、ぼそりと呟く。

　昨夜見たことへのショックは、今は大分薄らいでいる。きっと会社という場所にいて、かつ、ひとりきりではないからだろう。とはいえ、ずっとここにいるわけにもいかないし、いい加減シャワーも浴びたいから、家に帰るしかないんだけど。

「……遊園地でも行くか」

「え？」

　ゆうえんち……って、突拍子もない単語が聞こえたけど、空耳？

　振り返ると、自分のデスクで私が淹れたコーヒーを飲んでいた編集長が、こちらを見て微笑んでいた。

　それから彼は、腕時計を見て口を開く。

「一回家に帰って、そしたらまた待ち合わせよう。今から準備すれば、明るいうちには着くだろ」

「ええと。それは、どういう……」

　たどたどしい口調で尋ねると、今まで椅子の背もたれに寄りかかっていた彼が、姿勢を直しながら言う。

「ひとりになりたくないんだろ？」

　その通りだけど、今日も一緒にいてもらうなんてさすがに編集長に甘えすぎだし、第一なんで遊園地？

　いつまでも腑に落ちない様子の私に痺しびれを切らしたのか、彼は立ち上がり、窓辺にいる私の隣に並んだ。

「早くどうするのか決めろ。もしお前が行かなくても、俺はひとりで行く」

「編集長が、ひとりで？」

　思わず彼を見上げ、今日も素敵な横顔を見つめた。

　……いくらイケメンでも、ひとりで遊園地はさすがに寂しすぎるよね。

　私は、編集長が片手にソフトクリームを持ちながらメリーゴーランドの馬に跨り、周囲の人に怪訝な目で見られる姿を想像する。

　うん。ここは部下として、ひとりで行かせちゃダメだ。自分の上司が衆目にさらされるのは困るもん。

　というのは建前で、本当は多分、彼の言う通りひとりになりたくないんだ。

「……お付き合い、しようかな」

　あまり乗り気じゃない風を装ってみたけど、編集長はなにもかもお見通しのようで、私の頭をよしよしと撫でる。

「じゃ、決まりだな。支度できたら連絡くれ。バイクで迎え……は嫌なんだったな。じゃあ待ち合わせは駅に――」

「バイクでいいです！」

　彼の言葉を遮って、私は声を張り上げた。

　もうこうなったら、やけくそだ。苦手なジェットコースターにだって乗ってやる。いくら叫んでも、編集長の前ならもう恥ずかしいことなんてないし。なにより今は、できるだけ日常から離れたいから。

「お前がそう言うなら。じゃあ、ちょっと仮眠してからでもいいか？」

「はい、もちろん。起きたら連絡ください」

「ああ。遅いと思ったら電話で起こしてくれ」

「了解です」

　なんかこれ、デートの約束に聞こえないこともないような？　いやいや、編集長はただ、私の〝失恋癒し旅〟に付き合ってくれるだけだ。……でも。

　私はなんとなくモヤモヤとした気持ちを抱えながら、編集長と会社を出た。

「またあとでな」

「はい、あとで」

　帰る方向が違うため別れると、私は後ろを振り返って彼の広い背中を見送りながら、ふと自分の唇に触れる。

　そこはまだ彼のキスの感触を覚えていて、ひりひりとした火照りが残っている気がした。




　およそ一時間、編集長のバイクの後ろに乗せられ、私たちは午後三時前に、隣県の大きな遊園地に到着した。

「わー、本当に来ちゃった。遊園地なんて何年振りだろう」

「さすがに混んでるな、連休は」

　駐輪場でバイクから降りヘルメットを外した私は、入場門に続く階段を辿って視線を上のほうに動かす。

　ジェットコースターに観覧車、振り子のように動く海賊船。いろいろなアトラクションが見えるのと同時に、そこで楽しむ人々の賑やかな声が聞こえてきて、なんだかワクワクしてくる。

「お前、こないだより騒がなかったな。バイクも慣れれば気持ちいいってわかったか？」

「え。いや、うん……そう、だと思います。多分」

　私は一瞬固まってから、言葉を濁して答える。

「なんだよ、その曖昧な返事は」

　軽く笑う編集長にヘルメットを渡し、さりげなく自分の胸に手を当てる。

　そりゃあ、前回同様怖かったですよ。今日は高速も走ったから、むしろ前より怖かったかもしれない。でも、編集長と密着していたら、怖いっていうより……なんだか胸の辺りが詰まったように苦しくて、それどころじゃなかったんだよね。

「じゃあ行くか。ここまで来たらフリーパスにするよな？」

　彼の声で我に返り、私は笑顔を作って頷いた。

「あ、はい！　全アトラクション制覇してやりましょう！」

　入場門に続く階段をふたり並んでのぼりながら、胸が苦しい理由を考えてみる。

　普通に考えれば、罪悪感……なのかな。貴重なお休みを割いてもらっているわけだし。それか、渡部くんとちゃんとお別れしたわけじゃないのに、男の人とふたりで出かけてるからとか？

「あ。……北見、あれ」

「あれ？」

　チケットを買って園内に入るなり、編集長が前方を指差す。そこには、フリーパスを入れて持ち歩けるケースや、この遊園地のマスコットキャラクターのぬいぐるみを売っている小さなワゴンがあった。

「買ってくるからここで待ってろ」

「え？　ちょっと……」

　あそこに、編集長が欲しがるようなものが売られているとは思えないけど……。

　ワゴンに向かう彼の姿をなにげなく見つめていると、後ろ向きに歩いていた幼稚園児くらいの女の子が突然編集長にぶつかってきた。よろけて地面に手をつき、泣きだしてしまったその子を、彼はすぐにしゃがみ込んで助け起こし、頭を軽く撫でる。

　お母さんらしき人がすぐに駆け寄ってしきりに謝っていたけど、編集長は特に気にしていない様子で、いまだ泣きやまない女の子になにか話しかけていた。

　すると次の瞬間、彼は女の子を肩車しだした。高い場所が嬉しいのか、女の子はすっかり機嫌を直してキャッキャとはしゃいでいる。

「……ああいうところ、やっぱり優しいよね」

　迷い猫のキャサリンを捜した時も、飼い主の兄妹に対して優しく接する彼に感心したっけ。

　もしかして私って、彼の目に〝子供〟として映ってるのかな？　だから放っておけなくて、つい面倒見ちゃう……みたいな。でも、それじゃキスの理由にはならないか。

「ほら、これ。お前の」

　考え事をしていたら、そんな言葉とともに急にピンク色の物体が目の前に差し出された。妙にふさふさしていて、温かそうだけど、これは一体？

　一応受け取って顔を上に向けると、なぜか編集長の頭をふさふさとしたグレーの毛が覆っていた。

「……オオカミ？」

　ピンと立った耳に、ちょっと目つきの悪い黄色の瞳。顎のところにマジックテープがついているみたいだけど、それは留めておらず、編集長の耳の脇にだらんと垂れている。

　ま、まさか編集長がかぶり物をするとは！　ん？　てことは、このピンクのやつも、もしかして……。

　恐る恐る持ち上げてみると、片耳を畳んだ可愛いピンクのウサギ帽がお目見えした。

　えーっと。確かに可愛いけど、これを私にどうしろと？

「ここのマスコットキャラクターの〝うさぴー〟だそうだ」

　そう話す編集長はなぜか得意げで、私はリアクションに困ってしまう。

「……うさぴー、ですか」

「んな冷めた目で俺を見るなよ。こっちは〝うるぴー〟。ふたりは仲良しなんだぞ？」

　自分の頭上を指差した編集長は、すっかりメルヘンな世界に馴な染じんでいるようだ。

「……へ、へえ」

　そんなバカな。ウサギとオオカミが仲良しであってたまるもんですか。

　食物連鎖の法則を完全に無視したキャラクター設定に、引きつった笑みを浮かべてしまう。

　帽子を持ったままでいたら、私の手からそれを奪い取った編集長が、私の頭に無理やりかぶせてしまった。

「ちょっ！」

　慌てて外そうとすると、頭を上から押さえつけられる。

「今日は楽しむんだろ？　これかぶってれば、嫌でも浮かれ気分になれる」

「いや、かぶらなくても十分――」

「つべこべ言わずに歩く。混んでるんだから、早く並ばないとなにも乗れない」

　反論しようとする私に、彼はぴしゃりと言い放つ。そして、強引なオオカミさんは、私の手をぐいっと引いて大股で歩きだしてしまった。

「わ！」

　な、なんかこんな風に手を繋がれると、非常にデートっぽさを意識してしまうんだけど……！

　さっきからどうもおかしい鼓動のリズムが、いっそう乱れて私の胸を叩く。

　でも、いい大人の男女がかぶり物をしながら手を繋いで歩くって、周りから見たら、バカップルでしかないよね？　レストランのガラス戸に映った自分たちの姿を見たら、案外似合ってるかもとか思っちゃったけどさ……。それにしても、編集長は私とカップルに間違われて困らないのかな？

　時々彼の横顔を盗み見してはモヤモヤした気持ちになりながら、最初のアトラクションの列に並ぶ。どうやら最後に水を張ったプールに落ちるという、遊園地では定番のジェットコースターのようで、時々細かい水しぶきが飛んでくる。

「いやー、いくつになってもテンション上がるなー、こういうのは」

　バイクを乗り回すのが好きなくらいだから、編集長はやっぱり絶叫系の乗り物が好きらしい。いつもの大人な雰囲気と打って変わって、子供みたいに目を輝かせている。

「あ。これ、帽子はＮＧって書いてあります」

「なに!?　まぁ、それもそうか」

　私が指差したアトラクションの注意書きを見て、編集長はしぶしぶかぶり物を脱ぐ。

　なんか、可愛いな。

　ふっと思わず笑みをこぼすと、繋いでいた手が一瞬緩んで握り直された。指と指のあいだに入り込む、骨ばった感触。そして大きな温もりが私の手を包んだ。

「編集、長……？」

　平静を装いながら彼を見上げたけれど、内心は動揺の嵐だった。

　これは、本当の恋人同士にしか許されない繋ぎ方なのでは……？　っていうか、ドキドキするから、困るんですけど……！

「そうやって笑ってもらえると、連れてきた甲斐があるってもんだ。今日はとにかく笑え。笑ってりゃ悪いモンは全部飛んでいくから」

　彼はそう言って、眩しいほどの笑顔を私に向けた。

『悪いモンは全部飛んでいく』……か。そんなに単純なものなのかな？　ふと気を抜いただけで脳裏に蘇る昨日の悪夢のような出来事が、笑っているだけで消えてくれるとは思えない。……でも。

「そうだといいな」

　編集長の言葉を信じて、今日一日を楽しんでみるのもいいかもしれない。こんなにカッコいい年上の男性にエスコートされて遊園地を回れるなんて、なかなかないことだろうし。

　そんなことを思っていると、徐々に列が進んでいき、いつの間にか私たちの順番が近づいてきた。走り抜けるコースターがたてるゴオッという音や、水に落ちる瞬間の絶叫がより近くに聞こえてきて、途端に恐怖心が膨らむ。

「……け、結構怖そうですね」

　びくびくしながら前の人たちに続いて歩いていると、編集長は意地悪く口角を上げて私に追い打ちをかける。

「今頃気づいたか。落下する時の速度は、この遊園地内でこれが一番らしいぞ」

「え」

　ど、どうしよう～！　今更、列を逆走して逃げるなんてこと、できないよね……。

「お客様、二名様ですか？」

　そうこうしているうちにあっさり乗り場に到着してしまい、私はもはや、まな板の上の鯉こい。

「もし私が死んだら、骨を拾ってくださいね……」

　私が半泣き状態で情けないことを言うと、彼が呆れたように笑う。

「大おお袈げ裟さだっつーの。じゃあ、この手は繋いだままにしとけ。俺がこの世に引き留めてやるから」

「お、お願いします」

　編集長の頼もしい言葉を聞き、私は腹をくくってコースターに乗り込んだ。シートに座ってお腹のところにバーが下ろされた瞬間、私はかなりの力で彼の手を握り締めてしまう。

　多分、いや絶対に痛いはずなのになにも言わない編集長は、やっぱり優しい。けれど彼の優しさに浸る前に、コースターは空に向かってゆっくりと動きだした。カタカタとチェーンが巻き上げられる音とともに、心拍数が速くなっていく。

「くるぞ？」

「っ！　い、嫌あぁぁぁ！」

　ふっと重力がなくなったような感覚がして、私たちはものすごいスピードで落下していった。

　そのあとのことは、あまりの恐怖で記憶が曖昧だ。自分の絶叫と、コースターの轟ごう音おんに支配された世界で、飛び出しそうになる内臓を体内にとどめておくだけで精一杯だった。みんなが楽しそうに声を上げた最後の水浸しゾーンでも、私はただびしょびしょになるだけで放心状態。

　コースターを降りると、編集長がおぼつかない足取りの私を支えるように歩いてくれた。

「お前、貞さだ子こみたいになってんぞ」

「え……」

　そっか、どうりで前が見にくいと思った。

　編集長があまりにクスクス笑うので、湿った髪をかき分けて視界を確保する。

　当たり前だけど彼も濡れていて、黒い短髪に浮かぶ雫が朝露のようにきらきら光っていた。

　さっきは子供みたいな目をしていたのに、今や水も滴るいい男状態。ふいにそういうギャップ見せるの、やめてほしい。絶叫コースターからは降りたはずなのに、なんかまた動どう悸きが……。

「よし、次はあれだ」

　タオルで髪を拭ふいた編集長は、すぐに次に乗るものの目星をつけたらしく、アトラクションのひとつを指差す。

「あ、待ってください！」

　私は動悸の理由を考える暇もなく、彼に手を引かれるまま必死についていくしかなかった。




　そのあと、全部のアトラクション……とまではいかないものの、ほとんどを攻略した。気がつけば日も暮れかけてきて、私たちはベンチに座り、ソフトクリームを食べながらぼんやり休憩をしている。

　昼間の騒がしさは落ち着き、オレンジ色に染まった空にはカラスの鳴き声がこだまする。小さな子連れの家族はこの時間に帰る人が多いらしく、お土産みやげの袋を手にしたグループが何組も出口に向かっていた。

　そんな光景を眺めていると、なんだかふと、寂しい気持ちが湧き上がってくる。

「冴さえない顔してどうした。疲れたか？」

　隣に座っている編集長が、私の顔を覗き込んだ。

「いえ、現実逃避もそろそろ終わりかと思ったら、なんかちょっと感傷的になっちゃって」

　日常に戻ったら、あとは脇目も振らずに仕事に打ち込めばいい。今までその邪魔をしていた恋愛のことを気にしなくてよくなったのだから、むしろ好都合なのに……。

「溶けるぞ」

「え？」

　その声で我に返ると、ソフトクリームのコーンを持つ私の手に編集長の手が重なった。かと思ったら、そのままそれを舐めた彼。

　ち、近い……！　そして勝手に口元に目がいってしまう！

　小さく唇を動かして、ソフトクリームを食べる仕草が妙に色気を帯びている。

「も、もう全部あげますよ、これ！」

　早口で言ってパッと手を離し、隣の編集長から目をそらすと、今にも姿を隠しそうな夕陽を睨むように見つめる。

「なに怖い顔してんだよ。腹でも痛いのか？」

　呑のん気きな口調で尋ねられ、私はゆっくり首を横に振った。

「平気です……」

　なんか、今日の私、おかしい。失恋の痛みの他に、別の痛みが胸の中で暴れている気がする。遊園地という非日常的な空間にいるせい？　こんな痛みは、まるで――。

「いい感じに暗くなってきたな。そろそろあれ乗ろう」

　あっという間にソフトクリームを完食した編集長が、ベンチから立ち上がって高いところを指差す。

　遊園地の中でひと際大きく存在感のあるそれは、華やかな光をまといながら、ゆっくりと回転していた。

「あれなら怖くないだろ？」

「はい。怖くは、ないですけど……」

　私は観覧車から徐々に視線を落として、口をつぐむ。

「けど？」

　あんな狭いところにふたりきりで入ったら、この胸の痛みが加速するような気がする。〝もしかして〟って思っている気持ちに、トドメを刺されてしまうかもしれない。

　そうしたら私、きっとまたお気楽お花畑ＯＬに逆戻りしてしまう。

「今日は、やめておきます。お土産買って帰りましょう？」

　わざと明るい表情を作ってみせると、彼は不思議そうな顔をする。

「どうしたんだよ、急に。明日も休みなんだから、まだ時間は平気だろ？」

　昼の賑やかさとはまた違う、色とりどりの電飾に彩られた遊園地の中に立つ編集長が、ここへ来た時よりずっと素敵で、カッコよく見える。

　それは、ムードに流されてとか、そんなんじゃなくて……多分、私が眼鏡をかけたからだ。甘い気持ちを胸に宿した時、誰もが自然と手に入れる、特別な眼鏡を。

　それをかけたまま、これ以上一緒にいたら、本当に彼のこと……。

「寂しいけど、そろそろ現実逃避も終わりにしなきゃ」

　私は自分の気持ちを押し隠し、静かに言った。そのまま俯くと、しばらくしてから編集長が穏やかな低い声で囁く。

「だったら、俺が現実だってそんなに悪くないってこと、教えてやるよ」

　思わず、心臓がきゅうっと鳴った。

　今の私には危険すぎる甘い言葉。振り払いたいのに、耳にこびりついて離れない。

「悪くない、現実……？」

　反はん芻すうするように呟いた私に、編集長が優しく頷く。

「ああ。だから行こう」

　差し伸べられた大きな手をつかむかどうか揺れたのは、ほんの少しのあいだだけ。

　――この人を信じてみたい。

　心の奥から湧き上がった素直な気持ちが、私の手を彼のそれに重ねさせた。

　特大の傘みたいな大きな丸い骨組みに沿って、放射線状に広がる七色の光を真上に見ながら、私たちは観覧車の列に並んだ。

　昼間より家族連れの数は減って、周りはカップルばかり。親密そうな彼らの雰囲気に呑まれてドキドキしつつ、十分ほど待ったところで私たちは小さなゴンドラに乗ることができた。

　ガチャン、と係員が扉を施錠すると同時に、緊張が訪れる。

　隣に座られるのも困るけど、向かい合わせに座る、今の微妙な距離感もまた気まずい……。

「北見」

「は、はいっ！」

　ただ声をかけられただけなのに、必要以上にびくっとしてしまった。

「お前、身構えすぎ。もうちょっと肩の力抜けって」

　彼は全く緊張していないようで、ガチガチの私を見て苦笑している。

　これが大人の余裕ってやつか……。私には一生身につかない気がする。

「そう言われましても……」

　ごにょごにょと呟く私に、編集長が呆れたようにため息をつく。

　だって、無理ですって！　この空間で、なにも意識するなというほうが難しい。

「……じゃあ、白状するけど」

　ゆっくりと上がっていく観覧車の中、小さく咳せき払いをした編集長が、濁りのない黒い瞳で私を見つめる。

「今まで、それに今日一日も、俺はずっと自分のこと抑えてた」

「抑えて、た？」

　瞬きを繰り返しながら聞き返すと、彼はゆっくりとした口調で語り始める。

「お前には彼氏がいたし、今は口を開けば『特集記事が終わってからにします』だし。そういうお前を邪魔する存在にはなりたくなかった」

　これ、って……。普段から言葉を深読みしすぎな私ではあるけど、そうでなくても、彼の言おうとしていることが、なんとなく、ぼんやりと頭の中に浮かんでくる。

　でも、まさか。私、十二個も年下なんだよ？　彼のような大人の男性からしたら、きっとまだ子供。なにより、私たちは上司と部下だし……。

「でも、お前の彼氏だった奴はお前を幸せにする気がなさそうだし、傷ついてるお前のこと、ものわかりのいい大人のフリして見守ってんのにも飽きてきた」

　私に向ける編集長の眼差しが、いっそう強さを増す。

　観覧車は頂上付近にさしかかっていて、窓の外にはきっと綺麗な夜景が広がっていることだろう。でも、私にそんなものを眺める余裕はなかった。

　ぐらりとゴンドラが傾いたかと思ったら、私の隣に移動してきた編集長の顔が間近に迫っていた。

　彼は熱をはらんだ瞳に私を映し、いつもの何倍も艶っぽい掠かすれた低音で囁く。

「〝特集記事が終わってから〟でいい。そうしたら、お前のこと、本気で落としにかかってもいいか？」めまいがするような予告を受け、私の胸はドキン、と大きく脈打つ。

　編集長が、本気で、私を……。

　そう思うと、抑えていたものが心を突き破って溢れてきそうになる。

　芽生えた気持ちを肯定したい。彼の言葉に応えたい。

　でも、すぐには言葉が出てこなくて、困ったように編集長に目をやると、彼の真剣な視線が私を射抜く。そのまま彼の美しい漆黒の瞳に見つめられていた私は、もう気持ちを隠しきれなくなった。

「……もう、遅いです」

　観念して、蚊の鳴くような声で、ぽつりと呟く。

　気がついたのは、ほんの少し前。それなのに、こんなに強い気持ちに成長してしまったことに、自分でも驚く。

「落ちてます。……私、とっくに」

　私は足元に視線を移しながら、自分で自分の気持ちを確認するように、静かにゆっくりと言葉を紡つむいだ。

　あなたが素敵に見えるのは、恋をしたら手に入る眼鏡をかけているから。耳の奥であなたの声がずっと響いているのは、恋心が勝手にそれを録音してしまうから。

　失恋で負った傷より、近くにいるあなたの香りに胸が疼うずいてしまうのは……。

　――私、懲こりずにまた恋をしたから。

「……北見」

　恥ずかしくて彼を視界に入れないようにしていたのに、『こっちを向け』と言わんばかりに名前を呼ばれて、仕方なく横を見る。

　すぐに私をとらえた彼の瞳は、炎を秘めたように熱く、じりじりと胸を焦がされて身動きが取れない。

　そんな私に、編集長は小さく傾けた顔をゆっくり近づけてきた。

　あ……キス、される。

　私は目を閉じ、自然にそれを受け入れようとしたけれど、彼の鼻先が頬をかすめた瞬間、急に気持ちに迷いが生じてパッと下を向いた。そして、絞り出すように言う。

「……どうして、私、恋に負けちゃうんだろう」

　彼の言葉がきっかけとはいえ、あっさり自分の気持ちを認めて目の前の幸せに手を伸ばそうとするなんて、全然成長してない証拠じゃない？　恋をしたら、またお花畑ＯＬに戻ってしまうかもしれないのに……。

「お前は、また考えすぎてるな？」

　編集長に呆れたような声色を出され、さらに気持ちが沈む。

「だって、また同じ過ちを繰り返すのかと思ったら……」

　不安な気持ちを表すように頼りなく口を開くと、彼は少しがっかりしたように呟く。

「俺とのことは〝過ち〟か」

「ち、違います！　悪いのは、私です」

　咄嗟に否定するけれど、彼を不快にしてしまったと知り、泣きたくなった。

　恋と仕事を両立できたら、一番いいに決まっている。だけど、今までの自分を考えると、そんなことができるとは思えない。

　好きな人が常にいる職場で、私は平常心を保っていられる？

「俺は、思うんだけどな」

　せっかくの甘い雰囲気を壊してしまった私の発言に、編集長は怒ることなく、優しく諭すように話しだす。

「目の前のなにかに集中して必死になるのって、仕事も恋愛も同じだろ？　だからそのふたつはバランスが取りづらいし、お前もこうして悩んでる」

　そう。そう、なんだよね。どっちも、中途半端な気持ちで向き合ったら、どこかほころびが生じて、上手くいかなくなって……。

「でも、それは生きていれば誰もが抱える葛藤で、たとえどっちかを排除しても、いつかはまた同じ壁にぶち当たる」

「そんな、じゃあ、どうしたら……」

　膝の上でぎゅっと拳を握り、切実な表情で編集長を見つめると、彼は落ち着いた様子で語る。

「それは、俺もわからない。お前より長く生きてる分、失敗も多いしな。……だけど」

　編集長が、失敗？　そういえば、留美さんという名の元恋人に遭遇したことがあった。ふたりの別れには、なにか深い事情がありそうだったけれど、それも恋と仕事のバランスが関係あるの？

　頭の中でぐるぐるとそんなことを考えていると、膝の上で握っていた手に編集長の手がふわりと乗せられた。

「俺は信じてる。精一杯恋愛できる奴は、同じだけの力を仕事にも発揮できるって」彼は穏やかな笑顔を私に見せ、そんな前向きな言葉をかけてくれた。

「編集長……」

　彼の優しさがじわじわと胸に染み渡り、私の不安を軽くしていく。

　きっと、言葉で言うように簡単にはできないだろう。でも、この人のそばなら、ただの理想論ではなく、それを実現できそうな気がする。

　そんな思いから、私は彼の目を見てコクンと頷く。

　そして〝今ならキスを受け入れられる〟と、心の準備が整ったタイミングだったけれど……。

「もう、降りなきゃ、ですね」

　すでに観覧車は地上に近づいていて、私は照れ隠しのように笑った。

　そのまま立ち上がろうとすると、編集長にぐっと腕をつかまれ、引き留められてしまう。

「編集長？」

　彼は私を座り直させると、扉を開けてくれた係員に向かって言った。

「すみません、もう一周します」

　え？　もう一周……って？

　私がぽかんとしているあいだに、ガチャンと扉は閉まり、再び訪れたふたりきりの時間。

「あの……」

「今まで抑えてたって言ったろ？　ほら、観念して目ぇ閉じる」

　ずいっと身を寄せてきた彼に、私はうろたえながらも言い返そうと口を開く。

「え、ちょ、だってまだそんなに上でもないし……」

　反論は無意味、というようにするりと髪を耳にかけられ、私が逃げられないように大きな手で後頭部を固定される。至近距離で目が合って、彼の深い黒色の瞳に吸い込まれそうな感覚に陥っていると、ゆっくり顔が近づいてきて、私はまぶたを閉じた。

「……ん」

　初めに下りてきたのは、ちゅ、と優しく触れるだけのキス。

　それだけで息が止まりそうになっていたのに、彼はそのあとも、何度も角度を変えて口づけを繰り返してきた。

「……一周、十二分だっけか」

　一旦離れて、息のかかる距離で思い出したかのように編集長がこぼす。

　十二分？　確かに地上の説明書きにはそんなことが書いてあったような気もするけど、今、時間の感覚なんて……。

「……足りねぇな、全然」

　掠れた声でセクシーに呟いたかと思えば、また唇を重ねられ、私の呼吸が遮られる。苦しさから思わずゆるりと開いてしまった口の隙間から、柔らかくて濡れたものが侵入してきた。

　巧みな舌の動きに呆気なく絡め取られた私のそれは、不器用ながらも彼のキスに応えようと必死になっていた。

　子供だと、思われたくない。そんな意地を張って。

　でも、そんな私より何枚も上手な彼のキスは、つまらない意地なんかあっという間に溶かしてしまうくらい、甘くて心地よかった。

「お前、その顔……十二分じゃどうにもならないことまでしたくなるだろうが」

「……え？」

　息を荒くしたまま彼を見上げると、頭を引き寄せられて彼の胸にぴたっと抱き締められた。

　編集長の心音が聞こえる……。すごく、ドキドキしてる。

　歳の差はあっても、私と一緒。そのことに安心して、愛しさが増す。

「お前はいつでもお前らしくいればいいし、つらい時は遠慮なく言え。抱えてるもの、半分持ってやるから」

「ありがとうございます……」

　どうしよう。そんなに優しい言葉を沢山もらったら、どんどん好きになってしまうよ――。

　観覧車が地上に着くまで、ずっと私たちはキスをして、抱き合って、笑い合った。

　現実逃避のために訪れた場所で、現実だって悪くないと教えてくれて、私の迷いも不安も、大きな身体と心ですっぽり包み込んでくれる人。

　今度は、この恋を、愛しい人を、失うことになんてなりませんように。

　キスの合間、観覧車の窓から見える星空に向かって、私はそう祈っていた。




　遊園地を出たあと、バイクで家の前まで送ってもらった。

　別れる名残惜しさからか編集長はすぐに帰らず、私たちはアパートの前でしばらく立ち話をしていた。

「職場のみんなには、言わないほうがいいですよね？　仕事、やりづらくなりそうだし」

　社内恋愛なんて初めてのことで、これからの交際に関して心配事が絶えず尋ねるけれど、編集長は涼しい顔をする。

「別に、あえてこっちから言う必要はないけど、バレたらバレたで隠す必要もないんじゃねぇの？」

「そっか。そうですね」

　……バレるのは、とてつもなく恥ずかしいけど。

　会話が途切れた瞬間、私は帰り道のあいだ中ずっと考えていたことを切り出す。

「あの……私、近いうちに、彼と話をつけてこようと思ってるんですけど」

「彼って、アイツのことか？」

　急に編集長の声のトーンが低くなり、警戒するような表情になる。

「はい。やっぱりちゃんとお別れしてないのは気持ち悪いし、編集長にも申し訳ない気がしてしまって」

　このまま自然消滅という選択肢もあるのかもしれないけれど、新しい恋人がいるからこそ、渡部くんとの関係をハッキリさせておきたい。

「俺は気にしないけど、お前がそうしたいなら止めない。ただ、話すなら人目のあるところにしろよ？　相手は男だ。万が一ってこともある」

　彼は真剣な顔でそう忠告してくれた。

「……わかりました」

　編集長のさりげない気遣いが胸に染みるのと同時に、前に小林先生のアトリエで危険なところを助けてもらったことを思い出す。

　ああいう姿を見せられているうちに、少しずつ彼に惹かれていたのかもしれない。

「じゃあ、そろそろ帰る。心配だから俺が行く前に、部屋入れ」

　路肩に停めてあるバイクのほうをちらりと見て、彼が言った。

「え、いいです。ちゃんとお見送りします」

　そんな申し出をしたけれど、やんわりと断られてしまう。

「いいよ。もう遅いし、お前がひとりになったら危ないだろ」

「別に、すぐアパートに入っちゃえば大丈夫で――」

『す』の言葉は、突然与えられたキスのせいで、声にならなかった。

　アパートの住人以外、人通りのあまりない道とはいえ、路上でキスされるだなんて。

　私は驚きながらも、その柔らかく甘い感触に酔い、幸せに浸った。全身がぽうっと熱くなる中、ゆっくりと唇の熱が離れていく。

　ふうと息を吐き出した彼が、苦笑しながら口を開いた。

「離れがたいのはお互い様だ。けど、最初から飛ばすと疲れるぞ？　今夜と明日はゆっくり休んで、明後日あさってまた元気な顔を見せてくれ」

「は、はい」

　コクコクと頷きながら、耳の奥ではずっと『離れがたいのはお互い様』という台詞ばかりがリピートされる。

　前々から思ってたけど、編集長って結構恥ずかしいこと、サラッと言うよね……。まだお子様の私には、ちょっと刺激が強い。

　それから私は編集長に言われた通り、先に自分の部屋がある三階に上がり、通路から外を覗いた。彼はまだアパートの前にいて、私の姿に気づくと、ここまで届く大きめの声を出す。

「じゃあな。おやすみ、亜子」

　――ドキ。

　い、今……『亜子』って言いました？　私が亜子ってことは、編集長は透吾なわけで……。

　心の中であれこれ考えているあいだに、編集長は停めてあるバイクのほうへ移動していた。そして慣れた動作でエンジンをかけると、あっという間に夜の闇の中を走り抜けていく。

「おやすみなさい。と、と……とうご」

　誰も聞いていないのに、ひとりで呟いた彼の名前に盛大に照れた私は、沸騰しそうな顔を両手で押さえ、胸の中で黄色い声を上げながら悶もだえていた。










事故とイケメン室長




「レコーダー、オッケー。資料と原稿、オッケー。あとは、お財布とスマホと……」

　長かった連休が明け、久々の出勤となった木曜日。いまだ編集長とのデートの余韻から覚めやらぬ私は、持ち物を入念にチェックしていた。

　早速忘れ物のひとつでもしようものなら、呆れられること間違いなしだもんね……。

「よし。大丈夫」

　メイクや髪型も〝いつも通り〟を心がけて家を出ると、外はいい天気だった。あとは、会社で彼を見かけた時に動揺しないようにしなければ……なんて気を引き締めながら、朝陽の中を歩く。

　渡部くんには、いつ連絡しようかな。早いほうがいいよね……明日の夜とか、誘ってみようかな。でも、週末だから、和田さんとの予定があったりするかな？

　ふたりのことを思うとやっぱりまだ憂鬱で、俯きがちになってしまう。そんな状態のまま会社の前に着き、なにげなく顔を上げた瞬間――。

「え……？」

　私は思わず声を漏らし、眉根を寄せて目を凝らした。目の前に広がる光景が信じられなくて、呆然と立ちすくむ。

　なに、これ……。

　見慣れた会社に大きなトラックが後ろ向きに突っ込んでいて、一階のほぼ半分と、トラックの荷台が、ぐしゃりと潰れていたのだ。

　よく見れば、周囲にはパトカーが数台と警官が何人かいて、この惨状をメモに書きつけたり、社員に質問したりしていた。

　異様な雰囲気の中、不安げにその様子を見守っている佐藤さんの姿を見つけた私は、すぐに事情を聞こうと彼に駆け寄る。

「一体なにがあったんですか？」

　佐藤さんは私に顔を向けたあと、事故現場に視線を投げ、静かに語る。

「俺も事故が起きた瞬間は見てないんだけど……。どうもあのトラックがここでＵターンしようとして、その途中でブレーキとアクセルを踏み間違えたらしい」

「ブレーキとアクセルを……」

　悲惨な状態を見る限り、かなりのスピードだったのだろう。その時のことを想像すると、背筋に冷たいものが走る。

「あの、怪我人はいないですよね？」

　潰れた一階部分は幸いにも、配達用の自転車が並ぶガレージだ。朝からそこに用のある社員はいないはず、と思って佐藤さんに尋ねる。

「それが……いたんだよ、ふたり」

　心苦しそうに言って、佐藤さんは眼鏡を押し上げた。

　そんな……この事故に巻き込まれた人がふたりもいるの？

「誰なんですか？」

　さっきから〝彼〟の姿が見えないけれど、まさか、違うよね……？

　ごくりと唾を飲み、佐藤さんの言葉を待つ。

　彼は私に目をやると、ためらいがちに口を開いた。

「専務と、菊治さん。専務は自転車の点検中、菊治さんは掃除をしている最中のことだったらしい。病院につき添ってる編集長からさっき怪我の状況を聞いたけど、ふたりとも入院が必要みたいだ」

　専務と菊治さんが入院！　ふたりとも、そんなことになっているだなんて……。

「あ、あの！　私もその病院、行ってもいいでしょうか？」

　専務にはご家族がいるから、きっと誰かが駆けつけてくれているだろうけど、菊治さんはひとり暮らしだったはず。編集長はこの非常時につきっきりっていうわけにもいかないだろうし、私だけでもそばにいられたら……。

「うん。通常の仕事ができるようになるにはまだ時間がかかりそうだし、ここにいてもやることはないからいいよ」

「ありがとうございます」

　佐藤さんからふたりの搬送先の病院を教えてもらうと、すぐにタクシーを拾って乗り込んだ。

　ふたりともどの程度の怪我なんだろう。入院するってことは、そんなに軽くはないってことだよね……。

　大きな心配を胸に抱えながらタクシーに揺られること二十分。到着した総合病院の自動ドアが開くのももどかしく思いながら、ナースステーションまで走った。

　そこで教えられた菊治さんの病室に向かうと、長い廊下の途中の壁に、背中を預けて腕組みをしながら立つ編集長の姿を見つけ、迷わず駆け寄る。

「編集長！」

　私の声に振り向いた彼は、無言で腕を解き、こちらを見つめた。その表情は暗く、あまりいい予感はしないけれど、聞かずにはいられない。

「専務と菊治さんの怪我の状態は？」

「ふたりとも膝しつ蓋がい骨こつの骨折。専務のほうは、最低でもふた月は入院しなきゃならないらしい。さっきようやく話せる状態になったところで、今は奥さんと社長がついてる」

　落ち着いた様子でそう語った編集長に、私は暗い顔で頷く。

　ふた月も入院だなんて……でも、奥さんと社長がついてるなら大丈夫だよね。

「菊治さんは？」

「菊爺は、専務よりも軽い骨折だ。一ヶ月程度ギプスで固定すれば治るらしい。だが、もう歳だからな。医者に『自転車に乗る仕事は辞めたほうがいい』と言われて、ちょっと元気がないんだよな」

　編集長が、重たい口調でそう言った。

　そんな……。今まであんなに元気だった菊治さんが、もう配達の仕事をやれないだなんて。『あと二十年は配達してやる』って息巻いて、編集長と喧嘩しながら働く菊治さんは、いつも生き生きとして楽しそうだったのに。

「……さて。そろそろ俺は戻らないと。お前は、菊爺についててやってくれないか？」

「はい。わかりました」

　元気のない菊治さんに、どんな顔をして、なんて言葉をかけたらいいのかわからない。でも、ひとりじゃきっと心細いだろうし、なにより菊治さんの顔が見たい。

　それから会社に戻る編集長と別れ、私は病室の前でごくりと喉を鳴らし、少し緊張しながらドアをノックした。すると、中から「はい」と短い返事が聞こえて、私は極力不安な顔をしないように注意しながら部屋に入った。

「菊治さん、お加減はどうですか？」

　私はベッドに仰向けになり天井を見つめる彼に近づいて、静かに声をかける。

「おお！　北見さんが来てくれるとは。心配かけてすまなかったね」

　私の姿に気づいた菊治さんは、目元にくしゃりと皺を寄せて笑った。元気がないと聞いていたけれど、その笑顔はいつもと同じで、私はほっと胸を撫で下ろす。

「よかった。ちゃんとお顔見るまで、すごく不安だったんです……会社の状態が、あんなだったから」

　私はそう言いながら、ベッドの傍らにあった丸椅子を引いて座る。

「おいおい。いくら俺が老いぼれだからって、まさか死んだと思ったのか？」

「そんな縁起でもないこと、思ってません！」

　強い口調で否定すると、菊治さんはふわりと優しく笑った。

「ありがとう。北見さんは優しい子だな」

「心配してるのは、私だけじゃないです。会社のみんな……編集長も、すごく心配してて……」

　私の言葉を聞いた菊治さんは、急に強気な口調になる。

「透吾の奴、俺がもう今までのように仕事ができないから、気落ちしてると思ってるだろ？　そうだったら違うと伝えてくれ。お前に心配されるほど俺は落ちぶれちゃいないとな」

「菊治さん……」

　多分、嘘だよね？　本当は落ち込んでいるけど、編集長を安心させたくて、私にそんなことを頼むんでしょう？

「編集長のことは、全部お見通しなんですね」

　私が感心したように言うと、彼はベッドの上で得意げに頷いた。

「透吾は息子みたいなもんだからな。アイツの考えてることは大体わかる」

「息子、ですか」

「ああ。アイツはちょっと可哀想な家庭で育ったもんだから、よく俺の家でメシを食ったりしてたんだ」

『可哀想な家庭』？

　その言葉は少し引っかかったけれど、菊治さんにあまり沢山喋しゃべらせてしまうと身体に障るような気がして、私から尋ねることはできなかった。

　けれど、話し相手がいることが嬉しいのか、それから菊治さんは、子供の頃の編集長との思い出を懐かしそうに語った。しばらく耳を傾けていると、話の中の編集長が次第に成長して社会人になった。その時、菊治さんが思い出したように言う。

「そういえば、あの綺麗な彼女は気の毒だったな……。確か、ネイリストとかいうハイカラな職業の」

「ネイリストの彼女……」

　編集長の元カノで、美人なネイリスト。その情報で、私の頭の中に取材先の式場で会った留美さんの姿が自然と像を結んだ。

　確か、編集長と彼女は結婚話が途中でダメになってしまったんだっけ……。もしかして、菊治さんはそのことについてなにか知っているのかな？

　私は詳しく聞きたいのをこらえて黙っていたけれど、それを知ってか知らずか、菊治さんのほうから事情を話してくれた。

「彼女は結婚しても仕事を続けたかったのに、透吾の父親と母親がそれを許さなかったんだ。専業主婦になれ、の一点張りでな」

　専業主婦に？　古風な考え方のご両親だったということ？

「ご両親は、どうしてそんなことを？」

「さあな。恐らく、幸せの意味をはき違えているんだろう。でも、透吾も透吾だ。親の言いなりでそのまま彼女を手放すなんて、男のやることじゃない」

　今でもそのことを許せないのか、菊治さんは吐き捨てるように言った。

　専業主婦を強要するご両親に、その言いなりの編集長。にわかには信じられないけれど、式場での留美さんと編集長の会話を思うと、嘘ではないのだろう。

　いろいろな情報をいっぺんに与えられ、複雑な気持ちを抱え黙っていると、菊治さんは静かに口を開く。

「アイツが結婚する姿は死ぬ前に見ておきたいが、きっと透吾の嫁になる女性は苦労するだろうな……」

　彼の言葉がずしりと重たく胸にのしかかり、私は膝の上でぎゅっと拳を握った。

「あの、それって本当に編集長はご両親の言いなりになって……」

　遠慮がちに尋ねようとした時、バッグの中でスマホが震えていることに気がついた。噂をすればなんとやら。編集長から電話だ。

「あの、ちょっとすみません」

「透吾か？　あっちも後処理が大変だろうしな」

　心配そうにする菊治さんに頭を下げて、急いで廊下の隅にある携帯電話利用スペースへと移動した私は、画面に指を滑らせ、スマホを耳に当てた。

「はい、北見です」

『俺だ。病院なのに電話して悪いな』

「いえ。移動したので大丈夫です。菊治さん、思ったよりずっと元気そうでしたよ。編集長の悪口いっぱい言ってましたし」

　すると、笑ったのか彼の息が耳元で聞こえた。

　少しは、気分が軽くなったかな……。

『そりゃいい情報だ、サンキュ。菊爺がそれくらい元気なら、お前一度こっちに戻ってこれるか？』

「え？　はい、戻れます。もう、普段通り仕事ができそうなんですか？」

『いや、それはさすがにまだなんだが……』

　編集長はそこで言葉を詰まらせた。

　彼がこんな歯切れの悪い言い方をするのは珍しいな、と思いながら耳を澄ましていると、電話の向こうで聞き慣れない男の人の声がした。

「近くに警察の人でもいるんですか？」

『警察？　ああいや、それよりも厄介そうな人だ』

「厄介そうな人？」

　そう言われても、全然想像がつかないんですけど……。

『お前もこっちに来てみればわかる。とにかく早く戻ってきてくれ』

　それで通話は終わったけれど、なんだかハッキリしないことが多くてスマホを見つめたまま首を傾げる。

　なんとなく、編集長の声がすごく疲れているように聞こえたけど、事故の処理に追われた大変さからかな？

　私はとりあえず病室に戻って、菊治さんに会社に戻る旨を伝えた。すると彼は、去り際の私を引き留める。

「北見さん、会社に着いたら透吾に言っといてくれ」

「なにをですか？」

「自転車がダメなら、歩いて配ればいい。俺はあと二十年、仕事を続けてみせるってな」

　ニッと笑って歯を見せた菊治さん。

「わかりました。しっかり伝えますね」

　私も笑顔で返事をして、病室を出た。

　さっき菊治さんから聞いた、編集長と留美さんの話が気になる。でも、今は菊治さんと専務の怪我の回復を祈ることと、会社がこの危機をどう乗り越えるか、いち社員としてちゃんと考えることのほうが大事だよね。

　私はひとり頷き、急いで病院をあとにした。




　会社に戻ってみると、建物に突っ込んでいたトラックも、警察官も姿を消していて静かだった。潰れた一階部分から目をそらすようにして会社に入り、すぐに二階のオフィスへと向かう。

「ただ今戻りまし、た……」

　ドアを開けてすぐ、その異様な雰囲気に驚いて言葉が尻すぼみになってしまった。取材や営業で出ていることが多く、いつも一堂に会することなんてほとんどない社員が、全員自分のデスクに座って黙りこくっている。

　あんな事故があったからかな……？

　私もすごすごと自分の席に着き、姿勢を正した。ちらっと編集長に視線を向けると、デスクの電話で誰かと話していて、通話が終わるのと同時に一度私のほうを見た。

　けれど、なにか様子がおかしく、その目はすぐに伏せられてしまう。

　その時、ドアがガチャッと開いて、ふたりの男性がオフィスに入ってきた。

　ひとりは、私もよく知る人物。小太りで頭の毛が寂しい五十代後半の彼は、我が出版社の社長。

　そんな彼が後ろに従えているのは、なにやら場違いな王子系イケメン。

　年齢は三十代前半だろうか。百八十センチはありそうな高身長に、細身のスーツがよく似合うスリムな体型。ダークブラウンの髪をさらさらと揺らして歩く彼は、切れ長の瞳からデキる男オーラを漂わせ、口元には柔らかい笑みを浮かべている。

　うーん……この人、何者？

　私たちのデスクのあいだを横切り、編集部と営業部のちょうど真ん中に立つと、社長と謎の男性は私たちを見渡した。いつの間にか立ち上がっていた編集長と営業部長もその傍らに並び、オフィス内が物々しい雰囲気に包まれる。

　そんな中、社長が一歩前に出て、ひとつ咳払いをしてから話しだす。

「おはようございます。みなさんも、もうご存知かとは思いますが、今朝、会社で大きな事故が起きました。壊れてしまった一階部分の弁償や、怪我を負ってしまった専務と菊治さんの治療費等、現在相手方と警察、それから保険会社の方を交えて話し合っています。でもうちの負担はありませんので、心配しなくていいでしょう」

　社員はみんな静かに聞いているけれど、お金のことよりその隣の人は？という目をしている。

　本当に、誰なんだろう。女性社員の中には、うっとり見惚れている人もいるくらい美形な顔立ちの彼は、一見俳優かなにかに見えないこともない。そんな人が、この小さな出版社になんの用があるの？

「そして、このような緊急時に紹介することになり大変申し訳ないのですが、今日から我が社で働いてもらうことになった彼を紹介します。では、石いし神がみくん」

『石神くん』と呼ばれたその人は、一歩後ろに下がった社長と入れ替わるように前に出ると、私たちに一礼してから口を開いた。

「石神 悟さとると申します。着任早々の事故には大変驚きましたが、これから〝経営戦略室・室長〟として、編集部と営業部の統括、社長や専務の補佐をメインに働かせていただきます。どうぞよろしく」

　経営戦略室・室長？　やたら長い役職名だな。それにしても、なんで突然そんな役職を作ったんだろう。

「もともと私は、夕ゆう陽ひ新聞の営業部に在籍していたのですが、社長から熱心に声をかけていただき、今回このようなことに」

　社長と視線を合わせながら、室長はそう語った。

　へえ、夕陽新聞って全国版じゃない。そんな大手から、こんな小さな会社に来るなんて、ちょっと変わった人……なのかな。

　そんなことをぼんやり考えていると、社長が彼の背中をぽんと叩いて言う。

「石神くんは、ここ数年の夕陽新聞の業績を伸ばした立役者だ。必ず我が社をいい方向に導いてくれるだろう。みんな彼の助言や提案には必ず従うように」

「ご期待に応えられるよう、全力を尽くします」

　室長がしなやかな動作で社長に向かって頭を下げると、社長はうんうんと満足げに頷く。その様子から、社長が室長に寄せている信頼の厚さが伝わってきた。

　そして社長は、最後に編集長と営業部長に対し、これからの指示を出した。

「それでは、とりあえず男性陣は下の瓦が礫れきの片づけ、女性のみなさんは関係各所への連絡等をお願いします。そのあとの動きは、追ってお知らせします」

「わかりました」というふたりの返事を聞き、社長はオフィスをあとにした。

　やっと肩の力が抜ける……と気を緩めそうになったけれど、なぜだか室長は一向に出ていく気配がない。

　それを不思議に思っていると、今まで浮かべていた笑みをスッと消した室長がオフィス全体を見渡し、こんな言葉を口にした。

「編集部と営業部のみなさん。これから、いくつか私の言う通りにしていただきたいことがあります」

　な、なんか社長のいる時と、表情が変わったような。さっきまでにこやかだったのに、急に温度が低くなったというか……。

「まずひとつめ。報告、連絡、相談、以外の私語厳禁」

　えぇぇ!?　なんですかそれ？

　突如課せられたわけのわからない規則に、全員が揃ってどよめいた。けれど室長は臆することなく、話し続ける。

「そして、ふたつめ。特に編集部側。部屋が乱雑すぎます。私の机は両部署を見渡せるこの場所に置くことになりますので、すぐに整理するように」

　彼がいるのはオフィスの窓際、編集部と営業部のちょうど中心の位置。ということは、あそこでいつも目を光らせるってこと？　すごくやりづらそうなんですけど。

　とはいえ、部屋が乱雑だということに関してはなにも言い返すことができない。大体どの編集部員のデスクも、資料や作成途中の記事が散らばり、お菓子や飲み物も置いてある。特に女子の場合、可愛い文具でデスクをデコッていて、確かにごちゃごちゃしている感は否めない。

　怒られているのは編集部のほうだけ、ということもあり、編集長はどんな顔をしているのかとちらっと窺ってみると、気まずそうに自分の短髪を撫でていた。

　ちなみに隣の営業部長は、ちょっと誇らしげだ。……なんか、悔しいなぁ。

「それから三つめですが……」

　まだあるんですか？と、少々うんざりしながらも室長に注目すると、彼はその美しい顔をさらに引き立たせるような微笑を浮かべ、こう言い放った。

「上司と部下の恋愛禁止」

　……な、なんでそんなことまで、この人が。

　驚きと戸惑いを隠せず、思わず室長の傍らに立つ編集長を見つめてしまう。でも、彼はこのことをあらかじめ知っていたのか、平然としていた。

　電話口で『厄介そうな人』って言っていたけど、もしかしなくてもこの人のことだよね。それにしても、これって、本当に従わなきゃいけない規則なの？

　そんな取り決めを作った根拠を知りたいけれど、面と向かって聞く勇気がない。

　私がまごついて黙っていると、営業部のほうで誰かがスッと挙手をした。

「なにか質問ですか？」

「はい。どうして〝上司と部下〟という組み合わせに限るのかなと思って」

　室長のオーラにも全く動じずに堂々と立ち上がったのは、いつもクールかつドライな先輩、理恵さんだ。

　さ、さすが理恵さん。カッコいい……！

　しかし、その問いは想定内だったようで、室長は相変わらず微笑を浮かべたままだ。

「そうですね、当然の疑問なので、説明しましょう。要は、トラブル防止のためです」

　トラブル防止？　なんだか教科書通りの答えだけど、どういうことだろう。

「前の会社でこんなことがありました。上司が部下にセクハラで訴えられてしまうというものです。どうやら恋愛関係がこじれてそうなったようですが、その上司だった男は恋人も仕事も信頼も、全て失いました。しかし、優れた営業マンだった彼がいなくなったことで、痛手を負ったのは会社も同じでした。顧客が次々離れていき、売り上げが大幅に減少したのです」

　室長の話し方はなんだかとてもリアルで、理恵さんもそれ以上突っ込んだ質問はしなかった。私はその状況にぞっとしながら、引き続き彼の話に耳を傾ける。

「このフロアで失って困る人材は編集長、営業部長ぐらいでしょうか。ですので、あなた方ふたり……いや、独身は高槻くんだけでしたか。あなたさえしっかりしていればそんな問題は起きないと思いますので、くれぐれも部下を愛さないよう気をつけてください」

　室長は、最後に編集長を見て、念を押すように語気を強めた。

　な、なんでよりによって彼だけ……。

「……はい」

　知っていてわざと言っているのかと思うくらい集中攻撃されている編集長だけど、彼は顔色を変えずにただ短く返事をする。

「他に、質問や反論のある人は？」

　室長は再び私たちのほうに向き直ったけど、彼に盾突く勇気のある人なんてもういなかった。

　それがわかると、室長は満足げに口角を引き上げて、ぱちんと両手を叩く。

「では、理解していただけたようなので、早速オフィス環境の改善から始めてください。私はデスクが用意できるまでのあいだ、小会議室で仕事をしています」

　納得のいかないルールをいきなり強制して去ろうとする室長を、敵意むきだしの視線で睨んでも、彼は涼しげな顔をしていた。

　そうして出入口のドアが閉まり、彼がこの空間からいなくなった途端、張りつめていた緊張の糸が切れたのか、いくつものため息があちこちから漏れた。

　疲れたようにどかっと自分の椅子に座った編集長に、佐藤さんが近寄って尋ねる。

「あの人なんなの？」

「なんでも社長は、あの人が夕陽新聞にいる頃からその営業力や鋭い観察眼に目をつけていて、何度も引き抜きの話を持ちかけていたらしい。そんな逸材が来てくれたもんだから、社長はもう心酔しきってる。……困ったもんだよ」

　皮肉っぽく編集長が話すと、佐藤さんは肩を落とした。

「社長がそう言うんじゃ、どうしようもないな……」

「だな。んじゃ、さっさと部屋片づけるぞ」

　静かなオフィスにふたりの会話は筒抜けで、みんな彼には逆らわないほうがいいらしいとわかると、諦めたように自分のデスク周辺の整理を始めたのだった。




　私語禁止令が尾を引いて、非常に空気の悪いオフィス内。

　女性社員は社長に指示された仕事を早々に終え、みんな各々の作業をしていた。けれど、少し椅子がぎしっと鳴っただけでも目立ってしまうこの静けさに、逆に集中力を削がれる。

　いつもならみんな、もっと気軽に意見交換してるのにな……。

　そんなことを思いながらパソコンに向かっていると、誰かがスタスタと私のデスクに近づいてきた。

「亜子ちゃん、一緒にお昼でも行かない？」

　静寂の中に凛りんとした声を響かせたのは、先ほど室長に対して勇気ある発言をした理恵さんだ。

　お昼……か。もう一時を過ぎてるから確かにお腹はすいてるけど、なんだか休憩を取りづらい雰囲気。まだ外では男性陣が瓦礫の処理をしてるし、そんな中で私たちだけっていうのは、気が引けるな。

「心配しなくていいわよ。『こっちのことは気にしなくていいから、女性社員は休憩取れそうなら取りなさい』って今うちの部長から連絡があったの。ついでに、手軽に食べられそうなものでも彼らに買ってきてあげましょう」

　営業部長の指示があったんだ。それなら心置きなく休憩できる。

「そうなんですか。じゃあ」

「今日ばかりは外で食べたいのよね。ここじゃ安心して室長の悪口言えないし」

　理恵さんは、わざとらしく口を尖らせる。

「り、りり、理恵さんっ！」

　私は慌てて口元に人差し指を立てるけれど、編集部のみんなの視線はすでに理恵さんに集まっていた。それだけでなく、彼女に触発されたかのように、みんなぽつりぽつりと口を開きだす。

「やっぱり、おかしいですよね、あの人」

「見た目カッコいいけど、ちょっとね」

「編集長ばっかり怒られてて、なんか可哀想だったよねー」

「見た目カッコいいけど、ひどいよね」

　私語禁止令はどこへやら。あっという間に、室長の悪口大会が始まってしまった。

　……なぜかちょくちょく〝見た目カッコいい発言〟も挟まるけど。

　その様子に苦笑した理恵さんは、彼女たちに忠告する。

「その辺にしといたほうがいいわよ。あの極端な人のことだから、私たちを見張るために盗聴器とか設置してるかもしれないし」

「あ、ありえる」

　実際にはやらないと思うけど、もし後々そういうものが発見されても、不思議はないくらいの恐ろしさがあの室長にはあるのだ。

　急に黙った同僚たちは、〝続きは外で〟という風に目配せをして、次々にバッグを持ち、オフィスから出ていった。その背中を見送ると、理恵さんが言う。

「じゃあ、私たちも行きましょう」

「はい、お供します」

　私はこくりと頷き、バッグを手に立ち上がった。

　理恵さんとは部署が違うけど、時々こうして一緒にランチに出かける。ガールズトークで盛り上がるその時間は、楽しくて居心地がいい。

　私はほくほくしながら理恵さんに続き、会社をあとにした。




　ふたりで入ったのは、会社近くの小さな定食屋。

　素朴な木のテーブルに向かい合って座り、オーダーを済ませるなり、理恵さんがいきなりこんな質問を投げかけてきた。

「でさー、亜子ちゃん、いつから編集長と付き合ってるの？」

　お冷ひやを傾けていた私は盛大にむせた。

「な、なぜそれを……」

　げほごほと咳き込む口元をハンカチで押さえながら、上目遣いで理恵さんを見つめる。すると、彼女は鼻で笑い、しれっと言い放った。

「そんなの、今日のふたりを見てればわかるわ。編集長が前々から亜子ちゃんのことお気に入りだったのは、みんな知ってるし」

「お気に入り？」

「ええ。〝有能な部下に期待してます〟風を装ってるけど、亜子ちゃんを見る時だけ妙に目が優しいからバレバレ。でも、亜子ちゃんには彼氏がいたから、あの歳で報われない恋してる編集長にみんな同情してたのよ」

　にっこり微笑みながら教えられて、なんだか照れてしまう。

　そ、そんなの初耳だ。まだ入社二年目で失敗も多い私のことを気にかけてくれるのは、編集長の人徳だと思っていたけど、それだけじゃなかったってこと？

「で、いつ乗り換えたのよ。テレビ局の元カレから」

　理恵さんはテーブルに頬杖をつきながら、興味津々で聞いてくる。

「乗り換えた、ってなんか人聞き悪いですけど……一昨日おとといです。だから、お付き合い三日目にして、最大のピンチというか……」

　ため息混じりにこぼすと、理恵さんは思い当たったように言う。

「ああ、室長のあの発言ね。……って、まだ三日目なの!?　じゃあ本当に一番楽しい時期にとんだ邪魔者が現れちゃったわけだ」

　首を小さく縦に振った私を、理恵さんが憐あわれむような目で見た。

　それからしばらくすると料理が運ばれてきて、理恵さんは和風ハンバーグ定食の大根おろしにポン酢を振りかけながら呑気な発言をする。

「でも、編集長なら亜子ちゃんを泣かせるようなことはしないわよ。ようは室長にバレなければいいだけだし」

「あの室長に〝バレないように〟付き合うって、かなり難しそうですけど」

　自分の鯖さばみそ定食の鯖を箸でつつきながら答える。

　私もお魚じゃなくてお肉にすればよかったかなぁ。もっと胃にガッツリくるものじゃないと、元気が出ない気がする。

「まあ確かにね。でも、いいじゃない。デートはずっとお互いの家でいちゃいちゃしてれば」

　い、いちゃいちゃ？　思わず編集長との〝そういうコト〟を想像しかけて、火がついたように頬が熱くなる。

　一昨日、観覧車で交わしたキス……あれだけでも頭がくらくらして、溶けてしまいそうだった。それなのに、いろいろと経験がありそうな十二個も年上の彼と、それ以上のこととなると、もう考えただけで心臓が止まりそうだ。

「その反応。編集長とはまだなのね、うわー、初々しい」

　理恵さんはハンバーグを頬張ったまま、なぜか嬉しそうに悶える。

「か、からかわないでください！　昼間に話すことじゃないですし！」

　私はむくれながらお茶碗を持ち、赤くなっているであろう顔を隠すようにご飯をかき込む。

「ふふ、ごめんね。でも、からかってるんじゃないのよ？　……本当に、羨ましいの」

　ぽつりとこぼした理恵さんは明るい顔をしているけれど、今の『羨ましい』にはなにか深い事情があるような気がする。

「理恵さん、旦那さんと喧嘩でもしたんですか？」

「……ちょっとね」

　曖昧に微笑んだ彼女は、それから静かに語りだした。

「私、仕事が楽しくて、残業も休日出勤もあんまり断らないでいたのよね。当然疲れるから、家に帰ればすぐに寝ちゃって。……そんな日が少し続いた時に、今まで私の仕事になにも口を出さなかった旦那が言ったの。『これじゃ、なんのために結婚したのかわからない。もっと夫婦の時間を作ってほしい』って」

　理恵さんがいつもトップクラスの営業成績なのは、やっぱりそれなりの時間を仕事に割いているからなんだ。

「それで『仕事を辞めろってこと？』って聞いたら、旦那が黙り込むのよ。本心では辞めてほしいと思ってるのかしらね。でも、私にはそんな気ないし……その日から旦那とぎくしゃくしたまま」

　本当は切ないはずなのに、彼女はわざとふふっと笑い、「ご馳走様」と言って箸を置いた。

「同じ家に住んでてそれって、つらくないですか？」

「まぁね。でもさ、長く一緒にいればいるほど、つまらないことで意地を張って素直になれなかったりするのよね」

　そっか。バリバリ仕事をこなす理恵さんでも、旦那さんとのことはちょっと不器用になるんだ。そういえば、前に給湯室で意味深なことを言っていたっけ。

『無理して両立しようとしても、上手くいかないもんよ……私がそうだから』

　きっと、旦那さんとの心のすれ違いがある状況に、理恵さんは苦しんでいたんだ。

「どうして私に話してくれたんですか？」

　食事を終え、テーブルを挟んだ先の、どこか寂しそうな彼女に聞く。

　編集部の私に営業部の大変さはわからないし、なにより私は理恵さんとは真逆のことで悩んでいるようなお気楽お花畑ＯＬ。それを彼女自身知っていて、からかってくるくらいなのに。

「さっきも言ったでしょ？　羨ましいのよ、仕事に支障をきたすくらい恋愛に情熱を傾けられる亜子ちゃんがね」

「そんな、私は多分社会人として未熟なだけで……」

「お互いを足して二で割ったらちょうどいいのかしらね。でも、きっと編集長は、どんなあなたでも溺愛すると思うけど」

　いたずらっぽく笑い、理恵さんは伝票を持って立ち上がる。

　彼女の薬指に光る銀のリングを見る度いつも思っていた。理恵さんは、仕事と恋愛、両方の幸せを手にしている憧れの先輩。羨ましいなって。だけど、彼女も複雑なんだ。いつもクールで堂々としているから、気がつかなかった。

　定食屋を出て男性陣への差し入れをコンビニで買った私たちは、会社へ向かって歩きだす。その道すがら、私は理恵さんの隣でぽつりと呟く。

「ワーク・ラブ・バランス……。きっと、働く大人みんなが悩んでることなんですね」

「そうね。でも、私はまだ諦めないよ。今こうして落ち込んでるのって、旦那のこと好きだから、理解し合いたいからだと思うの。だから、頑張ってみる」

「やっぱり、理恵さんは憧れの存在です。女性社員の希望の星！」

　私よりも少し背の高い理恵さんを見上げて力説すると、彼女は大真面目な私の顔を見て吹き出す。

「それは言いすぎよ。……なにか下心あるんでしょ」

　理恵さんにじろりと睨まれて、私は舌を出した。

「あ、バレましたか。その調子で、室長の考えも変えてほしいな、と」

　私の都合のいいお願いには、さすがの理恵さんも首を縦に振ってくれない。

「うーん、それは難しい相談ね。でも、あんなくだらない規則を偉そうに語れるあの人こそ、なにか心に闇がありそうよね」

「ええ？　そもそも、性格に問題があるんじゃないですか？」

　私はげんなりした表情で言った。

　闇があるとしたら、簡単には暴けないくらい深くて暗そうだ。できれば関わりたくないな。

「まあどちらにしろ、編集長とは当分、こそこそ付き合うしかないわね」

「……やっぱり、そうですよね」

　肩を落として大きなため息を吐き出す私を、理恵さんは面白がるような目で見つめる。

　彼女のおかげで必要以上に深刻にならずに済んだけれど、編集長とのこれからに不安が拭えないことに変わりはない。

　上司と部下の恋愛禁止令、編集長はどうするつもりなんだろう。たったひと言でいい。なにか、私を安心させてくれる言葉をくれないかな……。




　その日は結局定時まで編集長と言葉を交わすことはできず、帰る直前にパソコンに送られてきたメールを見て、私はさらに意気消沈していた。

　……これ、やっぱり、室長の影響だよね。

　メールのウインドウを閉じて、なにげなく編集長のデスクを見る。瓦礫の処理がひと段落したあと、彼はずっとオフィスで無言のまま事務仕事をしていて、たとえ業務のことでも話しかけづらい雰囲気を出している。

　今日は、ふたりで喋るの無理そうだな……。

　諦めた私はパソコンの電源を落としてバッグをつかみ立ち上がった。そして、まだ仕事中の同僚たちに「お先に失礼します」と頭を下げた瞬間、後ろで足音がしてふわりと彼の香りが鼻をかすめる。パッと顔を上げてその姿を探すと、彼はマグカップを手にオフィスを出ていこうとしていた。

　コーヒーでも淹れるのかな？　あ、ちょうどいい。あそこなら、誰にも気づかれずに会話ができる。

　廊下に出て、給湯室のドアが閉まったのを確認すると、私は周囲に人がいないことを確かめて、忍者のようにそっと近づく。ドアに耳を当てても話し声は聞こえない。つまり、ここには編集長がひとりでいるということだ。

　私が意を決して静かにドアを開くと、その音に反応して、シンクにもたれてマグカップに口をつけていた編集長がこちらを向いた。

「……北見」

「あの、お疲れ様です」

　挨拶をしながら後ろ手にドアを閉めると、なんだか悪いことでもしている気分になってくる。仕事終わりに恋人同士がちょっと会話をするくらい、別に悪いことではないはず。それなのに、必要以上にドキドキしてしまう。

　なかなか話を切りだせないでいる私に、編集長のほうから声をかけてきた。

「あのメール、確認したか？」

「はい。あれって、やっぱり？」

　さっき編集長から届いていたメール。それは、例のウエディング特集の最後の取材先には、私と編集長ではなく、私と佐藤さんで行くようにという指示だった。

　今度行く式場は、カラードレスの豊富さが売りで、いろいろなドレスを実際に見せてもらう予定だったけれど……。

「まぁな。場所が場所だし、俺が一緒に行ったら多分余計なことして遊びそうだから、外れることにした」

「遊ぶって？」

　上目遣いで編集長に尋ねると、彼はふざけた口調で言う。

「ドレスなんか取材したら、確実にお前に着せたくなるだろ。しかもその姿見たあとでふたりきりになるタイミングでもあろうものなら、あの室長に怒られるようなことしそうだしな、俺」

　彼が意味ありげに私を見つめるものだから、さっきからうるさい心臓がさらに激しく鳴り始める。

　室長に怒られるようなこと……って。そ、想像しちゃダメ、私！　この狭い空間で赤面したら、絶対にバレる！

「まあ、とにかく」

　コーヒーのいい香りを漂わせながら、編集長が一歩私に近づく。そして、空いているほうの手を私の頭の上に置き、ため息混じりに言った。

「しばらく、会社ではあんまり関わらないようにしたほうがよさそうだな」

「しばらくって……どれくらいですか？」

　思わず寂しい気持ちを表情に出すと、彼は困ったように笑う。

「そんな顔するな。実は近いうちに、社長が管理職のみんなを飲みに連れていってくれるらしいんだ。そこで、室長の考えをちゃんと聞いてみるつもりだから」

　大丈夫かな……なんとなくだけど、室長って人と馴れ合わない印象だから、正直に自分の思っていることを話してくれない気がする。それに、話してくれたところで状況が改善する気は全くしない。

　もし、もしもだよ。このままの状態が長く続いたとしたら、彼の気持ちが離れていってしまうなんてことはない？

　だって、渡部くんがそうだった。知らないあいだに〝別れている〟ことにされて、私はキープみたいになっていた。会えない恋人はいつか飽きられて、他の女の人がよくなっちゃう。男の人がみんなそういう性質だとしたら、またあんな思いをするかもしれないってこと？

「北見」

　浮かない表情の私を見て、優しく名前を呼んでくれる編集長。

　だけど、どうして今日は〝亜子〟じゃないの？って、我がままな思いに心をつつかれて、素直に顔を上げることができない。

「少しの辛抱だから、な？」

　そんな言葉とともに頭のてっぺんに温かいキスが落ちてきたけれど、私はいつまでも俯いたままだった。

　編集長は、全然不安じゃないのかな。勝手に心配して落ち込んでいる自分が、ひどく幼く思える。

「じゃあ、お疲れ」

　そして彼は、私の脇をすり抜け、給湯室のドアに向かう。

「……お疲れ様です」

　そしてパタンとドアが閉まると、私はため息をつかずにはいられなかった。その理由はもちろん、先が見えない不安……それと自己嫌悪。

　編集長を信じなきゃって思うのに、渡部くんのことがどうにもトラウマになっているみたいで、変な妄想を膨らませてしまった。名前で呼んでくれないからって拗ねてしまうなんて。……ここ、会社なのに。

　最後のキスは、きっとそんな私をなだめるために、仕方なく与えられたもの。面倒臭い女と思われても、文句は言えない。

「……なんか、勝手に自爆しそう」

　狭い給湯室でぽつりと呟く。

　付き合ったばかりで、まだお互いのことを知るために手探り状態の今、あんな規則に縛られるなんて。編集長はなにも悪くないのに、私ひとりでやきもきして、状況を悪化させてしまいそうだ。ああダメ、脳がまた恋愛に侵されていく。

　私は考えるのをストップして、とにかく家に帰って休もうと、給湯室を出た。










私にできること




　会社では話すこともままならないから、土曜には編集長から連絡がくるのではないかと期待していた。けれど、午後になってもそんな気配はなく、痺れを切らして私から電話をしたら、こう言われた。

『これから社長たちと飲みに行くんだ。前に伝えた、管理職の集まりで』

　仕事の延長だからか彼自身は気が進まないようだったけど、室長と話もしたいし、断るわけにはいかなかったそうだ。

　そして、日曜なら空いているとも言われたけれど、あいにく私のほうに友達との先約があり、週末は会うことができなかった。




　そして、彼とほとんど接触できない平日が始まり、迎えた水曜日。午後三時頃の現在、私は佐藤さんとともに、取材先の式場を訪れている。

　明るい照明を反射する磨き抜かれた床と、壁を覆うようにずらっと並んだ色とりどりのドレス。女性なら誰でも、入った瞬間にワクワクするであろう広い衣装部屋を、ゆっくりと見渡す。

「すごい数ですね。全部で何着くらいあるんですか？」

「常時、千着以上ご用意しております。サイズも豊富に取り揃えていますので、お客様に喜んでいただくことが多いです」

　そう話す衣装担当の女性は、なんだか誇らしげだ。

　そりゃそうだよね。この部屋には、女性の夢が詰まっているんだもん。

「千着かぁ、選びきれないなぁ。全部素敵で」

「よろしければ、ご試着されますか？」

「え？　いやいや、今日は仕事ですので……」

　私がやんわり断ると、後ろでカメラを構えていた佐藤さんが少し考えてから提案する。

「着てみれば？　〝我らが編集部の北見も思わずテンションが上がる綺麗なドレスの数々！〟とか、写真と一緒に紹介してみるのもいいかもしれない」

「ええっ!?　しゃ、写真はちょっと……」

　顔の前でぶんぶん手を振って渋る私に対し、佐藤さんはにこにこしながら口を開く。

「まあ使うか使わないかはクオリティ次第だから」

「クオリティって、なんのですか？」

　ぽかんとしながら聞くと、彼は悪びれもせずに言ってのける。

「君のドレス姿」

「あー……なるほど」

　佐藤さんらしいブラックジョークに、口の端を引きつらせながらも納得してしまった。

　つまり、たいして見栄えのしないドレス姿なら、写真を使うのは却下ってことか。なんとなく悔しいけど、そのほうが好都合だ。自分の写真が載るなんて恥ずかしいし。

「じゃあ、一着だけ……」

「よし！　スマホでも撮って編集長に送ってやろ」

　なんだか楽しそうな佐藤さんだけれど、今の発言って、もしや……。

「あの、佐藤さん、どうして編集長に？」

　動揺しているのがバレないように抑えめの声で尋ねると、彼はあっけらかんとした様子で答えた。

「そりゃ、今日一緒に来れなかったことに同情してだよ。飯沼に聞いたんだ。君らがとうとうくっついたって」

　い、飯沼って、理恵さんか！　口軽いんだから～！　しかも『とうとうくっついた』ってことは、佐藤さんも編集長の私への好意に薄々気づいてたってことだよね。

「あの編集長が、左右逆になってる写真に気づかないくらいだもんな。相当愛されてるよ、北見さん」

　それって、小林先生の件のこと？

「いや、あれは私の不注意で……」

「だとしても、それを上が見落とさなければいい話だ。というか普通は気づくよ、あんな堂々としたミス。多分だけど、彼氏のいる北見さんに片思いしてるの、結構つらかったんじゃないかなぁ。それでうわの空だったとか」

　佐藤さんは顎に手を当てて、勝手な推理を展開する。

「ま、まさか……」

　そんなわけないでしょう、と思いつつも、少し口元がにやけてしまいそうな自分がいる。

　人のミスを喜ぶなんて、褒められたものではない。でも、編集長はあまり悩んでいる姿とかを見せないから、そういう話を聞くと、少し安心する。私にわからないようにしているだけで、今回の室長の件も彼なりに困っているのかもしれないって。

　落ち込み気味だった気分がちょっと浮上したところで、気に入ったドレスも見つかり早速着替えた。その姿で佐藤さんの前に立ち、くるりと回ってみせると「意外といけそうだね」という失礼な感想を述べられた。彼はカメラで写真を数枚撮ったあと、予告通りスマホでも撮影して、すぐさま編集長にメールしていた。

　どんな反応が返ってくるだろう。

　そう思ってドキドキしたけれど、すぐに返信はこなかった。少々がっかりしつつも、とりあえずブライダル特集の取材に集中することにした。




　会社に戻ったのは、午後五時前だった。

　一階部分の壊れたところをせっせと直している工事業者の姿を横目に、階段をのぼる。そしてオフィスに入り、自分のデスクに荷物を置くと、隣の席の先輩が小声で話しかけてきた。

「編集長に、変な女の客が来てるよ」

　私語禁止令を一応気にしているのか、それだけ告げると先輩はすぐ机に向き直った。

　変な客？　誰だろう。そんな風に言われると、気になるんですけど。

　って、そのことをわざわざ私に教えるってことは、この先輩にも私と編集長の関係はバレているわけで……。もしかして、編集部員は全員知ってるのかな。だとしたら恥ずかしすぎる！　……あんまり、考えないようにしよう。

　それでも『変な女の客』と言われて気にならないわけもなく、私はそろそろと廊下に出てみた。来客がある場合、給湯室の奥にある応接室に通すことになっている。

　しばらく様子を窺っていると、ちょうど目的の部屋のドアが開いたので、私は慌てて手前の給湯室に入ってドアを閉めた。声を押し殺す私の耳に、近づいてくるふたり分の足音が入ってくる。恐らく編集長と例のお客さんだろうと見当をつけ、ふたりがこの部屋の前を通り過ぎるのを待った。

「本当にありがとうございます」

　女性の落ち着いた声がして、そのあとすぐ、編集長の声が続いた。

「いえ、そういうことなら付き合いますよ」

　……〝付き合う〟って？

　多分そういう意味ではないだろうと思ったけど、胸はドクドクと鳴りだす。ふたりの会話が気になり、私はドアに耳をぴったりとくっつけた。

　すると聞こえてきたのは――。

「あの日、高槻さんがお店に来てくれてよかった」

「まぁ、ミオさんと出会ったのはある種〝運命〟かもしれないですね」

　和やかに交わされる、ふたりの会話。けれど私の胸は、ざわざわと乱れ始めた。

〝運命〟ってなに？　〝お店〟って……？　ミオさんってどんな人……？

　私はふたりの足音が遠ざかるのを待って、給湯室を出る。そして一度オフィスを覗いたけどそこに編集長の姿はなく、外かもしれないと階段を下りていく。

　私はその途中で、決定的なものを拾ってしまった。

　それは、ピンク色の背景に黒のレースと蝶ちょうが描かれた、可愛いけれど明らかに夜の匂いがする名刺。

　そこには漢字で〝美み緒お〟という名前が書いてあった。

「嘘でしょ……？」

　編集長がキャバクラに？　確かに週末は会えなかったけど、まさかそのあいだに？それにしたって、どうして会社にまでキャバ嬢が来るんだろう。

　疑いたくないけど、こんなもの見つけちゃったら、不安だよ……。

　しばらく階段の途中で呆然としていたけれど、玄関の扉が開く音で我に返った私は、名刺を元あった場所に戻し慌ててオフィスに入った。

　編集長はそのあとすぐに戻ってきて、なに食わぬ顔で仕事をしていた。

　キャバ嬢と会ってから、恋人のいるオフィスで平然と仕事ができるものなの……？

　私はモヤモヤとしながらも、そのことをあまり考えないようにして、仕事に集中した。




　午後六時半頃、仕事を終えた私は、残業している編集長になにも聞けないまま、挨拶だけして退社した。浮かない気分でアパートに帰り着き、なんとなく家のことをする気になれず、ベッドにごろんと寝転んだ。

　……いつまで。いつまで、我慢すればいいんだろう。

　前に編集長が、室長たちと飲みに行くという話をしていたけれど、結局その報告もない。

　やっぱり、あの人と正面から話し合うなんてこと、無理だったんだろうな……。

　つまり、状況はなにも変わっていない。私たちは、ただの上司と部下として振る舞い続ける必要がある。

　それを物足りなく感じた彼が、キャバクラに行って、お気に入りの女性を見つけた、とか？　ううん、編集長に限ってそんな……。

　ひとりでいると、悪いほうばかりに妄想してしまう。

　こんな時、私はどんな行動を取ったらいいんだろう。知らないフリをして、ただただ耐える？　名刺を拾ったとハッキリ言って、彼を責める？

「……どっちも無理だよ」

　くぐもった声で呟き、目を閉じる。

　渡部くんの時のような痛みをまた味わうかもしれないと思うと、怖くて確かめられない。だからって、いつまでもひとりでわだかまりを抱え続けても仕方ないということもわかってはいる。

　今日はもうこのまま寝ちゃおうかな……食欲、ないし。シャワーは朝浴びればいいや。

　投げやりになった私は、寝返りを打った。その瞬間、玄関のチャイムが鳴り、目を見開いた私はがばっと身体を起こす。

「編集長？」

　もしかして、会いに来てくれたのかな？　キャバ嬢のこと、彼の口からなにか説明してくれるかも……。

　勝手に膨らんでいく期待が、私の足を玄関へと急がせる。そして鍵を外す時間すらじれったく思いながら開けたドアの先にいたのは――。

「久しぶり、亜子。元気にしてた？」

　少し前まで大好きだった人の顔を見た私の心の中は、驚きよりも落胆のほうが大きかった。今、私の脳細胞のほとんどが必死になって考えていたのは、彼ではなく編集長のことだったから。

「……渡部、くん」

　ぽつりと名前を呟いたけれど、表情は自然と強張ってしまった。

　なにしに来たの？　あんなにあからさまな浮気をしておいて、平然と会いに来るって、どういうつもりなの？

「なんの用？」

　彼の目を見ないように、視線を床に落とした状態で、冷めた声を出す。

「ごめん、亜子から連絡あるまで会いに来ちゃダメだとは思ったんだけどさ、そろそろ亜子が足んなくて、限界。……充電させて？」

　渡部くんは寂しそうに眉尻を下げ、甘えるような表情をする。私にしては冷たい態度を取ったはずなのに、全く気づいていないみたいだ。

　図太いのか呑気なのか、『充電』だなんて。そう言えば女の子が喜ぶと思ってるんだろうな。……私の他にもコンセント持ってるくせに。

「渡部くん、ちょうどよかった。話したいことがあるの」

　深刻そうに切り出す私に対し、彼はきょとんと目を丸くする。

「話したいこと？」

　会いに行く手間が省けてよかった。せっかくだから、彼との関係、ここでハッキリさせたい。

　私は大きく息を吸うと、彼の目を真っ直ぐに見て口を開いた。

「うん。単刀直入に言うと、別れたいの」

「え？　ちょ、ちょっと待って！」

　彼は焦りながらも、薄く笑っている。きっと冗談だとでも思っているのだろう。

　……そんな反応、よくできるよね。

「渡部くんさ、和田さんと付き合ってるんでしょう？」

　責めるような口調で、私は尋ねる。

「和田……？　あ、夏子ちゃん？　いや、全然、あの子はただの後輩で……」

　彼は眉根を寄せ、思い当たることはないというような表情で否定する。

　しらばっくれる仕草も、感心するくらいに名演技。そうやって上手くごまかそうとする度に、私の中に〝軽蔑〟の二文字が降り積もっていくのを、いっそ見せてあげたい。

「もういいよ……嘘つかないで？」

　疲れたように髪をかき上げ、私は頼み込むように呟いた。

「嘘じゃないって。なあ、とりあえず部屋に入れてくれない？」

　彼がなにか言葉を発する度に、浮かべている笑顔が胡う散さん臭くさく見えてくる。段々と苛立ちが募ってきた私は、さらに冷めた声を出す。

「そんなことする意味ないよ。もう、別れるんだから」

「だから、夏子ちゃんのことはなにかの誤解だって。とにかく、俺疲れてるから上がらせてよ」

　渡部くんは玄関を塞ぐように立つ私の身体をぐいっと押して、無理やり部屋に入ろうとする。

　……ホント、私のこと、なんだと思ってるんだろう。疲れてるなら自分の家に帰ればいいじゃない。それか、和田さんのところにでも行ってよ……。

「これ以上……」

　目頭から涙が込み上げそうになる。それを我慢しながら口を開いたら、声が震えてしまった。普通じゃない私の様子にようやく気がついたのか、靴を脱ぎかけていた渡部くんがこちらを振り返り、私の肩をつかんで自分のほうを向かせる。

「亜子？」

「これ以上、幻滅させないでよ！　一度は好きになった人のこと、悪く思いたくないっ！」

　感情を抑えられなくなった私は、思わず怒鳴ってしまった。

　和田さんとの浮気現場を目撃した時、私は彼の前に出ていって、罵ったり、引っぱたいたりすることができなかった。

　……だって、好きな人だったんだもん。大好きな人だったんだもん。

　最低なことをされたっていうことはわかってる。でも、それを口に出して彼にぶつけた時の、自分に跳ね返ってくる痛みのほうが怖かったんだ。こんな最低男を今まで本気で好きだったんだ、とか。これまで過ごしてきた楽しい時間は、いつから嘘だったんだろう、とか。

　確かに自分の中にあった恋心を、なかったことになんてできないから、彼を非難すればするほど、むなしさだけが残る気がした。だから、言葉は胸の奥に押し込めたんだ――。

　ズッ、と鼻をすすり、袖で涙を拭う。

　泣くつもりなんてなかったのに……。今、心が弱っているからかな。編集長のことで不安定だった感情のやり場がなくて、渡部くんにぶつけちゃったのかも。

「……ごめんなさい。泣いたりして」

　渡部くんから顔を背けて謝ると、濡れた頬にそっと手が添えられて、私の身体が小さく跳ねる。思わず見返した彼の瞳には、後悔の色が滲んでいた。

　また、演技なの？　それにしては、今度は下へ手たみたいだけど……。

「そういう亜子だから、きっと甘えてたんだ。俺」

　指の腹で私の涙を拭ってから、その手をスッと離して静かに渡部くんが言った。

「え……？　甘えてた、って？」

　鼻をすすりながら聞き返すと、彼は記憶を思い起こすように宙を見ながら、微笑を浮かべて話す。

「いつも、盲目的に俺のこと好きでいてくれてさ、亜子の笑顔が俺の癒しだったんだ。本当に。料理も上手いし、大人しくて天然っぽいのに、意外と床上手だったりしてさ」

「と、床上手って……」

　最後になんて冗談を言うのよ、まったく。

　気まずさから俯くと、上から深いため息が降ってきた。

「だからだろうな。ちょっとくらい、他で遊んでも、許されるような気がしてた」

「そんな、浮気を許す人なんて、いるわけないじゃない……」

　ぼそぼそと低い声で呟いた私に、渡部くんは自嘲するように「……だな」と返した。

「最初は俺もそう思ったから、酒の勢いで夏子ちゃんと浮気しちゃった時、亜子にちゃんと話そうとしたんだ。確か、今月の初め頃」

　それってもしかして……『大事な話がある』って突然私の家を訪ねてきた時のこと？そういえば、あの夜は結局、大事な話のことは『忘れて』って言われたんだ。

　記憶を辿ってはっとなった私は、ショックを隠しきれずに彼を見てぽつりとこぼす。

「連絡を断つ前から、もう浮気してたんだ……」

「ごめん。しかも、言おうと思ってたのに言えなかった。亜子のこと手放したくなかったから」

「そんな、勝手だよ」

　あの夜、いつもより悩んでいる様子で、私を求めてくれたこと、すごく嬉しかった。でもそれは、浮気の事実や、罪悪感を隠していたからだったんだ……。

　なにも知らなかった過去の自分を後悔していると、渡部くんは私から少し離れて口を開いた。

「今までありがとう。亜子の肉じゃが、めっちゃ好きだったよ」

「……私は家政婦ですか」

　ぷいっとそっぽを向くと、渡部くんが寂しそうに微笑む。

「そうやって拗ねても、あとで寂しくなって自分からすり寄ってくるんだよな。あー、いろいろ思い出すと、未練残る」

　その台詞は、演技……ではない、と受け取っておくことにしよう。最後の最後まで嘘ばかりの関係だったとは、思いたくないから。

　だけど、未練を残されるのは、正直困る。

「私のことは、ちゃんと過去にして？」

　顔を上げてお願いすると、渡部くんは苦笑して私に聞いた。

「あ、もしかして好きな人いる？」

　なんとなくハッキリ答えづらい質問に、私は黙り込んでしまう。そんな私を見て、渡部君は察しがついたようだった。

「なんだ、そっか。じゃあ、亜子は今幸せなんだ」

　少しがっかりした様子の彼に言われ、私はすぐに首を縦に振ることができなかった。今日、会社で耳にした編集長と美緒さんの楽しそうな会話が脳裏をよぎり、忘れかけていた不安が舞い戻ってきたから。

「……うん」

　それでもなんとか頷いたけれど、渡部くんは目ざとく突っ込んでくる。

「なんだよ、今の間」

「別に、ちょっとぼうっとしてただけだよ」

　明るい表情を作った私に、渡部くんは少し不満げな顔をする。

「ふうん。怪しいけど、亜子が悩んでても、俺にできることはもうなにもないもんな」

　そう。編集長についての悩みは、渡部くんには関係のないこと。これは、私自身がどうにかしなければいけない問題なんだ。

「うん。そうだね」

　向き合った私たちは、いろいろな感情を溶かし込んでいるにしても、どちらも笑顔。気持ちよく、とはいかないけれど、これで本当にお別れだ。

「じゃあ、元気で」

　そう言って片手を上げた彼に、私も同じように小さく手を上げた。

「うん。仕事頑張ってね」

「亜子もな。うちの会社にもあの新聞届くから、亜子が今頑張ってる冬のブライダル特集ってやつ、楽しみにしとく」

　応援してくれた彼に、私は素直にお礼を口にする。

「ありがとう」

　その会話を最後に、渡部くんの後ろ姿と靴音が遠ざかっていく。

　大好きだった彼との別れをこんな風にあっさりと受け入れられているのは、他でもない、編集長のおかげだよね。いつも高いところから降り注ぐ温かい視線に守られて、今の私はつらいこと、ショックなことを、その半分くらいの痛みでやり過ごすことができているのだから。

　渡部くんじゃないけど、もしかして私、編集長に甘えすぎてる？　不安を和らげてほしいとか、室長のことをどうにかしてほしいとか……〝ほしい〟ばかりになってない？

　私は彼よりずっと年下で、仕事上でも部下だけど、だからといって、なにもかも待っているだけじゃ、状況は変わらないような気がする。

　私にできること……きっと、なにかあるはず。

　さっきまで無気力だったのが嘘みたいに生気を取り戻した私は、部屋に戻るなり、なにかに突き動かされるようにノートパソコンを開いた。

　ブライダル特集を任された時、この仕事だけはちゃんとやり遂げたい、失敗してなるものかと意気込んだ。だから、恋愛とか余計なものはとにかくそれが終わってから！としか考えていなかった。

　でも、仕事ってそういうものじゃないよね。ひとつを終えたら、また次へ。毎日それを繰り返しながら、成長していくものだ。それと並行して恋愛をするのはとても難しいことだけれど、大切な人の存在は人生を彩り、私たちに生きる意味をくれる。

　なのに、恋愛がいつしか仕事の邪魔になって、壊れる関係があるのも事実。そのバランスを必死で同じにしようとしすぎて疲れて、どちらか一方を諦めてしまう人もいる。

　でも編集長が以前私に教えてくれたように、たとえどちらかを排除しても、いつか同じ壁にぶつかってしまうと思うのだ。だったら、仕事と恋愛のどちらも諦めずに済む方法はないだろうか。

　そんなことを考えながら、白紙のページに打ち込んでいく文字は、沢山の人と関わり合う毎日で、私の中を最近ずっとぐるぐると回っている疑問。

　どこにも正解はないだろう。でも、答えの出ない問いに立ち向かうことは、決して無駄なことじゃない。答えを導き出す過程に、大切なことがいくつも隠されていると思うから……。

　一心不乱にキーボードを叩いていた私は、トンッとＥＮＴＥＲキーを押し、一番上に戻ってその文字を目で追った。

【街の人、百人に聞きました。～恋と仕事は両立できますか？～】

　ついさっき、ひらめいたんだ。この疑問に対して真剣に悩むことに、いつも『skiptown』を読んでくれている人たちを、巻き込んでみたらどうかなって。

　……この企画書が完成したら、編集長に提出してみよう。

　ボツにされるのが怖くていつも無難な案ばかりを出していた私が、こんな風に本気で自分がやってみたい企画を提出するのは、実は初めてのこと。

　だけど、この企画は絶対に通したい――。

　ブライダル特集もまだ終わっていないけれど、今の私ならきっとできる。

　そう思った途端、身体中からやる気がみなぎってきて、その日の私は夜遅くまで、パソコンと睨めっこをし続けた。




　つい二の足を踏んでしまい、キャバ嬢のことを聞き出せないまま迎えた金曜日。私は試行錯誤して作り上げた企画書を手に、会社の中をうろうろしている。朝一で編集長に提出したかったのに、外出やら会議やらで席を外していて彼がなかなかつかまらず、気がつけば終業時刻になってしまった。

　行動予定のホワイトボードは無記入だけど、もう退社したということはさすがにないだろうし、社内にいるはずなんだけどな。

　小さなビルだから、探す場所もそんなに多いわけではない。まだ見ていないのは社長や専務の部屋がある三階部分と屋上だけだ。

　考えながら階段をのぼろうとすると、ちょうど三階から下りてくる室長と出くわした。

　予告通り編集部と営業部のあいだに彼のデスクは置かれ、監視されているような職場環境にみんな毎日びくびくしている。

　紳士服売り場のマネキン以上にスーツが似合っている室長は、今日も恐ろしいくらいにイケメンオーラ大放出。近づくと静電気みたいにピリッとするんじゃないかな。

　そんなバカげたことを本気で心配して、少し離れたところから挨拶をする。

「お疲れ様です」

「ああ、お疲れ様。君、北見さんだっけ」

　にこりともせずに言った室長に、怯おびえながら返事をする。

「は、はい」

　ヤバい、すぐに通り過ぎようと思っていたのに、まさか話しかけられるとは。

「それ、企画書？　ちょっと見せてもらえますか？」

　私の手元を覗き込んだ室長が、手のひらをこちらに向ける。

「えっ？　その、まだ編集長にも提出していないんですけど」

　なんとなく室長に見せるのが憚はばかられて、手にしていた企画書を胸にぎゅっと抱く。

「構わないよ」

　いや、こっちが構うんですけど！

　心の中で冷や汗をかきつつも、有無を言わさぬ迫力のある彼の微笑の前では、差し出す以外の道はない。

「どど、どうぞ」

　相当な時間悩んで書いたとはいえ、きっと粗だらけのはず。室長のことだから、問題点を一気に見つけて、ねちねちと攻撃してくるんだろうな……。

　その攻撃に耐えるべく、心に分厚めのバリアーを張っている途中のこと。

「……悪くないですね」

「へ？」

　予想外すぎる反応に思わず呆けた声を漏らすと、彼の目と薄い唇が綺麗な弧を描いた。

「もちろん私は〝できない派〟ですが」

　……でしょうね。

　心の中で盛大に頷いていると、室長は企画書を私に返す。

「その考えを変えてくれる意見に出会いたいものです」

　そして彼は穏やかな瞳で私を見つめた。

「考えを、変える？」

「ええ。本当は私にだって、ウサギをいじめる趣味はないんですよ？」

　そう言って微笑まれても、私は意味がわからなくて首を傾げることしかできない。

　ウサギって、誰のことを指してるんだろう？

「ところで君は、なぜこの階に？」

「あ。編集長を探してるんですけど、どこにもいなくて」

「ああ、彼なら女性とどこかに出かけていきましたよ。私は社長室にいたのですが、彼らがバス停のほうに向かって歩いていくのが窓から見えました」

「女性と、出かけた？」

　私は表情を曇らせ、ぽつりと呟く。

　その女性に心当たりがある私は、嫌な予感が急速に胸の中に広がっていくのを感じた。

　その女性って、このあいだの、キャバ嬢？　だとしても、こんな早い時間からどこへ行くっていうの……？

「気になるなら、追いかけたらどうですか？」

　私の心を見透かしたかのように、室長が提案する。これは罠だろうかと疑ってしまうけれど、ポーカーフェイスな彼の表情から感情を読むのは至難の業だ。それに……。

「……いいです。私、他にもやらなきゃいけない仕事があるので」

　編集長のことを信じたいけど、この短期間に何度も会っているとなると……いっそう真相を知るのが怖い。それに、今の私は、この企画以外にも特集を抱えているんだ。今は自分の成長のためにも仕事に集中したい。単なる〝逃げ〟だと言えばそれまでだけど。

「そうですか。仕事熱心なのはいいことです」

「はい。企画書、見てくださってありがとうございました」

「いいえ。その企画が実現することを祈ってますよ」

　室長は普段からは考えられない柔らかい声色で私を励ましてくれた。

　まさか彼にそんな優しい言葉をかけてもらえるとは思わず、少々面を食らいながら、お辞儀をしてオフィスに戻った。










キャバ嬢の涙［ｓｉｄｅ　高槻透吾］




　事故から二日経った土曜の夜、俺と室長は社長に連れられて、あるキャバクラを訪れていた。

「今日はイケメンをふたりも連れてきてやったぞ」

　社長はこの店の常連らしく、入口で女の子たちに向かって得意げにそう話した。

　一緒に来る予定だった営業部長は、行き先がこういう店だと知ると『妻にバレたら怖いので』と、恐縮しながら帰っていったため、ここへ来たのは三人だ。

　当然俺も、北見のことを考えなかったわけではない。

　女なら自分の恋人がキャバクラに行くことにいい顔はしないだろう。だが、室長はどんな考えをしているのか、会社の外でどんな顔を見せるのか。それを確かめたいから断るわけにはいかなかった。

　俺と室長に対してわざとらしい歓声が上がる中、ボーイに通された奥のソファにみんなで腰かけると、ドレス姿の女性が数人やってきた。

「今日は来てくださってありがとうございます。私、美緒です」

「……どうも。高槻です」

　俺の隣に座った彼女は、光沢のある水色のドレスを身にまとい、綺麗に巻いた髪を片側の肩のほうに流していて、素直に綺麗だと思ったのが第一印象。しかし、今日の目的は決して美人のキャバ嬢と会話をすることではなく、室長の本心を知ること。

　カランと氷の音を鳴らしながら酒のグラスを傾け、室長の様子を窺う。両側にいる女性が甘えるように身を寄せても、それを意に介さず涼しい顔で酒を飲んでいた。

　まぁ、予想通りといえば予想通り。あの人がこういう場所で鼻の下を伸ばすわけがないよな。

「……あのう、高槻さんに、ちょっとお伺うかがいしたいことがあるんですけど」

「え？」

　室長に気を取られていた俺に、美緒が声を潜めてそう言った。

　初対面の俺に一体なにを？

　不思議に思っていると、美緒は拳ひとつ分空いていた俺たちの隙間を埋めるようににじり寄り、俺の耳元に顔を近づけて話しだした。

「高槻さんの会社が作ってる『skiptown』に先月載っていた、小林風人っていう人がいるでしょう？」

「え？　ああ、画家の」

　急に飛び出した名前があまりに意外で、目を瞬かせる俺に、美緒が探るような視線を送ってきた。

「あの人を取材したのって……高槻さん？」

「いや、違う。俺の部下です」

　正直に答えると、美緒はがっかりしたように肩を落とす。

「そっか……。じゃあ、今、あの人に女性の影があるかどうかなんて、わからないですよね？」

　ああ、このキャバ嬢は小林風人の熱烈なファンか。

　そう予想した俺は、彼女に忠告するつもりで教えた。

「そういう話ですか。でも、あの人はやめたほうがいいですよ？　取材した俺の部下も、危うく手を出されそうだったので」

　以前北見に迫っていた小林風人の姿を思い出し、苛ついた俺は酒をあおった。

　すると、突然隣から微かに鼻をすする音が聞こえてきて、俺は驚き、美緒のほうを振り向く。

「ど、どうしたんですか……急に」

「ごめんなさい……。やっぱり、あの人が変わるわけないってわかったら、むなしくて……」

　両手で顔を覆って涙を流す美緒の姿に、俺は柄にもなく慌ててしまう。

　これじゃ、俺が泣かせたみたいじゃねぇか。

　心配になって周囲を窺うと、社長や他のキャバ嬢たちは気づいていない中、室長だけは俺を冷ややかな目で見ていた。

　くそ、目ざといな。

　なんとか美緒を泣きやませようと、俺は彼女に話しかける。

「知り合いなんですか？　小林風人と」

　美緒は黙ったままコクンと頷き、震える声で、俺にだけ聞こえるように呟いた。

「妊娠、してるの……」

「え？」

　耳を疑って聞き返した俺に、美緒は顔を覆っていた手をどけて、涙をこぼしながら言った。

「あの人の子供を、妊娠してるの……」

　そんな衝撃の告白をした美緒は、いつまでも涙が止まらず接客ができなくなり、しばらくすると店の奥に引っ込んでしまった。

　彼女のことが気にはなったが、俺の本来の目的は室長の考えを探ること。そう思い直してチャンスを窺ったが、キャバクラにいるあいだは、彼に近づくことはできなかった。

　店を出る頃には、社長はすっかり上機嫌になっており、呼びつけたタクシーにひとりで乗ると、窓を開けて俺と室長に笑顔を見せた。

「若い者はまだまだ眠くないだろう？　あとはふたりで楽しみなさい」

　その言葉を残してタクシーは走り去り、キャバクラの店先で室長とふたりきりになってしまった。

　非常に気まずい空気だが、話をする絶好の機会だ。

「あの、もしよかったら静かなところで飲み直しませんか？」

　俺が友好的に誘ったにもかかわらず、室長は冷たい瞳で俺を一瞥する。

「遠慮しておきます。あなたと話したいことは特にないので」

「俺はいろいろ室長に伺いたいことがあるんですけど」

　真面目な口調で言うと、さらに温度の下がった眼差しを向けられる。

　本当は俺だって、アンタと話したくなんてないよ。でも、それを避けてたら先に進めないんだ。いつまでも北見の不安を解消してやれずに、アイツに悲しい顔をさせてしまう。

　室長は食い下がる俺を呆れたような目で見て、面倒臭そうに顔を歪ゆがめた。

「嫌です。……とハッキリ言えばわかってもらえますか？」

「嫌って……」

　思わず苦笑を漏らした俺に、室長はきっぱりと告げた。

「私は人と馴れ合うのが好きではありません。いや、むしろ嫌いです。なので、仕事以外で関わりたくないということです。では」

　室長は俺の返事も待たずにスタスタと歩きだす。

　なんだ、今の全く彼らしくない子供みたいな台詞は。でも、だからこそ本心なのか？

「つーか、人と馴れ合うのが嫌いって……」

　そんなんで、よく大手新聞社の営業なんかやっていたもんだ。

　ある意味感心しながら彼の後ろ姿を見送っていると、思わずため息がこぼれた。

　結局室長についてわかったのは、彼が見た目通りの冷たい人ってことだけだ。これじゃなんの解決にもならないじゃねぇか……。

　不甲斐ない自分に呆れつつ、俺はタクシーを拾うため大通りに向かった。

　その翌日の日曜日。北見は友達と約束があるらしく、俺はひとりで、いまだ入院中の菊爺の見舞いにやってきていた。

「調子はどうだ？」

「どうもこうも、不便でしょうがない。お前も気をつけろよ？　バイクなんて危ないもん乗り回してるんだから」

　ベッドの上の菊爺は、事故直後に比べ大分元気そうだった。俺への口うるさい忠告も忘れないその姿に、安心してほっと息をつく。

「ああ、気をつける」

　俺が素直にそう答えると、菊爺が唐突に変なことを言いだした。

「お前、今付き合ってる人はいないのか？」

「え？　……なんだよ急に」

　菊爺が色恋のことを聞いてくることなんて滅多にないため、冗談かと思った俺は笑って受け流そうとする。

「いや、今回の事故があって、俺もいつ死ぬかわからないと思ってな。その前に、お前が嫁さんもらうところは見ておきたいんだ」

　菊爺は俺と留美との一件を知っていて、当時彼女を手放してしまったことを怒っていた。それ以来、『お前に結婚は向かない』が口癖だったのに、穏やかな顔で突然そんなことを言われると調子が狂う。

「らしくねぇな。縁起でもない」

　笑い飛ばしたけれど、今の発言が菊爺の本音なのだということも感じた。

　今は気丈に喋っていても、事故は恐怖だっただろうし、骨折で片足を固定され不自由な生活を送っている今、本人にしかわからない不安もあるだろう。

　父親同然に世話になった菊爺には、北見のことを話しておいてもいいかもしれない。俺はそう思って口を開いた。

「実は今……北見と付き合ってる」

　打ち明けると、菊爺は驚いたように瞬きを繰り返した。

「北見って……あの北見さんか？」

「ああ、多分それだ」

「い、いつからだ？」

　うろたえた様子で、俺に質問を投げかける。

　そんなに驚くことか？

　動揺した素振りを見せる菊爺に疑問を抱きながら、俺は答える。

「こないだの連休中だ。アイツが彼氏に浮気されてるってのがわかって、黙ってられなくなってな」

「もっと早く教えんか！」

　菊爺は、いきなり俺を叱りつけた。

　なんなんだよ、一体……。

「あの子に余計なことを言ったかもしれん」

　白いシーツをぎゅっとつかんで、菊爺が表情を曇らせる。

「余計なこと？」

　怪訝な顔をする俺に、菊爺は悔やむような声を出した。

「ああ。『透吾の嫁になる女性は苦労するだろう』とな。深く考えずに話してしまったが、あの子は素直だから、悩ませてしまったかもしれない」

　やっぱり、菊爺の中で留美とのことがまだ尾を引いていたんだな。

「北見は、なんて言ってた？」

「それを聞く前に、お前から彼女に電話があったんだ。まあ、今もお前と仲良くやってるなら、年寄りの戯ざれ言ごとと聞き流してくれたんだろう」

　本当にそうだろうか。そうならいいけど、アイツはすぐ悩みをひとりで背負い込んで、勝手に答えを出す癖があるから少し心配だ。

　でも、これからもちゃんと北見と付き合っていくには、いつか両親のこともきちんと伝えなければならない。もちろん、留美の時と同じ結末を辿る気はない。あの頃よりは、俺だって成長しているはずだから。

　惚れた女を今度こそ、自分の手で守りたい――。

「そろそろ昼だな。腹減っただろ？　もう帰っていいぞ」

　菊爺の声で我に返ると、時計は確かに正午を指していた。けれど俺は首を横に振り、椅子から立ち上がる。

「売店でなにか買ってくる。午後からリハビリだろ？　それも付き合う気で今日は来たんだから」

「ああ、リハビリか……ありがたいが今日はいいんだ。これから、他にも見舞いが来るから」

　菊爺は俺から視線を外し、人差し指で頬をかく。

「見舞い？」

　家族のいない菊爺に会いに来るのなんて、俺くらいだと思っていた。会社関係なら名前を言うだろうし、俺の知らない親戚の誰かか？

「とにかく早く帰れ」

　そして、しっしっと追い払うような仕草をされる。

「なんだよ、厄介払いみたいに。まあいいけど。じゃあまた来る」

「無理せんでいいぞ」

　背中にそんな言葉を受けながら病室を出ると、俺は首を傾げて廊下を歩きだす。

　どうも様子がおかしいな。あからさまに俺のことを邪魔者扱いしていたような気がする。

　考え事をしながら歩を進めていると、突然胸元にドンッと軽い衝撃があった。どうやらすれ違いざまに女性と軽くぶつかってしまったようだ。

「すみません」

「いえ、私のほうこそ前をよく見ていなくて」

　五十代くらいだろうか。手には果物の盛り合わせを持ち、作業着風のツナギにジャンパーを羽織った活動的なスタイルをしている。そんな彼女は、俺にぺこりと頭を下げると、さっき俺が出てきた部屋の前まで行き、ドアをノックしていた。

　見舞いって、もしかしてあの人か？

　俺には全く見覚えがないが、菊爺とどんな繋がりがあるっていうんだろう。ま、余計なお世話か。

　俺は自分の進行方向に向き直ると、消毒液の匂いがする白い廊下を歩きながら、予定より早く訪れてしまった自由時間をどう潰せばいいか、考えあぐねていた。




　その週の水曜日。本当なら俺が一緒に行くはずだった、ブライダル特集の最後の取材に、北見と佐藤が出かけている。

　幸い〝俺が一緒に行きたかったのに〟などと思う暇もないくらいに朝から忙しく、午後三時を過ぎてからようやく昼飯にありつけた。外に出るのが面倒だったため、その内容は、机の引き出しにいくつかストックしてあったカップ麺という質素なものだけれど、やっと少し気を抜くことができた。

　この貴重な食べ物も、デスクに隠し持ってることが室長にバレたら、『デスクは食糧庫ではありません』とか言われそうだな……。

　そんなくだらないことを考えながらスープをすすっていると、デスクの上でスマホが音をたてた。短い着信音からメールだとわかり、片手にカップ麺を持ったまますぐに内容を確認する。

　――これは。

　俺は思わず画面に見入り、しばらくのあいだじっと眺めた。そこに表示されたのは一枚の写真と、短いメッセージ。

【今夜のオカズにどうぞ♪】

　佐藤の奴……中学生かっつーの。

　同僚のふざけた文章に呆れながら、添付されていた一枚の写真を見つめる。そこに写る北見は、大人っぽい真紅のドレスを身にまとっていて、ドレスとは対照的に幼さの残る笑顔ではにかんでいた。その姿があまりにも可愛くて、柄にもなく胸をときめかせてしまった。

「くそ、無理やりにでも一緒に行くんだったな」

　思わずひとりごちて、どう返信しようかと悩んだが、佐藤に対して嫉妬丸出しの文章になりそうだったので、無視を決め込むことにした。

　そうして食事を再開すると、今度は編集部員のうちのひとりが俺を呼んだ。

「編集長にお客様がみえてます」

　誰だろうと思いながら、オフィスの入口に目をやると、そこには夜よりも化粧が薄いキャバ嬢の美緒が立っていた。

　応接室に通し、テーブルを挟んで向き合うと、彼女は申し訳なさそうに頭を下げた。

「……ごめんなさい、お仕事中に。突然会社に押しかけるなんて非常識だとは思ったんですけど、高槻さんの連絡先を知らなかったので……」

「いや、ちょうど手が空いていたから大丈夫です。そういえば、俺のほうこそあの日は泣かせてしまってすみませんでした」

　美緒と視線を合わせて謝ると、彼女は小刻みに首を振る。

「高槻さんはなにも悪くありません……それより、お願いがあって」

　伏し目がちに美緒が切り出した。

「お願い？」

「はい。厚かましいとは思うんですけど……」

　俺が首を傾げると、美緒はその内容を静かに語った。




　話を終え、応接室を出た俺たちは、美緒を会社の外まで送るため廊下を歩いていた。

「本当にありがとうございます」

「いえ、そういうことなら付き合いますよ」

　彼女の言う〝お願い〟の内容はそんなに難しいものではなかったから、俺は快く引き受けた。

「あの日、高槻さんがお店に来てくれてよかった」

「まぁ、美緒さんと出会ったのはある種〝運命〟かもしれないですね」

　そんな話をしながら給湯室の前を通り過ぎ、俺たちはそのまま階段を下りていく。

「あ、そうだ。私のプライベートの連絡先、お教えしておきますね。適当な紙がないので、名刺の裏でごめんなさい」

　そう言って、取り出した名刺にサラサラとペンを走らせ、電話番号が書かれたそれを俺に渡した。

「……こんなん、彼女に見つかったら大問題だな」

　北見の顔を頭の中に描き思わずふっと笑った俺を、美緒が冷やかす。

「あ、やっぱり彼女いるんですね。高槻さん優しいから彼女は幸せ者ですね」

「いや、最近は不安にさせてばっかで」

　美緒の名刺を歩きながら胸ポケットにしまい、玄関の前で彼女と別れた。

　しかし編集部に戻ろうと階段をのぼる途中で、しまったはずの名刺を見つけ、俺は思わず胸ポケットに触れる。

「あれ？　落としてたのか」

　それを拾って、今度こそきちんとポケットに入れると、俺は再び階段をのぼり始めた。




　二日後の金曜日。美緒との約束のため、定時を過ぎてすぐに会社を出た俺は、すでにビルの前で待っていた彼女とともに、ある場所を目指した。

　そして今、俺たちはいくつもの広い田んぼに囲まれた、古民家風の建物――小林風人のアトリエに向かって歩いている。

　お腹の子の父親である彼に会って、妊娠のことを明かしたい。けれど、ひとりで行く勇気がないので、一緒に来てほしい。それが、美緒の願いだったのだ。

　アトリエに着き、俺がインターホンを押すと、ほどなくして小林風人が玄関から出てきた。

「なっ！　なんでまたアンタがここに!?　あの猫はもうここには来てないぞ！」

　俺には嫌な印象しかないのだろう。わなわなと震えながらこちらを睨み、聞いてもいない猫の話までしだした。

　その様子があまりにおかしくて小さく笑みをこぼした俺は、彼に本当のことを教えてやる。

「違ぇよ。今日は、アンタに届け物」

　その言葉を合図に、俺の背中に隠れるようにしていた美緒が、おずおずと彼の前に出ていく。

「……晴はる香か！」

　小林風人は、彼女を見るなり目を見開いて驚いた。

　晴香……本当はそういう名前だったのか。そのことを彼が知っているということは、ふたりはやはり、ただの客とキャバ嬢ではない間柄なのだろう。

「どうして最近電話に出てくれなかったんだよ。店に行ってもいないと言われるし、事故にでも巻き込まれたのかと思って心配してたんだ！」

　彼にしては珍しく、声を荒らげる。

「ごめんなさい……あのね、あなたに、大事な話があるの……」

　しおらしい様子で、美緒……いや、晴香が切り出す。

「大事な話？」

　彼女の様子が深刻そうであることに気づいて、彼は訝しげに眉根を寄せた。

　晴香が妊娠していることに、小林風人がどんな反応をするのかを考えると、一緒にいる俺まで緊張してくる。

　彼は認めるだろうか。自分の子供が彼女のお腹の中にいることを。

「私……妊娠しているの。……あなたの子を」

　風が稲穂を揺らす音と、秋の虫の声……そして晴香の勇気ある告白だけが、静かな夜に響いた。

「こ、ども……？」

　すぐには理解できないのか、小林風人は噛み締めるようにそう呟き、説明を求めるかのような視線を晴香に送る。

「結婚してくれ、なんて思ってない。もちろんあなたの作品作りの邪魔もしない。ただ、あなたの子がここにいるっていうことだけは、知っていてほしくて……」

　手のひらでお腹に触れ、切ない声で晴香が語ると、小林風人は怪訝そうな表情で聞く。

「あのさ、ちょっといい？　……なんで結婚したくないの？」

「だって……あなたの芸術の妨げにはなりたくない」

　晴香は悲しげに、ふるふると首を横に振った。そんな彼女に小林風人が静かに問いかける。

「結婚したら僕の腕が鈍るとでも？」

「そうじゃないけど、あなたは自由を愛しているから……」

　すると、小林風人は深いため息を吐き出した。そして俯く彼女の両手を軽く握り、慈愛に満ちた眼差しを向ける。

「今まで、僕は晴香にそう思われても仕方のないことをしてきた。その男の部下に手を出そうとしたこともあるし……」

　……認めたか。その件に関して改めて文句を言いたいのは山々だが、話の腰を折ってはいけないと、俺はそのまま黙っていた。

「でも、僕も晴香に対して同じことを思っていたんだ。ああいう店で働く女の子って、男相手ならみんなに愛想を振りまいているんだろうって」

「……そんなこと！」

　俯いていた晴香がパッと顔を上げて否定する。

「だから、僕も本気にならないようにって、他の女の子とも遊んで自分を抑えていたんだ。嘘に聞こえるかもしれないけど……本当に」

　後悔を滲ませた声で、小林風人が語った。

　なるほど、な。俺も男だから、彼の言うことはわからないでもない。あの店に行った時、そこで働く女たちの発言が、どこまで接客で、どこから本気なのか、それが疑わしくてなかなか信用できなかった。小林風人の女遊びの理由は、そういうことだったのか。

「……じゃあ、この子のことも……？」

　目を大きく見開き、瞬きを繰り返して晴香が言葉を紡ぐ。

「もちろん認めるよ。いや、認めるなんて言い方はよくないな。……晴香と一緒に育てたいんだけど、いいかな？」

　優しい視線を晴香に向け、彼が問いかけると、瞳いっぱいに涙を溜めた彼女が、うんうんと何度も頷く。

　小林風人といえば、わけのわからない絵を描く、女好きの芸術家。どうやらその偏見は、改めなきゃならないみたいだな。

「よかったな、おふたりさん。じゃあ俺はこの辺で失礼する」

　俺はそう言葉を残し、ふたりに背を向けて歩きだす。

「あ、待って！　あの、私、なんてお礼を言ったらいいか……」

　晴香に引き留められ振り返った俺は、しばらくうーんと考える。

　お礼などいらないが、このふたりにどんな子が生まれるのか、ちょっと気になるな。

「……そうだな、じゃあその子が元気に生まれたら、顔見せに来てくれ」

「そんなことじゃ、お礼には……」

「別に気にするな」

　俺がそう言うと、晴香と小林風人がふたりで頭を下げた。

　大袈裟だなとは思ったけど、幸せそうなふたりを見るのは悪くなかった。

　そして今度こそアトリエを去ると、残してきてしまった仕事を片づけるために、俺は会社に戻った。




　会社に着くと、時刻は午後九時を過ぎていたのに、見上げた二階の窓からは明かりが漏れていた。それも、編集部側のほうだけ。

　こんな時間まで誰かが残ってるなんて珍しいな。もしも女性社員だったら、早く帰らせてやらないと。

　そう思いながら階段を上がり、オフィスに入る。するとそこには、一生懸命な様子でデスクに向かい、背中を丸めて仕事に熱中する北見の姿があった。

「北見、まだ残ってたのか」

「あ、編集長。〝まだ〟って……え、もう九時!?」

　どうやら時間を忘れて仕事をしていたらしい。自分の腕時計を見て驚愕した彼女は、散らばった紙をまとめてトントンと机の上で整えると、俺のもとへそれを持ってきた。

「これ、本当はもっと早い時間に提出する予定だったんですけど」

「企画書？」

　受け取ってぱらぱらとめくってみると、なかなか面白そうな……というか、北見らしい企画だと思った。

　なるほどな、よく考えたもんだ。

「なかなかよさそうじゃねぇか。休み中にザッと読んで、週明けに直すとこ教える」

　俺がそう言うと、それまで疲れの滲んでいた彼女の顔が、パッと華やいだ。

「ありがとうございます！」

　ペコッと頭を下げた彼女が顔を上げると、たまたま目が合って、ふたりして黙りこくってしまった。

　そういえば、この頃ちゃんと北見と話してなかったな。今度の週末はゆっくりふたりで……。

「北見。お前、土曜か日曜って――」

　俺が彼女の予定を確認しようとすると、まるでその話から逃げるように、彼女が自分のデスクのほうにバタバタと駆けていく。

「あの！　もう遅いし、お先に失礼します！」

　そして忙しなく帰り支度をすると、北見はぴゅうっと風のようにオフィスから出ていってしまった。

　……なんか、様子がおかしいな。室長はいないのに、俺を避けるような態度だった。

　北見の様子が気になったが、デスクには仕事が山積み。俺は一旦気持ちを切り替えて、仕事に取りかかったのだった。










仲直りは雨の夜




　水曜日に、美緒さんという怪しいキャバ嬢の名刺を見つけて、追い打ちをかけるように金曜の夕方にふたり連れ立ってどこかへでかけたという話を聞いた。そのせいで、結局一連の出来事の真相を確認できないまま、週末を迎えてしまった。

　今思えば、すぐに確かめればよかったのに、どうしても編集長を前にすると、臆病な自分が顔を出し、彼を避けるような態度を取ってしまったのだ。

　金曜の夜と土曜日には何度か編集長からの着信があったけど、日に日に増していく不安と自己嫌悪でなかなか出ることができず、そうこうしているうちに電話は鳴らなくなった。

　でも、いつまでもこのままじゃダメだよね……と、ようやく踏ん切りのついた私は、日曜日の午後、ある場所に向かった。




　午後一時に私が訪れたのは、あるネイルサロン。きらきら輝く羽根飾りのインテリアや、淡いパステルカラーの壁紙を使った内装は、『fairy』の店名通りに可愛く幻想的で、一歩中に入ると落ち込んでいた気持ちが少し軽くなった。

「こんにちは」

　私が声をかけると、店の奥から女性が出てきてくれた。

「あ、いらっしゃい！　来てくれてありがとう。座って座って」

　親しげな笑みを浮かべる大人系美人の彼女は、この店の店長兼オーナー。そしてなにを隠そう、編集長の元カノである鹿沼留美さんだ。

　前に一度会った時には下ろしていた長い髪を、仕事中だからかポニーテールにしている。どんな髪型も似合うし、もちろんネイルも凝っていて、思わず見惚れてしまう。

　わざわざ電話で予約を取ってここへ来たのは自分だけれど、留美さんの洗練された雰囲気が眩しくて、なんだか卑屈になってくる。

　……私なんか、どう頑張っても留美さんのようにはなれないよな、って。

「今日は、どんな感じにしたいとかある？」

　ゆったり背中を預けられる座り心地のいい椅子に腰かけると、留美さんが聞いてきた。

「あ、あの、大人っぽいネイルにしたいです。仕事にも差し支えないくらいのデザインで」

　私が希望を伝えると、彼女はうーんと考え込む。

「大人っぽい、か。大人にもいろいろあるけどね。セクシー系とか、クール女子系とか、大人でも甘めなのも可愛いし」

「じゃあ、留美さんにお任せします。でも、どういうのが好きなんだろうな……」

　どんなに追い出そうとしても心に居座るのは、もちろん編集長だ。だけど、留美さんの前では言いづらくて、わざと主語を抜かした。……はずなのに。

「ああ！　透吾の趣味ね！　それなら任せて、バッチリわかってるから」

　彼女は手でオッケーのサインを作って、明るく笑った。

「え、いや、そういうわけでは！」

　咄嗟に否定するけれど、留美さんはにっこりと笑みを深める。

「いいの、いいの、照れなくて。彼氏のために可愛くなろうとする女の子大好きよ。そのために来てくれたんでしょう？」

　私はしばらく悩んでから、伏し目がちに言葉をこぼした。

「それは……ちょっと違います」

　暗い調子で話す私に、留美さんは目を丸くする。

　そう、今日ここへ来たのは、単にネイルを施してもらうためではないのだ。

「留美さんに、聞いてもらいたいことがあって……」

　頭の上に疑問符を浮かべたような顔をする彼女に、私はぽつぽつと語り始めた。

　会社に横暴な上司がいて、私と編集長の恋愛が制限されていること。彼がキャバクラの女の人と親しい仲になっているかもしれないこと。そして、その事実を本人の口から聞くのが怖くて、臆病な私が彼と向き合うのを避けていることを……。

　誰かに相談したかったけれど、会社の人に『編集長がキャバクラに通っているかもしれない』なんて話題を振るわけにはいかなかった。他に彼を知っている親しい人といえば、妹の佳子もいるけれど、彼女に相談するのはなんか違う気がしたから却下。

　……そんな時、思い出したんだ。

　編集長のことをよく知っている留美さんが、『今度お店に来て』と言ってくれたことを。

「……そんなことがあったんだ。あの透吾が、キャバクラか」

　爪のケアをしながら話を聞いていた留美さんが、今度はベースのジェルを私の爪に塗っていく。

「意味深な会話も聞いたし、怪しい名刺も見つけて……誤解だ、って思いたいのに、彼を疑う自分が消えなくて」

　そのうえ、疑惑の真相を確かめる勇気すらないんだもんね……。

　私は自分に嫌気が差して、重苦しいため息をつく。

「信じることに臆病になっちゃってるんだね。わかるなぁ、それ」

　共感を示した彼女が意外で、私は反射的に尋ねる。

「留美さんも、そういう経験が？」

「あるよー。しかも、まさに透吾と付き合ってた時」

　そして彼女は、作業の手を止めずに、ふふっと笑った。

　美人で、手に職があって、自分にきちんと自信を持っていそうな留美さんでも、そんな風に思っちゃうことがあるんだ。しかも、編集長と付き合っていた時だなんて。その話、もっと詳しく教えてほしい。

「どんな状況だった……とか、聞いてもいいですか？」

「うん、もちろん。透吾がもう話したかもしれないけど、彼のご両親に会いに行った時、私、この仕事のこと認めてもらえなくてね……」

「あ、もしかして〝専業主婦になれ〟ってやつですか？」

　編集長の口からは聞いたことがないけれど、前に菊治さんのお見舞いに行った時、〝可哀想な彼女〟の話をされた。やっぱりあれは、留美さんのことだったんだ。

「そうそう。その時に、透吾はなんとかしようと必死に頑張ってくれたんだけど、私は信じきれなかったの」

　当時を思い出したのか、彼女は寂しそうに語った。

　菊治さんは、『親の言いなり』だったと怒っていたけれど、編集長は留美さんを守らなかったわけではないんだ。そのことがわかって、少しほっとした。

　視線を手元に落とし、指にＬＥＤライトを当て、ベースジェルを硬化させる。それが終わり、今度はピンクベージュのジェルを塗り始めた留美さんが、真剣な表情になった。

「でも、北見さんには透吾を信じてあげてほしいな」

　手元に集中しながら話す留美さん。その器用さに感心しながら、私も彼女の言葉を繰り返す。

「信じて……」

「そう。私が言うなって感じなんだけど、よく考えてみて。透吾が好きな人を傷つけるようなことをすると思う？」

　さすが元カノなだけあって、実感がこもっている。

「それは、しないと思いますけど……でも」

　それでもまだ迷いのある私は、言いよどんでしまう。

　渡部くんだって、裏切るようなことをする人には見えなかったのに、実際は軽い気持ちで浮気をして、しかもそれを私が許すと考えていた。彼とはちゃんと別れたけれど、やっぱり傷は深いみたいだ。次の恋愛に、こんなにも影響しているんだから……。

「じゃあ、こうしよっか。私は透吾のことを信じてるから、もしもキャバクラの話が真実だった場合、今日のお勘定はなしでいいわ」

　潔い口調で言いきった留美さんに、私は慌てて声を上げる。

「そんな賭け、できません！　ちゃんとお支払いします！」

「大丈夫よ。透吾からちゃんともらうから。〝北見さんを泣かせた罰金〟って」

　明るく提案してるけど、その流れもおかしいでしょう！

「いやいや、それも変な話ですし……」

　思わず手が動いてしまい、「ダメ、動かないで」と優しく注意された。

　ピンクベージュのジェルも固め終わった今、彼女はものすごく細いブラシで、私の爪の中央に黒いリボンを描いている。土台は斜めフレンチで、大人っぽいけど可愛らしいデザインだ。

　こういうのが編集長の好みなんだろうか。

「で、逆にもしも私の予想が当たってたら……」

　顔を上げた留美さんは、なぜか意味深ににんまり笑っている。

　なんだろう。彼女の考えが全く読めない。

「北見さんは、透吾と仲直りエッチをすること」

　……え。ええっ？　な、なんで急にそんな単語が!?

　店内に他にお客さんはいないけれど、まさか留美さんの口からそんな言葉が飛び出すとは思わず、顔がかあぁと熱くなる。

「ははーん……その反応、やっぱりふたりはまだだったか～」

　目を細めてしたり顔をする彼女を、私はムキになって怒る。

「か、からかわないでくださいっ！」

　……って。このやりとり最近どこかでやったばかりのような。確か、相手は理恵さんだ。みんなどうして私と編集長が〝まだ〟だって気づくんだろう。

「少しくらい、いいじゃない。あなたたちも、私のこと騙してたでしょう？」

　猫のような瞳に睨まれて、はて、と首を傾げる。

　留美さんを騙した？　そんな記憶、どこにも……あ！

「今日の北見さんの話を聞いてたらわかったの。まだ、婚約者って感じじゃないなぁってね」

　そうだ。結婚式場で会った時……。

「す、すみません。あの時は、編集長の話に合わせるのがいいと思って、婚約者のフリを……」

　肩をすくめて謝ると、留美さんは笑顔で首を横に振る。

「謝らなくていいわ。実際、私もあれで救われたもの」

「それなら、よかったです。やっぱり優しいですよね、編集長。そういうところが、好――」

　呟いてしまってから、はっとして留美さんのほうを見る。

　彼女は私から目をそらして、肩を震わせながら笑いを噛み殺していた。

「あー、本当に可愛いわね、北見さんって。彼を信じられないって悩んでいても、結局今のがあなたの本音なのね」

「いや！　あの、違うんです！　今のは、つい……」

　あたふたしながら言い訳しても、留美さんは笑みを深めるばかり。

「〝つい〟出ちゃうなら尚更よ。全く透吾ってば罪な男ねぇ」

　ああもう消えたいくらいに恥ずかしい……。

　湯気が出そうな顔を隠すように下を向いていると、いつの間にかネイルが完成していた。

「そろそろいいかな。これね、北見さんをイメージしたのよ？」

「ええっ？　私、こんなに可愛くない！」

　私は声を張り上げ、思いきり否定する。

「ふふ。言ったでしょ？　『透吾の趣味なら任せて』って」

　留美さんは得意げに微笑んで、いたずらっぽく胸を張った。

　留美さん、私のことからかってるでしょう！　理恵さんといい留美さんといい、私って年上の女性におもちゃにされやすいのだろうか……。

　そんな自分をちょっと呪いつつ、完成したネイルを眺める。

「ありがとうございます。本当に可愛い」

　うっとりしながら呟くと、留美さんはふふっと笑った。

「そう言ってもらえるのが一番嬉しいわ。頑張ってね。あなたたち、お似合いだからきっと大丈夫」

　優しくも力強い眼差しを私に向け、頼もしい口調で励ましてくれた。

　留美さん……。

　いっぱいからかわれたはずなのに、最後にそんな優しい言葉をかけられて、思わず心がじんとなった。

　やっぱり、編集長が好きになった女性だもん。……素敵な人だ、留美さんは。

「今度、彼ときちんと向き合ってみます」

　爪から勇気が湧いてくるような気がして、私は拳をぎゅっと握り留美さんに宣言した。

「うん。応援してるからね」

　そう言って優しく微笑んでくれた彼女に別れを告げ、店を出た私は、一度くるりと後ろを振り返る。そして見上げたのは『fairy』の看板。

　今日、ここに来て本当によかった。女の子の爪に魔法をかけて、可愛さと勇気をくれる、本物の妖精に会えたんだもん。

　まだなにも解決してはいないけど、朝と今では気持ちが全く違う。

　――編集長が好き。どんなに悩んだって、それだけは揺るがない。

　そんな、自分の本当の思いに気づかせてくれた留美さんに感謝しながら、私は歩き始めた。




「北見。時間のある時でいいから、これ見直してみてくれ」

　翌日の月曜日、昼休みを控えたオフィスで、編集長が私の席まで来て金曜日に提出した企画書を返してくれた。

「あ、ありがとうございます。わ、真っ赤」

　受け取った企画書は、目がちかちかしそうなほど赤字で沢山指摘が入っていた。

「企画自体は面白い。だから、そこを全部直せば会議に出してもいいと思ってる」

　編集長にそう告げられ、私は嬉しくて自然と笑顔になった。

「本当ですか!?」

　すぐにパソコンに向き直って修正を始めようとしたけれど、背後からそれを制するように声をかけられる。

「……その前に。ちょっと来い」

　そっけない調子でそれだけ言うと、私がついてくるかどうか確認もせずに、編集長はオフィスを出ていく。

　な、なんだろう。怒ってるのかな。だとしたら、仕事のこと？　まさかとは思うけど別れ話……だったらどうしよう。どっちにしろ、私だって彼とふたりで話したいと思っていたんだ。もう、逃げちゃダメ。

　意を決して廊下に出ると、給湯室に入っていく編集長の背中が見えた。私もそこに向かい中に入った瞬間、待ち受けるように腕組みをして立つ彼がいて、なにを言われるんだろうと身を固くする。

　今までにも何度かここで彼と向き合ったことがあるけれど、今日はその中でも一番緊張感が漂っている。

「あの……」

　数秒の沈黙のあと、気まずさに耐えかねて先に声を発したのは私だ。床に視線を落としていた編集長の鋭い瞳が私に向けられ、ドキンと胸が跳ねる。

　避けていたことはきっとバレてるよね……。そのことを怒っているのかな？　子供じみた態度ばかりの私に、もう愛想が尽きた？

　いろんな憶測でぎゅっと締めつけられる胸に握り拳を置くと、近くで衣ずれの音がして、彼の香りがふわりと鼻をくすぐる。そして次の瞬間にはもう、ゆっくり背中に回された腕が、私を抱き寄せていた。逃げようなんて考えも浮かばないくらい、強い力で。

「あの、会社でこんなことしたら、まずいんじゃ……」

「こうでもしなきゃお前とちゃんと話せないだろ。俺のこと、あからさまに避けてたし」

「でも、室長に見つかったら……」

　そう言いながらも、私も久しぶりに感じる彼の温もりを離したくなかった。彼の背中を下から辿るように腕を回し、彼の胸の中で目を閉じる。

　きっと……ううん、絶対に。キャバクラの件は、なにかの間違いだ。

　今まであんなに疑っていたのに、彼の鼓動を耳元で聞いただけで、私は本能的にそう思った。

「お前、なんか俺に隠してることないか？」

　抱き締められたままふいにそんなことを問われて、私はドキッとした。

　本当のことを聞くなら、今だよね……。

　私は彼の胸にぴたりと寄せていた顔を上げ、勇気を出して口を開く。

「美緒さん……って、誰ですか？」

　編集長はその言葉が予想外だったようで、大きく目を見開くと、静かに話しだした。

「社長に一度連れていかれたキャバクラで働いていた女だ。もう店は辞めて、小林風人と仲良くやってると思うけど」

「え？　小林先生……？」

　キャバクラという単語は予想していたけど、彼の名前が登場したことに驚いて何度も瞬きをしてしまう。

　私が目を丸くしていると、編集長がことの顛てん末まつを話してくれた。

　全てを聞いた私は、気が抜けたように呟く。

「ふたりで出かけたのは、小林先生のアトリエだったんですね……」

「なんだ。もしかして、俺を避けてたのはそれが理由か？」

　ふっと微笑んだ編集長が、大きな手を私の頭の上に乗せる。

「だ、だって……なんだか親密そうなふたりの会話も聞いたし、階段に名刺も落ちてたし……」

「名刺？　ああ、一度階段に落としちまったのを見たのか？　そのことも手伝ってお前は、俺が美緒に入れ込んでるんじゃないかと疑ったわけか」

　ひとりで納得したように、頷きながら話す編集長。

　そんな彼を見ていると、どうやら今回の件は本当に私の勘違いだったのだとわかった。だけど、かなり悩んだり落ち込んだりしたことは事実だから、なんとなく気持ちがスッキリしなくて俯く。

　すると、編集長が身を屈かがめて私の顔を覗き込み、後悔の滲んだ優しい声で言った。

「不安にさせて、悪かった」

　それを聞いた途端、私の口からも自然と素直な気持ちがこぼれる。

「信じられなくて、ごめんなさい」

　安心と、申し訳なさと……それから今まで抑え込んでいた愛しさが一気に溢れてきて、じわりと涙が浮かんだ。

「いや、お前なら妬かれんのも悪くない」

　いたずらっぽく言った編集長は、私の顔を至近距離で見つめ、互いの額をコツンとくっつけた。

　胸の不安も取り除かれ、一気に甘くなった雰囲気に、心臓が高鳴る。

「……今、昼休みだよな？」

「そう、だと思いますけど」

「誰かコーヒー淹れに来ると思うか？」

「……可能性は、あるかと」

　一瞬黙ってなにかを考えたらしい編集長だけれど、一度大きく息を吐くと、私の顔を両手で包み込んだ。

　……わ、わ。もしかして、キス？

　ぶわっと顔に熱が広がった。でも、私の顔をしっかり支える大きな手から逃れることはできずに、ぎゅっと目を閉じる。

　そういえば、例の心理テストにこんな質問があったっけ。

『彼にキスをせがまれました。でも場所は会社の給湯室！　あなたならどうする？』

　あれに答えた時の自分より、今の自分は、少しは成長していると思う。それに、あの厳しい室長に、職場でこんなことをしているのが見つかったらと考えると、かなりの恐怖だ。……でも。

「室長じゃなければ、平気だろ」

　そんな楽観的な言葉とともに優しく塞がれた唇は、『職場でそんなことしません』なんて台詞を言うことを、ハナから諦めているみたいに従順だった。

「……っ、ん」

　それどころか、キスの角度が変わる度に柔らかく形を変えて、甘く溶けていく。音をたてて唇を啄まれれば、段々身体の力を失って、呼吸困難を起こしそうになった。

　……やめなくちゃ。

　誰かに見られたら大変。室長が来る確率だって、ゼロじゃないし。

　そう思うのに、酸欠気味の脳は、理性の割合をどんどん減らしていく。

　次第に足元がおぼつかなくなってきた私を支えるように、編集長はゆっくりと私を壁際のほうへ追いつめた。そして、トンッと壁に背中がぶつかり、息のかかる距離で見つめ合い、キスを再開させようとした時。

　鍵のない給湯室のドアが、勢いよく外から開かれた。

「ほう。なかなか勇気のある社員がいるようですね」

　まさか、この声って……。

　穏やかな中に棘がある声が聞こえるのと同時に、廊下から流れ込む冷たい空気を感じて、私は一気に身体が凍りついていく気がした。




「お、亜子ちゃんが久しぶりにうわの空」

　昼休み終了五分前。私のそばを通りかかった理恵さんが、呑気に言った。

「り、理恵さぁん！」

　椅子から立ち上がり、がばっと彼女に縋すがりつくと、若干迷惑そうな顔で聞かれる。

「どうしたのよ、この世の終わりみたいな顔して」

「……室長にバレました」

　覇気のない声でぼそりと呟くと、理恵さんが一瞬固まる。

「え？」

「編集長とのこと、室長にバレちゃいました……」

　情けない声を出した私に理恵さんは目を丸くして驚いた。そして編集長のデスクが空席になっているのを見やると、私に耳打ちする。

「もしかして、今編集長がいないのって？」

「はい……彼、今小会議室に呼ばれてて……多分、いろいろ怒られてるんじゃないかと」

「あらまぁ……それはなんというか」

　クールな理恵さんでもさすがに気の毒そうな表情を浮かべ、私の頭をぽんぽんと撫でてくれた。

　しばらく彼女に慰めてもらっていると、オフィスのドアが開いて、噂の彼が戻ってきた。私も理恵さんもパッと編集長のほうを向き、近づいてくる彼の口からどんな言葉が出るのかをハラハラしながら待つ。

「……とりあえず、お咎めなしだ」

　難局をしのいだような安堵のため息をつきそう言うと、編集長は私たちのそばを通り過ぎて自分のデスクへ戻る。

「あら。どういう風の吹き回しかしら」

　そんな理恵さんの呟きは、私の心境と全く同じ。

　だってあの現場を見た時の室長は、私たちにどんな罰を与えようか考えている風にしか見えなかった。……それはもう楽しそうに。

　それなのにお咎めなしだなんて、なにか裏があるように思えて、素直に喜べない。

「まぁよかったじゃない。強制的に別れさせられたりせずに済んで」

「……そうですね」

　腑に落ちないけれど、ちょうど昼休みも終わったので、私は気持ちを切り替えて、午後の業務に取りかかった。




　少しだけ残業をしたため、現在の時刻は午後七時過ぎ。

「あ、天気予報の通り」

　仕事を終わらせて会社を出ると、昼までは降っていなかった雨が鼻の頭に当たった。

　でもいつかと違って、今日はちゃんと傘を持ってるもんね。

　なんてことを考えながらバサッと傘を開くと、突然大きな影が私の隣に並ぶ。

　あ、この黒のジャケット……編集長、だ。

「入れてくれないか？　忘れたんだ、傘」

「はい、もちろん。でもいいんですか？　室長に見られたりしたら……」

　キョロキョロと辺りを警戒しながら尋ねると、編集長は穏やかに言う。

「いいんだ。今度はむしろ逆のことをしろって言われてるから」

「逆のこと？」

　そう聞くと、編集長は私が握っていた傘をさりげなく取り上げて、代わりに差してくれた。

「手ぇ疲れるだろ。身長違うから」

　その紳士的な優しさに思わず胸がきゅんと鳴って、私は彼の親切に素直に甘えることにした。

　そこまで強くない雨が、しとしと降り注ぐ夜。

　ふたりでひとつの傘、しかも女性用の小ぶりなものでは、互いにどうしても肩が濡れてしまって、少し肌寒い。けれど、初めての相合傘が嬉しいから、『寒い』と口には出さずに彼に寄り添った。

　そのまま少し歩いたところで、突然編集長が口を開く。

「さっきの話だけどな。室長は俺らに〝本物の愛〟ってやつを証明してみせろって言うんだ」

「本物の愛？」

　あの冷酷な彼の口から出る言葉とは思えない。そういうのは『くだらない』とか『陳腐だ』とか鼻で笑って一蹴しそうなのに。

　疑問を持った私は、編集長に質問をぶつけてみる。

「なんで突然、室長は上司と部下の恋愛を許してくれる気になったんでしょうか？」

「あれだけ頭の切れる人が、こんなくだらない規則作るなんておかしいだろ？　だから、なにか本当の理由があるんじゃないかと思って問いつめたんだよ。そしたら洗いざらい白状して、考えを改めてくれた。……まぁ、あの人にもいろいろあるみたいだ」

「いろいろって？」

　今の情報だけでは室長の考えがわからず聞き返したけど、編集長はそれ以上教えてくれる気はないらしい。私を見下ろして、意地悪な口調で話した。

「俺の口からは言えないから、本人に聞いてみたらどうだ？」

「そ、そんなことできませんよ、怖くて！」

　びくっと怯えたような動作をすると、編集長が吹き出す。

「はは。だろうな」

　笑ってるけど、結局教えてくれないんだ。……男同士の秘密ってやつ？

　でもまぁ、私たちのことを認めてくれたのは確かみたいだから、そこまでしつこく尋ねる必要もないのかな。

　とりあえず納得した時、ふと編集長はどこに向かって歩いているんだろう、という疑問が湧いた。傘を持っているのは編集長だから、主導権は彼にある。一応、私の家の方向ではあるみたいだけど……。

「あのう、どこに向かってます？」

　なにげなく聞いてみると、彼は不思議そうに質問で返す。

「え？　家帰るんだろ？」

「で、ですよね」

　私ったら、なにを当たり前のことを……。こうしてふたりでいられるのが久しぶりだから、緊張してるんだよね、きっと。

　それから会話が途切れてしまい、私はちらっと彼に目をやり、その端正な横顔を見つめる。

　やっぱり、カッコいいな。この人が自分の彼氏だなんて、信じられない。子供っぽい私なんかより、やっぱり留美さんのような美人が隣にいるほうが、似合うんじゃないかな……。

「あ」

「ん？　どうした？」

　思わず声を上げてしまった私のほうを向き、首を傾げる編集長。

　でも私は彼の目を直視することができず、ぶんぶん首を振って、濡れた地面に視線を落とした。

「な、なんでもないです！」

　お、思い出してしまった。よりによって、かなり至近距離に編集長がいるタイミングで。

　仲直りエ……いやいや、考えるな！　変に意識してしまう……！

　急に口数が減った私に気づいているのかいないのか、編集長は特に会話を振ることなく、黙って私の隣を歩く。

　傘の上で跳ねる雨の音が次第に大きくなって、パンプスの中にも水が染み込んできてしまった頃、私のアパートに到着した。

「あの、その傘そのまま持っていってください」

　建物に入る前に、私は彼にそう言った。

「いいのか？」

「はい。明日は確か晴れですし、返すのはいつでも大丈夫なので」

「わかった、サンキュ。……じゃあな」

　こちらに背を向けた彼は、どんどん強くなる雨足にふうとため息をつくと、アスファルトのくぼみにできた水溜りを避けるように歩きだす。

　なんだか、このまま帰ってもらうの、悪いような気がしてきた。編集長の家がここからどれくらいの距離にあるのか知らないけれど、少し温まっていく時間くらいあるよね？

「……あの！」

　私はアパートの軒下から出て雨の中を駆ける。そして、編集長の傘の中に再び入って彼を見上げた。

「どうした？」

「よかったら、部屋……上がっていってください。お茶くらい、出しますから」

「いや、でも……」

　渋るような表情をした彼を見ていたら、胸の奥から切なさが込み上げてきて、私は気がついたら彼の服を縋るようにつかんでいた。

「……もう少しだけ。一緒に、いたいんです」

　って、私、なに言ってるんだろう。編集長、帰りたそうじゃない！

　急に自分の発言が恥ずかしくなって、彼が口を開く前に今の言葉を撤回しようと慌てる。

「な、なーんて、明日も仕事だし迷惑ですよね！　すみません！　寒い中引き留めちゃっ――」

『て』という一文字は、塞がれた口の中で消えてしまった。昼間重ねた時よりも冷たく感じる、彼の柔らかな唇によって。

　私が自然とまぶたを閉じた頃、彼の手から離れた傘が、地面に落ちる音が聞こえた。

　数秒重なったのち、唇が解放され、久しぶりに下の名前を呼ばれる。

「……亜子」

　その声は雨みたいにしっとりと濡れていて、普段の何倍もセクシーに感じる。

「俺は単純な男だから、今のは誘い文句と解釈するが……違ったら、言ってくれ」

　誘い文句……。どうなんだろう。自分でも、咄嗟に出てしまったから、わからない。

　でも、編集長がそう解釈して、困ることがあるかと尋ねられたら……首を横に振る。一緒にいたいという思い。それが身体のことに繋がるのは、大人ならごく自然な考え方。もっとキスをしたい。声を聞きたい。温もりに触れていたい。それって、シンプルに、彼と抱き合いたいってことだから。

「……違わ、ないです」

　編集長の目を見つめて、雨の音に負けないようハッキリと告げた。

　ゆっくり瞳を閉じた彼は、私の頭を引き寄せておでこに口づけると、地面に転がった傘を拾って、再び私たちの頭上に差した。

「……今更、遅ぇって感じだな」

　ずぶ濡れになっているふたりの姿を見て、編集長が苦笑いをする。

「ですね」

　彼につられるように私もクスッと笑うと、これ以上身体が冷えないように、彼の手を取ってアパートへ向かった。

　部屋に着くまでのあいだ、恐らく他愛のない話をしていたと思うけど、私は適当に相あい槌づちを打つばかりで全然会話に身が入らなかった。

　自分から誘ったし、初めてなわけでもないし、いつかは望んでいたことだから、素直に嬉しいはずなのに……。

　部屋に入り、彼の濡れたジャケットをハンガーにかけ、窓際のフックで干そうとしているところで、背中に言葉をかけられた。

「お前、緊張してんだろ」

　びくっとバカみたいにわかりやすい反応をして振り返ると、穏やかな微笑を浮かべた彼がネクタイの結び目を緩めながら近づいてくる。

「別に無理強いはしねぇよ。俺はヤルことしか頭にない時期はとっくに過ぎてるし、お前が迷ってるなら、今夜は大人しく帰る。……ま、残念ではあるけどな」

　……そんな風に言われると、急に寂しくなる。彼の優しさからの言葉だということはわかるけど、なにもせずに本当に帰っちゃったら切なすぎる。

　ひとりで逡しゅん巡じゅんしていると、近づいてきた彼が私の手を軽く握った。

「珍しいな、お前が爪になんか塗ってるの」

「これ……留美さんに、やってもらったんです」

　両手を開いて見せると、編集長が感心したように言う。

「アイツの店に行ったのか。へぇ、さすが留美だな。お前によく似合ってる」

　留美さんが本当に素敵な女性だからか、私は『お前によく似合ってる』より『さすが留美』のほうが評価が高いように感じて、つい黙って彼に背を向けてしまう。

　すると、編集長はひとつため息をこぼしてから、たしなめるように私の名前を呼ぶ。

「亜子」

「なんですか？」

「留美に妬いてんのか？」

　後ろからぎゅっと抱き締められ、耳元で優しく囁かれた。それに対して、私はぼそぼそと小さく呟く。

「……そんなレベルじゃないです。留美さんと同じ土俵に上がれる女じゃないですもん、私……」

「出たな？　すぐ卑屈になるお前の悪い癖」

　彼はそう言って鼻で笑った。

「だ、だって……」

　言い訳をしようとすると、彼の腕の中でくるりと身体を反転させられて、瞳を覗き込まれた。そして、ゆっくりと私に言い聞かせる。

「俺は間違いなく亜子のものだ。言っとくけど、俺のほうが先に落ちてるんだからな？」

「先に……って。そういえば、編集長はいつから私を？」

　上目遣いで問いかけると、彼は少し考えてから話しだした。

「気になり始めたのは、お前が会社に入ってきて結構早い段階だったけど、決定的だったのはあれだろうな。お前に間違えて呼び出された時」

　それって、渡部くんに送るはずのメールを編集長に送ってしまった、あの時？　あのタイミングで私に惹かれるって、よくわからないけど……。

「あの時、お前に幸せな恋をさせてやりたいって、心の底から思ったんだ。だから、そんな顔されると俺が困るんだよ」

　両手で頬を包み込んで、彼が私に告げる。

　あの日から私を思ってくれていたなんて、知らなかった。それに、いつも優しくて余裕たっぷりで、何事にも動じないように見える編集長が、こんな私の一挙一動で困るなんて、本当？

「……編集長」

「ん？」

　首を傾げた彼にほんの少しの隙が生まれた瞬間、私は踵かかとを上げて素早く彼に口づける。自分からキスをするなんて恥ずかしくて、ほんの一瞬しか唇は重ならなかった。

　でも、ふいを突かれて目を見開く編集長を見て、さっきの彼の言葉が嘘じゃないとわかった。徐々に顔を赤らめ、私から視線を外した彼の姿に、胸がきゅんと鳴る。

　……本当に、困ってる。余裕のないその姿が、すごく愛しい。

「帰らないで、ください」

　私の口から、ようやく素直な気持ちがこぼれた。それを聞いた編集長は、静かに頷く。

「もう、頼まれたって帰ってやらないからな」

　低く掠れた低音が、最後の確認のように囁いた。

「大丈夫です……」

　私が答えると、彼は熱っぽい視線を私に送る。

「……亜子」

「編集……ちょ……」

　昼休みの給湯室とも、さっきの雨の中とも違う、貪るようなキスが降ってきて、私の心拍数と体温が一気に上昇する。今までの彼がどんなに紳士的だったかを思い知らされる、甘くて濃厚な、激しい唇と舌使いに襲われて、息継ぎすらできない。

　頭ではなにも考えられなくなって、彼の腕にしがみつくのが精一杯。そんな、言葉通り骨抜きな私の身体を、編集長は傍らのベッドにそっと押し倒す。

「そういえばお前さ。いい加減、〝編集長〟っての、どうにかならないのか？」

　私に覆いかぶさった彼が、甘い声で私に尋ねた。

　呼び方かぁ。前に誰も聞いていないところで〝透吾〟って言ってみたことはあるけど、あの時の恥ずかしさを思い出したら、今でも赤面できるからな……。

「今のままじゃ、ダメ、ですか？」

　ドキドキしながら尋ねてみたら、彼は頭をかきつつこんなことを口にした。

「ダメじゃねぇけど……なんとなく、背徳的な気分になるんだよな。それはそれでアリだけど」

　は、背徳的……。しかもそれが〝アリ〟って、なんか変なプレイみたいじゃない。それなら名前を呼ぶ恥ずかしさを取るほうがマシな気がする。

「練習、します」

「練習する必要があるのかよ。まあ、いいけど」

　私の手首を緩く拘束していた彼は、呆れたように笑って、私が自分の名前を呼ぶのを待っている。

「……と、と……」

　なのに、何度口を開いても最初の一文字しか出てこなかった。

　だって、本人を目の前に、しかもこんな臨戦態勢でだなんて、ハードル高い！

　恥ずかしさからなかなか〝透吾〟と口にできない私に、彼はもう待てないと言わんばかりに、一度キスを落とした。

「……時間切れ。わざわざ気張って呼ぼうとするからダメなんだろ。そのうち自然に呼びたくなる。つーか、呼ばせる」

　最後の言葉だけ真剣な声で宣告されて、ドキンと心臓が大きく跳ねた。

　そして、くっきりとした二ふた重えの中にある漆黒の瞳に、吸い込まれる――そう錯覚した瞬間、私の手首をつかんでいる彼の手に力がこもって、唇が首筋に落ちてきた。

「ん……っ」

　沢山のキスと、私の肌の上を滑る彼の手によって、いつしか緊張は解けていた。小さなベッドがぎしりと軋きしみ、彼の身体の重みを受け止める。

　そうして私たちが重なり合った頃、雨がいっそう強くなってきた。絶え間なく窓に打ちつけるその激しい音に包まれながら彼を感じていると、まるで世界にふたりだけになってしまったかのような気分になる。

　触れている肌の温もりと、甘い痛みだけに支配された、愛しい時間。それが終わりに近づいて、彼の表情から余裕が薄れるのがわかると、私の口は勝手に動いて、掠れた声が喉の奥から押し出された。

「透、吾……」

　そっか。自然と呼びたくなるって、こういうことだったんだね。

　胸に愛しさが溢れて、ぎゅっと抱きついてもそれじゃ足りなくて。〝愛してる〟なんて言葉がさらりと出てくるほど大人じゃないから、あなたの名前を呼ぶんだ。

　それから……。

「……好き」

　内緒話のように、彼の耳に唇を寄せて呟くと、力をなくしてぐったりしていたはずの彼がむくっと身体を起こして、私の頬に短いキスをする。

「……ああ、俺も」

　とろけるような甘い微笑を浮かべた彼に囁かれて、きゅうと心臓が縮む。

　つま先から頭のてっぺんまで、幸せな気持ちで満たされる。

　これって、きっと室長の言う『本物の愛』ってやつなんじゃないかな……？

　降りやまない雨の音と、温かい腕に抱かれたその夜。私はふわふわとした思考の中、そんなことを考えていた。










必死で、恋をする




　給湯室でのキスを室長に目撃されたあとも、彼からなにか言われることは一切なかった。私が任されていたウエディング特集も無事成功し、公私ともに充実した日々を送っている。

　そんな十一月下旬のある日のこと。

　私は今月発行されるできたての『skiptown』を持って、小会議室から出てきた室長をつかまえた。

「あのう、今よろしいでしょうか？」

「なんの用ですか？」

　室長は真顔を崩さずにそう言ったけれど、話を聞いてくれるらしく、誰もいない小会議室に入っていった。私は急いで室長のあとを追い、彼と向き合うなり、持っていた新聞をうやうやしく差し出す。

「これ、前に室長に褒めていただいた企画、実現したので」

　彼は相変わらず冷たい瞳で一瞥し、無言で受け取り目を向ける。

「……どうでしょう？」

　尋ねながら彼の反応を窺う。

　室長がなにか抱えているというのは、透吾……いや編集長から聞いたけど、結局今もそれ以上のことは知らない。でも、前に企画書を見せた時に『考えを変えてくれる意見に出会いたい』と話していたのがずっと気になっていた。だから、これがなにか彼の助けになればと思い、完成した新聞をすぐにでも見てほしかったのだ。

「これは……意外な結果ですね」

　ふいに、新聞を読んでいた室長がそう呟く。きっと、アンケートを集計した円グラフのことだろう。

「それにしても、回答の九割を占めているこの選択肢……考えたのは、君ですね？」

　苦笑する室長に、私は照れながら首を縦に振る。

　その部分は編集長や佐藤さんにも褒められた、アピールポイントなのだ。

「はい。ただの〝できる〟〝できない〟だけじゃつまらないかなと思って」

「……なるほど。〝心から愛するパートナーとならば、できる〟……ちょっとずるいような気もしますが、悪くはないです」

　感心したように頷いた室長は、そのあとも順を追って記事に目を通していた。私はそんな彼に、この企画の意図を語る。

「恋愛なんてしなくても生きていけますけど、特別な人に出会ったら、パワーが湧きますよね。それは時々、嫉妬とか、憎しみとか、負の方向に働いてしまうこともあるけど……でも、誰かを愛することって、絶対に人を成長させると思うんです」

　目に見える成果もあるかもしれないし、内面の変化だけかもしれない。でも、どちらも、自分が自分であるための、大事な要素。今の私があるのだって、今まで関わってきた全ての人のおかげなのだから。

　私が話しているあいだに記事を読み終わったらしい室長は、新聞を折って、そばにある長机の上にパサリと放った。そして、苦々しくこう呟く。

「……まったく、よく喋るウサギだな。そんなにオオカミと社内恋愛がしたいですか」

「オオカミ？」

〝ウサギ〟っていうのは前々から何度か言われてるけど、オオカミって一体なんのこと？

「君たちふたり、遊園地でバカげたかぶり物をかぶっていただろう」

　淡々とそんなことを言いだした室長に、私は驚きを隠せずに口をぱくぱくさせる。

「え！　室長がなんでそのこと……!?」

　私が驚くと、彼は意外そうな表情を浮かべた。

「私もあの日、遊園地にいたんですよ。聞いていないんですか？　オオカミ男から」

「はい。特になにも」

　そう答えると、彼がポケットに手を入れながらおもむろに窓のほうを向く。

「口の堅い男だな。すぐに噂が広がると思ったが、今のところ被害がないのはそのせいか」

　私は室長の話していることが理解できなくて、ぽかんとしたまま彼の後ろ姿を見つめた。でも、いつか編集長が『あの人にもいろいろある』と話していたのは、きっとこのことだと気づいて、室長の言葉を待つ。

「前に、少し話しましたが……部下にセクハラで訴えられた上司というのは、私のことです」

「え……えぇぇぇぇ!?」

　この、冷酷イケメン室長を訴えるなんて勇気のある女性が!?　って、違う違う。そんなことより〝セクハラ〟って？　そりゃ、私だってこの人を好意的には見ていなかったけど、さすがにそんな人の道から外れたようなことをするタイプだとは思えないんだけど。

「……し、したんですか？　セクハラ」

　恐る恐る聞いてみると、彼は呆れたように笑う。

「もうちょっと他に聞き方があるでしょう」

「す、すみません」

　ぺこりと頭を下げると、室長は若干声のトーンを落として言った。

「もちろん私にそんなつもりはありませんでしたよ。なぜなら、相手は付き合っている女性でしたから」

　付き合っている女性！　それってなんだか、すごく深い事情がありそう。

　……そっか。なんとなく、わかってきた。どうして彼がこんなに冷たい人になってしまったのか。それに、中途半端な時期に、全国版の新聞社からこんな小さな会社に転職してきたのかも。

「誰かに、ハメられた……ってことですか？」

「〝誰か〟ではありません。彼女本人です」

「そんな！　だって、好き同士だったんじゃ……」

　思わず感情的になって声を上げた私に、室長は冷静な態度を崩さず淡々と告げる。

「別れ話の最中でした。『仕事と私、どっちが大事なの？』と、お決まりのフレーズで責められて、私は『仕事』と答えました。すると次の日彼女が会社中に私にセクハラされたと言い触らしたんです。幸い裁判に持ち込まれることはありませんでしたが、当然会社にはいづらくなりました。それで、辞めることにしたんです。ちょうどいい転機でしたよ。前の会社は大企業でしたが、それゆえいち社員の声が全体に届きにくいことに不満を持っていたので」

　そこまでひと息に語った室長は相変わらずポーカーフェイスだったけれど、私にはわざと冷静を装っているように見えた。

　つらかっただろうな、室長。冷めた態度で人を遠ざけるのは、きっとそんな過去も関係しているんだ。

　気の毒に思いながら室長を見つめていると、彼は遠くを見るようにして、話の続きを語った。

「私が遊園地にいたのは、お節介な社長にデートをセッティングされたからです。社長には仕事の面ではとても感謝していますが、ことあるごとに女性を紹介してくるのはちょっと困ります。案の定、デートは上手くいきませんでしたし……」

　室長は珍しく困り顔でそう言った。

　まさかあの日室長も遊園地デートをしていたなんて。その姿、ちょっと見たかったな。

「それに比べて、君たちは恥ずかしげもなくかぶり物なんかして、他のどのカップルより遊園地を満喫しているようだったので、印象に残っていました。まさかふたり揃って新しい職場にいるとは思いませんでしたが」

　今でもその偶然が信じられないのか、室長はおかしそうに口元を緩める。けれど、それから目を伏せたかと思ったら、次の瞬間には神妙な面持ちに変わっていた。

「セクハラの件は自分が思うよりずっと大きな傷となっているようで……。だから、楽しそうな君たちに嫉妬したんだと思います。とはいえ、当てつけのように作ったあのくだらない規則は、公私混同がすぎました。謝ります」

　短く頭を下げられて、私はすぐさま首を横に振った。

　室長がこんな風に謝るなんて……と驚いた反面、彼の人間らしい一面を垣間見ることができて少しほっとした。

「いいんです。過去の嫌なことを引きずってしまうのは、私も覚えがありますし、あの規則があったからこそ、私たちの絆は強まりましたので」

　明るくそう口にした私に、室長は柔らかな笑みを向けた。

「……私も、君のような人に思われたかったですね」

「え？」

　その言葉に反応した時、彼はなぜか私のすぐそばまで迫っていて、彼の長い人差し指が私の顎の下に添えられる。

　な、な、なに？　この状況！

　石のように固まってしまった身体の中でかろうじて動くまぶたをぱちぱちと瞬かせていると、室長は切れ長の目をさらに妖しく細めて、口角を引き上げた。

「オオカミに忠告しておいてください。狡こう猾かつなキツネが、あなたのウサギを狙っていますよって」

「そ、それ、って……？」

　ごくりと唾を飲み込んで彼を直視すると、顎に触れていた手がスッと離れていく。そして彼は窓辺に移動すると、外を見ながらこんなことを言った。

「……さあ。自分で考えることです。まあ、私が横よこ槍やりを入れただけで、簡単に壊れるような関係では困ります。あなたたちには期待しているんです」

　私たちに、期待？　一体なにを……。

　言葉の続きを待っていると、室長がこちらを振り向いて私を真っ直ぐに見つめた。

「君たちは上司と部下という組み合わせにもかかわらず、お互いにとってその存在はプラスになっているようです。君が書く記事は今回に限らずいいものが増えていますし、高槻くんは私や社長相手でも、堂々と発言することが増えました。そんな君たちを見ていたら、私も信じてみたくなったんです。恋と仕事の両立――それは、不可能ではないかもしれないと」

「室長……」

『恋と仕事の両立』という言葉を室長に言われると、普段よりさらに難問に聞こえてしまう。でも、私たちは大丈夫。きっと上手くやってみせる。

「室長のご期待に添えるよう、頑張ります」

　力んで答える私にふっと笑みをこぼした彼は、ふと思い出したように口を開く。

「そういえば……もうひとつ、追加したい規則ができたのを忘れていました。なにかわかりますか？」

「え？」

　また規則？　なんだろう。

　思い当たることがなく顎に手を当て悩んでいると、室長はいつもの冷酷な笑みを浮かべた。

「給湯室でのキス禁止」

「あ……」

　そ、そうだった。あの時、見られていたんだよね、この人に。

「あれは、その……社内の風紀を乱すようなことをして、誠に申し訳ありませんでした！」

　慌てて頭を下げると、室長はクスクスと笑った。そして窓際から私のほうに歩み寄ってきて、すれ違いざまにこう言う。

「冗談です。無駄話がすぎました。仕事に戻ってください」

「は、はい……あの」

　小会議室を出ていこうとする彼を、私は咄嗟に呼び止めた。

「まだなにか？」

　振り返った室長が、首を傾げる。

　そう。私は今日、記事を見せることの他に、彼に伝えたいことがあってここへ来たんだ。

「室長が来てから、編集部は随分シャキッとしたんです」

　私語厳禁とか、部屋が汚いとか、いろいろと指摘を受けた初日は、なんて意地悪な人が来たんだろうと憂鬱になった。でも、部署の人数も少なく、もともとアットホームな雰囲気の中、あまりルールを重んじない編集部は職場としてはちょっと緩い環境だったのも事実。だから、厳しい室長のようなピリッとしたスパイスが、ちょうど必要だったのかもしれない、と今では思う。

「なのでこれからも、編集部はもっともっといい記事作りができるよう、沢山お叱りを頂戴したいと思うので、よろしくお願いします！」

　ペコッと頭を下げて、室長に笑顔を向ける。すると、急に困惑したような表情を見せた彼は、短く鼻から息を漏らして笑った。

「私は前の職場でもこんな態度でしたから、感謝されたことなど、一度もなかったのに……変なことを言うウサギだ」

　もしかして、ちょっと喜んでる？　もしくは、照れてる？

　またひとつ、室長の人間らしい一面が知ることができて、嬉しくなる。

「今のは、褒め言葉……と、取っておきますね！」

　明るい声を出した私に、彼は穏やかな笑みを返してくれた。

「どうぞご自由に。さっきの記事はやっぱり面白かったですよ。反響が楽しみですね」

　今度こそ小会議室を出ていく彼に、私は深々とお辞儀をした。

　最初、彼とは絶対にわかり合えないと思っていたけれど、きっとこれからは、上手くやっていけそうな気がする――。

　私はそんな期待を胸に抱いたのだった。




　季節は秋から冬に移り、十二月に入ると街路樹にカラフルな電飾が巻きつけられるようになった。それを見る度、自然と待ちどおしくなるイベントを指折り数えて数週間。ようやくスケジュール帳の二十四という数字がハートマークで囲まれた、恋人たちにとって特別な日がやってきた。

　思わず朝から浮き足立ってしまいそうになるけれど、社会人にとって日中はいつもの平日と同じ。取材に出かけている同僚も多く、空席の目立つ編集部の中で、私はデスクワークに勤いそしんでいた。

「失礼します。お届け物です」

　その声で顔を上げると、宅配便のお兄さんがオフィスの中にやってきて、大きな荷物を手にキョロキョロと応対してくれる人を探していた。

「あ、ご苦労様ですー」

　席を立ちオフィスの入口まで行った私は、お兄さんが差し出す伝票にサインをして、平たい箱型の段ボールを受け取る。縦横それぞれ六十センチほどのそれは、思ったより重かった。

　中身、なんだろう？

　よろめきながら編集長席に荷物を持っていき、そうっとデスクに立てかけたところで、ちょうど彼が会議から戻ってきた。

「あ、編集長。なんですか？　この大きな荷物」

「ああ、本当に送ってきたのか。開けていいぞ、中身は伝票見りゃわかんだろ」

　言われた通り、手の中の伝票を眺める。

「え、小林先生から？」

　しかも、品名は〝絵画〟になっている。

　なんで、あの人の絵がうちに送られてくるの？

「例の件で俺に感謝をしているから、そのお礼の品らしい。で、『どうせならクリスマスプレゼントとして送るから、君の職場に飾ってみんなをハッピーにしてくれ』っていうメッセージがさっき留守電に入ってた」

　面倒臭そうに語った編集長に、私は引きつった笑みを返す。

「へ、へえ……」

　自分の絵でみんながハッピーになると信じているだなんて、小林先生のちょっとひとりよがりなアーティスト気質は相変わらずだな。

　そんな失礼なことを思いつつ、私は厳重な梱こん包ぽうを解いていく。

　いつもの彼の絵といえば、幾何学模様が折り重なった、不気味な雰囲気の抽象画。もし今回もそれなら、職場に飾られるのちょっと嫌だな……。

　しかし、緩衝材を剥はいだ瞬間、そんな私の考えは杞き憂ゆうに終わった。

「わ、素敵……」

　優しい色合いの、大小さまざまなドットがキャンバスいっぱいに描かれたその絵は、冬空を舞う雪を思わせるような、儚はかなさと美しさを感じさせるものだった。

「どうやら、子供ができて作風が変わったらしい」

　私の手から大きな絵を受け取り、どこの壁にかけようか思案しながら、編集長が言う。

「へえ。変わるものですね、人って。彼のこと、また取材してみるのも面白そうです」

「担当はお前以外にするけどな」

　ぼそりと呟かれたその台詞を、嬉しく感じるのは自意識過剰かな？　前に、小林先生に襲われかけたことを気にして、嫉妬してくれてるって思ってもいいよね？

「大丈夫ですよ。それこそ、もうお嫁さんとお子さんがいるんですから」

　嬉しさが顔に出ないように注意しながら、私は彼にそう返した。

「まぁな。あ、そういえば」

　絵を飾る場所を決めたらしい編集長は、その壁に絵を立てかけてから、こちらを振り向く。そして胸ポケットの中を探り、半分に折り畳まれたメモを出して、私の手に握らせた。

「今夜、ここの予約取れたから」

　恥ずかしげもなくそう告げた彼に、私はドキッとしながらコクコク頷いた。

「わ、わかりました！」

　ぴらっとそのメモを開いてみると、そこにはこの辺りで一番人気のフレンチレストランの名前と、電話番号が記されていた。

　きちんとイブの過ごし方を考えて、素敵なお店をサラッと予約しておいてくれる。そんな編集長の優しさには心底惚れ直すなぁ……。

　先月号に、先輩が担当したクリスマスデートに関する記事が載った。その時に、〝当日のプランが行き当たりばったりで、予約なしに入ろうとしたレストランで入店を断られて気まずかった。クリスマスくらい、お店はちゃんと予約しておいて〟なんて読者からのシビアな投稿があった。

　もしかして、編集長はそれを覚えていたのかな？　どちらにしろ、私のために時間を割いて悩んでくれたことが嬉しい。ふたりで過ごす初めてのクリスマスのために、私もいろいろと気合いを入れてきたしね。

　たとえばそう、今日の私のネイルとか……。

　留美さんの店にお邪魔して、グリッター多めのクリスマス仕様ネイルにしてもらったのは、つい先日のこと。彼女への妙な劣等感も最近は影を潜めて、私も少しは自分に自信が持てるようになった。

　彼に渡すプレゼントも、もちろん用意してあるし、いつもは下ろしっぱなしの髪も、今日は時間をかけて前髪をふんわり三つ編みにしてきた。さらに、カーディガンの下のピンク色のワンピは、この寒いのにノースリーブ。そして下着も……まあ、細かく言うのは恥ずかしいけれど、いつもより大人っぽくしてきたのです。




　定時を過ぎると、私と同様にいつもよりちょっとおめかししている女性陣は、「お疲れ様でーす」とこれまたいつもよりワントーン高い声で、続々と退社していく。

　家族のいる佐藤さんは、昼休みに買ってきたらしいサンタの衣装をビジネスバッグに無理やりぎゅうぎゅう詰め込みながら「子供に見つからないようにしなきゃならなくてさー」と、幸せそうな笑みを浮かべて、そそくさと帰っていった。

　私も切りのいいところまで仕事を片づけると、バッグとコートを持って編集長のデスクに近づく。

「ああ、終わったのか。悪いけどもうちょっとかかるんだ。どこかで時間潰しててくれ」

「はい、わかりました。終わったら連絡くださいね」

「悪いな……できるだけ早くする」

　腕時計を見て申し訳なさそうにする彼に、私は微笑みながら頷いた。

　編集長と別れて会社の外に出た私は、寒さに身を縮ませながら、とりあえずレストランの方向に歩きだす。立ち並ぶ店はどこもクリスマス仕様に飾りつけがされていて、それを見ながら歩くだけでも心が弾んでくる。

　いつもはやんわり断ってしまう、怪しげな電話番号の載っているティッシュも、配っているお兄さんがサンタクロースの格好をしていたから、笑顔で受け取ってしまった。

　しばらく歩くと、見知ったパンツスーツ姿の女性が近づいてきて、私に怪訝な眼差しを向ける。

「ちょっと亜子ちゃん。にやけながら歩いてると不審よ？」

「あ、理恵さん！　これから会社に戻るんですか？」

「ええ。この時期あんまり契約してくれる会社ってないんだけど、今日は二社も収穫あったから、心置きなく帰れるわ」

「すごーい。あ、早く帰りたいってことは、今夜は旦那さんとデートですか？」

　冷やかすような口調で言うと、理恵さんは珍しく照れたように笑った。

「……そ。こないだの亜子ちゃんの記事のおかげで、仲直りできたの」

「本当ですか？　嬉しい！」

　実は、理恵さんからそう言ってもらう前にも、編集部には電話や手紙で結構な反響が寄せられていた。

〝仕事で忙しい彼のこと、もっと理解する努力をしようと思いました〟

〝妻任せだった家事を、もう少し手伝ってみます〟

〝今は恋愛をお休みしているけど、また誰かを好きになりたいです〟

『skiptown』はイベントや店の宣伝に関連した記事が多い。だけど、今回のことで意外とこういう読者参加型の記事が求められていることがわかり、紙面の内容の方向性を少し変えてみようという流れにもなっている。

　そうやって、自分が発信したことが大きな変化に繋がったことに、すごく感激したし、とてもやりがいを感じた。

「そういえば、編集長は一緒じゃないの？」

「まだ仕事が終わらないみたいで、時間潰しててくれって」

「ふうん、そっか。じゃあ、私会社戻るわね」

「はい。お疲れ様です」

　旦那さんと過ごすクリスマスのために、早足で会社に向かっていく理恵さんの後ろ姿を微笑ましい気持ちで見送り、私はまた歩きだす。オフィスや飲食店が並ぶ賑やかな通りをゆっくり眺めながら歩を進め、静かな住宅街に入ると、レストランの建物が見えた。

「まだ連絡はない、か……」

　そう呟いてスマホを確認していると、ちょうど電話がかかってきた。

　編集長だ。なんだか以心伝心みたいで嬉しい。

　もしかしたら仕事が終わったのかな、と期待を膨らませながら応答する。

「はい、北見です」

『俺だ。悪いがちょっと頼みたいことがある』

「頼み？　なんですか？」

　どうやら、仕事が終わったわけではないらしい。落胆が伝わらないように明るい声で聞き返すと、ため息混じりにこんな言葉が返ってきた。

『キャサリンがまたいなくなったらしい』

　キャサリン？　って、あの猫か！　もしかして、頼みって、その子の捜索？　よりによって、クリスマスイブに行方不明にならなくても。

「どこを捜せばいいんですか？」

『それが、見当もつかないらしいんだよな……』

　ええっ？　そんな、手がかりなしじゃ、今夜中に見つけ出せるかどうかもわからないじゃない。可能性は薄いけど、捜索はまた小林先生のアトリエ辺りからかなぁ……。

　デートの予定が猫探しに変わってしまって、がっくりうなだれたいのをこらえながらスマホを耳に当てていると、空いているほうの耳に微かな鈴の音が聞こえた。なにげなく音がしたほうに視線を向けると、民家のブロック塀の前からこちらを見つめる、ふたつの瞳と目が合う。

　あれ……もしかして、あの黒い猫？

　私が追いかけようとすると、猫はトトッとしなやかな動きで逃げてしまう。

「あ、あの、一旦切りますね！　もしかしたらキャサリンちゃんがいたかも！」

『本当か!?　俺もあとで合流するから、とりあえず追いかけてくれ』

「了解です！」

　早いとこつかまえて、クリスマスデートをきっちり楽しみたい！

　そんなあからさまな下心を持ちながら、さっき猫が姿を消した方向へ走っていく。そうして猫を追っていると、小さな背中はぴょんと路地に入って見えなくなってしまった。

　逃がすもんですか……！

　意地でもつかまえてやるという気持ちで、私も路地へ入る角を曲がった時――。

「わ！」

　正面からドスンとなにかにぶつかって、私は後ろに転びそうになってしまった。

「大丈夫ですか？」

　けれど転ばずに済んだのは、大きな白い袋を持った特徴的な赤い服のおじいさんが私の腕を引っ張ってくれたからだった。

「あ、ありがとうございます。って……サンタ、さん？」

　どこかのお店の宣伝でコスプレをしているのだろうか。それにしては看板もなにも持っていないし、住宅街の細い路地にいるなんてなんか不自然だけど。しかも、彼がかけている眼鏡、どこかで見覚えがあるような……。

「お嬢さん、黒猫をお捜しですか？」

「え？　あ、はい！　もしかして見かけたんですか!?」

　私は白い息を吐き出しながら、切実な表情で聞いた。

　サンタさんの正体も気になるけれど、今は猫の行方を捜すほうが先だ！

　必死な様子の私を見て、サンタさんはおもむろに白い紙とペンを取り出し、そこに簡単な絵を描いた。

「あの猫ちゃんなら、よくここにいるよ」

　そこに描かれていたのは、お城のような形の建物と、花と十字架。

　あ……私、ここがどこだか、わかる気がする。

　半信半疑だったけれど、他に当てもないため、サンタさんからそれを受け取った。そして、私は目的の場所――以前取材で訪れたことのある結婚式場を目指して、足を進めた。




「疲れたな……」

　そういえば、取材の時は車で来たんだっけ。

　会社から向かうよりは近いだろうと、徒歩にしてみたけど、思ったより遠くて疲労感を覚え始めた。

　でも、確かこの辺りだったはず……。

　ふう、と白い息を吐き出して視線を上げると、ちょうど見覚えのある景色が現れた。夜だからちょっと印象が違うけど、このお城みたいな建物は、間違いなく以前編集長と取材に来た結婚式場だ。

　キャサリンちゃん、この中のどこかにいますように。

　周囲を見渡してみると、少し遠くにあるチャペルから明かりが漏れていることに気づいた。勝手に入っていいものか悩んだけれど、私は敷地の奥に位置するそれに近づいていく。

「やっぱり電気がついてる。中に誰かいるのかな？」

　ステンドグラスから漏れる照明に目を細め、建物のすぐそばまで来たところで足を止める。

　照明がついてるってことは、もしかして式の最中？　最近はナイトウエディングも人気だって、取材の時に聞いたし。だとしたら、そこにズカズカ乗り込んでいくわけにはいかないよね……。

　どうしよう、としばらくその場で考えていると、ギイと重たいドアが開く音がした。

　ここにいたら邪魔になっちゃう！

　そう思って一度はその場を離れようとしたものの、いくら待っても新郎新婦が出てくる気配はなく、拍手も音楽も聞こえない。どうも違和感を覚えた私は、開かれたチャペルの入口にじっと視線を注ぐ。

「……なんなんだろう」

　急にいなくなった猫。怪しすぎるサンタクロース。そして、明るいのに静かなチャペル。

　私、クリスマスイブだからって、変な幻でも見てるのかな？

　首を傾げながらも、開け放たれたままのドアに引きつけられるようにして、私は中へとゆっくり足を踏み入れた。夜の静かなチャペルは、独特の厳かな空気に包まれている。

　……誰もいない。どうやら式の最中ではなさそう。

　周囲を眺めながら、そんなことを思っていた時。

　――バタン！

　ドアが外から勢いよく閉じられてしまった。

「な、なんで!?」

　ドアのほうを向いて思わずこぼれた自分の声が、高い天井に反響して、大きく聞こえる。

　まさか、なにかの怪奇現象？　やだ。私、絶叫系も苦手だけど、お化け系も断じて好きじゃないよ～！

　一度恐怖を感じてしまうと、祭壇のほうなんて、まさに西洋のお化けでも出そうな気がして、なかなか振り返ることができない。

　この次は、きっとあれだ。勝手にパイプオルガンが鳴りだして、私は悪魔か吸血鬼にさらわれるんだぁぁ！

　半分泣きそうになりながら、私は両手で耳を塞ぐ。けれど、完全に遮断することはできず、コツコツとこちらに近づいてくる足音が聞こえて……ぽんっと肩に誰かの手が――。

「きゃあぁぁ！　許してぇぇぇ！」

　お腹の底から叫ぶと、お化けの手はびくっと震えて私の肩から離れていく。

　とりあえず、さらわれずに済んだみたい……？

　恐る恐る首を後ろに回転させた先には、片方の耳に人差し指を突っ込み、しかめっ面をしているイケメンお化けの姿……って、お化けじゃないし！

「へ、編集長!?」

　私は、驚きで思わず口をぽかんと開ける。

　なんで彼がこんなところに……。

「お前な、鼓膜破れるところだったぞ」

　耳を塞いだままの、険しい顔をした彼に責められる。

「だ、だって、お化けかと思って……！」

　泣きそうな声を出すと、編集長は不貞腐れて言った。

「失礼な。自分の恋人を化け物扱いか」

　……なんだ、よかった。一気に肩の力が抜けて、はぁと息をつく。

　編集長は不服そうな表情をしているけど、安堵の気持ちで胸がいっぱいになった私は、彼のほうへゆっくり近づいていって、ぼそりと呟く。

「……会いたかった、です」

　そして、迷子の子供がお母さんを見つけたみたいに、涙を滲ませながら彼の広い胸に自分からぎゅっと抱きつく。

　仕事中も一緒にいるのに、なにをバカなことを、って自分でも思う。でも、それとこれとは違うんだ。言葉では上手く説明できないけれど……確かに私、彼に会いたかった。

　すると、そっと頭に置かれた大きな手が、私の髪を優しく撫でる。

「まどろっこしい真似して悪かったな。俺は別に普通に言えばいいと思ってたんだけど、そのことをうっかり話したら、奴ら盛り上がっちまって……」

「なんの話ですか？」

　きょとんとして聞き返す。

　それに〝奴ら〟って……？

「いや、こっちのこと」

　そうこぼすと、編集長は私から離れて祭壇のほうへ歩いていってしまう。私も彼についていくようにバージンロードを進み、チャペルの中をキョロキョロと見回した。

　そういえば、前に編集長に思わせぶりなリハーサルをされたことがあったなぁ。あの時は、まさか本当に彼と付き合うことになるなんて、思いもしなかった。……なんか、あの時のことがすでに懐かしいな。

「亜子」

　回想の声と重なるようにして、現実の彼に名前を呼ばれて顔を上げる。

　祭壇から下りてきた彼は、持ち手にリボンのかかった大きな紙袋を私に差し出した。

「クリスマスプレゼント」

「ありがとうございます！　そうだ、私も……」

　バッグの中を探って、用意していた小さな箱を出す。先に紙袋を受け取ってから、私も彼に、プレゼントを渡した。

「サンキュ。開けてもいいか？」

　彼に聞かれて、私は少し照れながら頷く。

「もちろんです。……気に入ってもらえるか、自信はないんですけど」

　ラッピングを解く彼の手元を見て、どんな反応をしてくれるだろうと、ドキドキしながら待つ。そして箱から顔を出した香水を手にすると、編集長が私に尋ねた。

「これ、お前が好きな香りなのか？」

「はい。編集長が今つけてるのも好きなんですけど、多分メンズですよね？　これはユニセックスなので、もしも嫌じゃなければ、一緒に同じ香りをつけられたらなって」

　言っている途中から恥ずかしさが込み上げてきて、段々小声になってしまった。

　ああなんか、プレゼントを選んだ理由とか話すの、すごく照れる……！

　でも。編集長を好きになって改めて、恋が〝五感〟に及ぼす影響力をすごく自覚しているのだ。中でも嗅覚は、飛び抜けて敏感になっていると思う。彼の香りをすれ違いざまに嗅いだだけで、私の胸はいつだって甘く疼くから。

　だから、もしも家でひとり過ごしている時寂しくなっても、同じ香りをまとっていれば、少しは心の隙間が埋められるかも、なんて。遠距離恋愛でもないのに、ちょっと重いかな？

「いいな、それ。あんまり考えたことなかったけど、見えないところで同じもの身に着けてるって、なんつーか……エロくて」

　にやりと口角を上げた彼が、わざと低い声で言う。

　エ、エロいって……！　人が真剣に悩んで決めたのに！

「そういう理由じゃないんですけど！」

　むっとして反論した私の頭に、大きな手が置かれた。

「わかってるよ、ありがとな。毎日つける」

　そしてくしゃっと頭を撫でられると、それだけでなにもかも許せちゃうような気がする。

　今更だけど、相当好きになっちゃってるみたいだ……私、編集長のこと。

「お前は、開けないのか？」

「あ、開けます！　なんだろ、すごく大きいけど……」

　ガサガサと袋を剥いで、中の箱をパコッと開いてみる。そこから覗くのは、ツルツルした丸いもの……これは、もしかして。

「ヘルメット！」

　目を見開いて、思わず声を上げた。

　箱からスッと引き抜いて、両手に抱えながらよく見る。それは、ピンク地に、可愛いウサギのイラストが描かれたもの。

　嬉しい！　これ、私が後ろに乗る時用だよね？

「かぶっていいですか？」

「え、今か？　別にいいけど」

　かぽっと頭を差し込んで、「どうですか？」とうきうきしながら聞いてみる。

　バイクに乗るのはまだ怖いけれど、自分の好きなものを私と一緒に楽しもうとしてくれていることが嬉しくて、自分でもびっくりするくらいテンションが上がっている。

「……まあ、普通に似合うけど」

　しかし、彼のほうには特に感激はないらしい。

「なんですか、その、気のない褒め方は！」

　なぜか喧嘩腰の私を無視して、編集長はひとり言のように呟く。

「いや……だって、それはダミーっつーかオマケで、本物は……」

　私の頭からヘルメットを外すと、胸ポケットをごそごそと探って、そこからなにか取り出したらしい彼が、私の目の高さで拳を握った。

「手ぇ出してみ」

「手？」

　私は言われるがまま、両手で皿を作る。すると、パッと開かれた編集長の手から、きらきら光るものが落ちてきた。

「……こ、れは？」

　宝石なんてあまり縁がない私でも、まばゆい光を放つ粒がダイヤだということくらいはわかる。そして、そんなものがついている指輪はきっと、エンゲージリングだということも。

「あの……これはどなたの」

　呆けた顔で聞くと、編集長は苦笑いをする。

「お前それ、わざとボケてんのかよ。今の発言を佳子ちゃんが聞いたら怒るぞ？」

「佳子？　なんで佳子の名前が」

　ぽかんとしたままでいる私に、彼が少し照れ臭そうに髪を撫でながら言った。

「お前の指のサイズ、わかんねぇから教えてもらったんだ。合コンの時、連絡先交換してあったから」

　私の指のサイズを……妹の、佳子に。そして、この手の中にあるのは、やっぱりエンゲージリング。……ってことは？

「まーだ間抜けヅラしてんな」

「だ、だって……え？　全然、理解できなくて……」

　指輪と編集長の顔を交互に見ながら、動揺する。

「じゃあ、こう言えばわかるか？」

　私の手の中の指輪をスッと取り、そっと私の左手薬指にはめた。

　困惑しながら彼を見つめると、その先で視線が絡んで、ドキッと胸が音をたてる。彫の深い目元の中にある漆黒の瞳から、目が離せない。

　そして次の瞬間には、私の肩は彼の大きな手に包み込まれていた。

「亜子。……お前のこと、一生幸せにする」

　真剣な眼差し。優しい声色。

　……これ、あの日と、同じ……ううん、違う。

　言葉は、同じだけれど。それが心に染み込んでいく速度も範囲も、前とは比べものにならないくらい大きい。

「……編しゅう、ちょ………」

　それになにより、情けない声を出して涙をこらえる私の、彼に対する思いが、あの時とは全く違う。

「これ……ドッキリ……ですか？」

「なわけねーだろ。こんな大がかりなことして、いろんな人巻き込んで」

　くしゃっと目元を緩めて、編集長が笑う。

「いろんな、人、って……？」

　嗚咽を混じらせ上手く喋れない私に、彼が穏やかに尋ねる。

「それはあとで教えるから、お前の返事を聞かせろよ。……こう見えて、結構びびってんだぞ？」

　それは、絶対に嘘だ。泣いている私を、優しい瞳で見て、頭をそっと撫でて……。そんなことをしている余裕があるのは、私の気持ちなんて、聞かなくてもわかっている証拠じゃないの？

「亜子」

「……はい」

「お前は若いし、まだ早いって思うなら俺はいつまででも待ってる。……けど、そのあいだ、これだけは約束してくれ」

　目に滲む涙のせいで、真っ直ぐ私を見つめる編集長がゆらゆら揺れている。

　それでも伝わってくる彼の眼差しの熱さに胸がやけどを負い、絶えずじりじりと小さな痛みを覚えながらも瞳をそらせないでいると――。

「他の誰のプロポーズも受けるんじゃねぇぞ。お前は、誰にも渡さない」

　強引な言葉に似合う、鋭い瞳と強い口調で言われて、私の心臓がドキンと激しく脈打った。それと同時に、頭上で美しい鐘の音が鳴りだす。まるでタイミングを図ったみたいに、このチャペルの鐘が優雅な音を奏でるのは、これで二度目だ。

　私たちのために、神様が時報をちょっとずらしているんじゃないかと、疑ってしまう。でも、そんな奇跡があってもおかしくないくらいに、私は編集長……ううん、透吾のことが――。

「……他の人なんて、目に入りません。私、透吾が好き。透吾と、ずっと一緒にいたい」

　私は泣きながら、溢れる思いを素直な言葉にして彼に伝えた。

　その瞬間、私たち以外誰もいないチャペルの真ん中で、大きな手に引き寄せられ、私と透吾は愛を誓うキスを交わした。

　彼の唇が触れた場所が痺れるように熱くなって、頭の芯がとろけそうになる。

「……お前、今日はうち泊まれ」

「ふ、ぇ……？」

　間の抜けた声を出し、上目遣いで彼を見つめる。すると、耳たぶにちゅ、とキスを落とした彼が、甘い吐息とともに囁く。

「今夜のディナーは亜子のフルコースってこと」

　なっ！　なんて恥ずかしいことを～！

　顔から火が出そうになって俯くけれど、『ディナー』のひと言に疑問を抱いた私は、彼に尋ねる。

「あの、そういえばフレンチのお店は？」

「ああ、それなら今頃、飯沼夫妻がうまいメシ食ってるだろう」

「飯沼……理恵さんが？」

　そういえば、旦那さんとデート、とは言っていたけど……。

「飯沼と、あと佐藤とは、歳が近いからたまに屋上で他愛のない話をするんだ。そこで、『クリスマスに指輪を渡そうと思ってる』ってぽろっとこぼしたら、アイツら勝手に盛り上がってな」

　透吾の話によると、今日の計画はふたりも一緒に立てたらしい。

　どうせやるならロマンチックな場所で、とダメ元でこの式場に連絡してみたところ、イブにもかかわらず、夜に式を挙げるカップルは偶然いなかったそう。しかも、ここの取材に来た私と透吾の運命がかかっているとあれば、ぜひ協力したいと力を貸してくれたらしい。

　きっと、さっきドアを開けたり閉めたりしたのは、式場の人だったのだろう。

　はっとして、私は呟く。

「……あ。もしかして、あの怪しいサンタクロースって」

　退社前に、サンタの衣装をビジネスバッグに詰めていた佐藤さんの姿を思い出す。『子供にバレないように』なんて言っていたけど、あの衣装の本当の目的は……。

「ああ、あれは佐藤だ。あの猫も佐藤ん家の猫。本物のキャサリンを借りてくるわけにはいかないからな。お前が見失った時には、佐藤の持ってる袋の中で丸くなってたはずだ」

　平然と種明かしをしていく彼に、私は思わずため息をついてしまう。

「そういうことだったんですか……」

　姿が見えなくなったわけだよ。っていうかあの猫、キャサリンですらなかったなんて。

　全てを知ったあとでは、あっさり騙された自分がちょっと悔しい。

「アイツら、みんな、こないだのお前の企画に感謝してるんだ」

　ふと、透吾がしみじみした口調で話した。

「さっき理恵さんにはお礼を言われました。でも、佐藤さんも？」

「ああ。佐藤のところは共働きなうえに子供もいるからな。なにかと苦労も多いらしい。でも、あの記事で協力関係が強まったって」

　透吾に微笑みかけられ、私は喜びを噛み締めた。

「そうだったんですか」

　私のやったことが、沢山の人に影響を与えている……それを、こんなに身近で感じることができるなんて、私は幸せ者だな。

「……あとな。俺も、救われた人間のうちのひとりなんだ」

　透吾がそう呟いて、意味ありげな視線を私に向けた。

「……救われた？」

「ああ。こないだ、親から電話があってな……完全にとは言えないが、親子のわだかまりが少し解けたんだ。お前の記事を読んで、今まで俺の言い分に全く耳を貸してこなかったことを、少しは反省したらしい」

　遠くを見つめながら、彼は晴れやかな顔をする。

「じゃあ、もしかして、お嫁さんは〝専業主婦に〟っていうあれも？」

　私は控えめに、気になっていたことを彼に尋ねた。

　……ずっと心に引っかかっていた。

　透吾とこれからもずっと一緒にいるということは、いつかご両親に挨拶をするはず。もちろん彼と留美さんが壊れてしまった時のようになるつもりはなかったけど、私も同じ状況になったら、心がどれくらいのダメージを負うか、心配だったから……。

「さすがにもう両親もそんな極論は言わないはずだ……。てか、お前知ってたのか」

　驚いた表情の彼に、私は頷いた。

「はい。留美さんと、菊治さんに聞いたことがあって……」

「菊爺……か。まったく、あの人にはいつまでも頭が上がらねぇな。実は、俺の実家はうちの新聞の配達区域には入ってねぇんだ。なのに亜子の書いたあの記事を知ってるのはどうしてかって聞いたら、母親が『お向かいの近藤さんが持ってきた』って言ってた」

　彼は苦笑していたけど、穏やかに細められた目には菊治さんへの愛と感謝が滲んでいる気がした。

　ふたりに血の繋がりはないのに、彼らは本当に、父と息子みたい。ぶっきらぼうな言い合いをしていても、心の奥底ではいつも、互いを思いやっているんだもの。

　しばらく話しているとチャペル内がなんだか底冷えしてきて、そろそろ帰ろうかとふたりで出口に向かった。その途中で、私は呟く。

「会いたいな、菊治さんに」

「ああ。じゃあ今度一緒に行くか。無事に退院したことだし……冷やかし目的で」

　いたずらっぽく笑った透吾に、私は首を傾げる。

「冷やかし？」

「あのじーさん、今、年下の女がいるんだ。しかも聞いて驚くなよ？　その相手、あの事故を起こしたトラックの運転手なんだ」

　わざと内緒話のように耳打ちされた内容に、私は驚愕の声を上げた。

「ええっ!?」

　それは、驚くなというほうが無理です！　出会いにはいろいろな形があるとはいえ、事故の加害者と被害者がそういうことになるなんて！

「その人、自分の不注意が原因だからかなり胸を痛めていて、家族のいない菊爺のこと、献身的に見舞ってくれたらしいんだ。……そのあいだに、どうもなにか生まれちまったらしい」

　歩きながら語った透吾に、私は間の抜けた声で相槌を打つ。

「へええ」

　長い人生、なにがあるかわからないというのはこのことだなぁ。

　でも、事故で少し元気のなかった菊治さんに、愛する人ができた。それで心が活力を取り戻したのだとしたら、喜ばしいことに違いないよね。仕事も今まで以上に頑張ってくれるかもしれない。

　私も、その彼女に会ってみたいな。……照れてる菊治さんも見たいしね。




　そのあと、私たちは式場の人に挨拶をするためにサロンに寄った。そこには取材の日に案内してくれたプランナーさんがいて、『やっぱり、おふたりは上手くいくと思ったんです！』なんて言いながら感激していた。なんだか照れ臭かったけれど、とても幸せだった。

　私たちが結ばれたのは、どれだけの人の協力のおかげなんだろう。

　帰り道の途中、澄んだ夜空の星を見ながら考えていると、いつもお世話になっている沢山の人の顔が星座のように浮かんで、私の心を温かくする。

　でも、心が満たされている反面、なんだか空腹を感じてきた。

「お腹、すきません？」

「ああ……だな。どうする？　なにか食いに行くか？」

　腕時計を見ると、現在午後八時半。今からどこかに行っても、ちょっといいお店はもういっぱいだよね。だからって、イブにファミレスとかは切ないし……。

「あの、おうちのキッチン借りられれば、なにか作ります」

　クリスマスに彼の家でまったりっていうのも、悪くないもんね。

「いいのか？　仕事と猫探しで疲れてるのに」

「料理は好きなので、平気です。なにかリクエストありますか？」

「肉」

　あまりに単純すぎる答えが返ってきて、思わず私はふっと笑ってしまった。

『肉』だって。子供みたい。そういえば、昔は悪ガキだったんだもんね。でっかい骨つきステーキでも焼いてあげようかな。

「笑ってる場合か？　お前も食われんだぞ、デザートに」

　じろりと睨まれ、セクシーな低音ボイスで言われると、思わず緊張で身体が固まる。

「……か、覚悟してます……！」

「じゃあ、ちょっと味見」

　身を屈めた彼によって視界が塞がれ、目の前が暗くなる。そして、立ち止まるや否や、唇に柔らかいものが触れた。

　この人はまた、外でも平気でキスするんだから……。

　ちゅ、と短いリップ音をたてて唇が離れていくと、私は彼を睨む。

「つまみ食いする人には、デザートなしですよ」

「ちょっと待て、それは困る！」

　こういう時に、いつもの大人な雰囲気と違う表情で焦る彼がちょっと可愛い。

「じゃあ我慢できますね？」

「……仕方ねーな」

　彼は、早く買うもの買って帰ろうぜ、という空気を醸し出しながら、歩く速度を速める。

　またもや子供みたいになってしまった彼の隣でクスクス笑っていると、ふいに透吾の着信音が鳴り、彼がポケットからスマホを出した。

「……嫌な予感がすんな」

「嫌な予感？」

　画面を覗き込んで眉根を寄せる彼を、私はきょとんと見上げる。

「ああ。でも、無視するわけにもいかねーしな……」

　一体誰からの電話なんだろう？　あまり嬉しくない相手からみたいだけど……。

　応答する様子を不安げに見守っていると、いくつかの短い返事で通話を終わらせた彼が、疲れたような声で私に告げる。

「……本物のキャサリンが、いなくなったらしい」

「え？　ま、まさか」

　それって、これから捜してほしい、的な……？

「多分、お前の予想で合ってる」

　言いにくそうに、彼が口を開いた瞬間、私はがっくりと肩を落とす。

「そんなぁ。できれば外れていてほしかったです」

　自分の予想が見事に的中して、こんなに切なかったことってないよ……。

「さて……恋と仕事、どっちを取る？」

　甘い時間はすでに諦めたらしい透吾が、無理やりふざけているのかそんなことを聞いてくる。

　そんなこと言われても、キャサリンの捜索は正式な仕事じゃないですって！　それに、なんといっても、クリスマスイブですよ？　今日くらいは、恋愛に全精力傾けても、バチは当たらないような……。

　ううむ、と真剣に悩み始めた私の隣で、透吾のスマホが再び音をたてる。

　すぐに電話に出た彼は、スマホを握っていないほうの手で髪を撫でながら、ほっとしたような様子を見せた。

「なんだよ、人騒がせな。わかった。お前ら、早く寝ろよ？　夜更かししてるとサンタ来ないからな」

　その会話はもしかして！

　透吾が通話を終えるのを見計らって、期待のこもった眼差しで彼を見つめる。

　今の電話の相手、あの子たちですよね？　『人騒がせ』ってことは、もう私たちが出る幕はないってことですよね？

　私の切実な表情にぷっと吹き出した彼は、スマホをポケットにしまうと、気を取り直したように明るい表情になった。

「つーわけで。どうやらメシも亜子も心置きなく食えることになったみたいだ」

　満面の笑みでそう言われ、思わず私の表情も緩む。

「よ、よかったぁ……って。違いますよ!?　い、今のは〝メシ〟に反応しただけです！」

　慌てて取り繕つくろうと、透吾は私の頭に手を置いて、髪をわしゃわしゃと散らす。

「バーカ。そこまで必死の否定は逆効果だ」

「意地悪……」

　私は頬を膨らませてそっぽを向いた。

「男っつーのは、好きな女に意地悪くなる生き物なんだよ。ベッドの中でのことも含めて、な」

　最後の部分だけ、わざと耳元で囁かれ、かぁっと顔が熱くなる。

　そういえば、雨の夜に初めて抱かれた時は、沢山の意地悪をお見舞いされて、ぐずぐずに溶かされてしまったっけ……って、今思い出すことじゃないし！

　私は恥ずかしさをごまかすように、わざと真面目な口調で話す。

「意地悪もいいですけど、明日の仕事に影響しない程度にお願いします」

「さぁな。お前の乱れ方による」

「み、乱れ方って……！」

　彼の妖しげな言い方に、思わず動揺してしまう。

　もう！　いつまでこの恥ずかしい会話続くの～！

「ま、とりあえず目覚ましさえセットしとけば朝は起きれるだろ。それとも、仕事のことが心配だからこのまま別々に帰るか？」

　私の選ぶ答えがわかっているのだろう。余裕たっぷりの表情で、透吾が私に聞く。

　……今夜はイブでも、明日も朝から仕事。

　私たちが生きているのは、そんな現実を無視するわけにはいかない、大人の世界。今は、明日の仕事を憂鬱に思ってしまうけれど、それでも朝が来たら、私たちは会社に行くんだ。

「……嫌。今夜は透吾といる。明日もちゃんと起きて、しっかり仕事する」

　私が彼を見つめてきっぱり宣言すると、彼は満足げに頷く。

「よし。それでこそ北見亜子」




　恋と仕事の両立……それを実現させるには、あなたが隣にいなくちゃダメなんだ。

　心から愛するパートナー。私にとって、あなたがその人だから。

　今夜はふたり、イブの星空にうっとりして。

　明日は同じ布団で目覚め、眩しい朝陽に元気をもらって。

　私たちはこれからも、毎日ずっと。

　――一生懸命働く。必死で、恋をする。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは、来海シスコです。

　本作は〝恋と仕事の両立〟をテーマに掲げた物語だったのですが、いかがでしたでしょうか。

　恋愛体質で仕事に身が入らず悩むヒロイン、そんな彼女を助けるヒーロー……という関係図を頭の中で作り上げた時、自然と生まれたのが亜子と透吾というキャラでした。

　でも実は、透吾のほうにも過去にいろいろあった、という設定は、書き始めたばかりの頃はなかったんです。

　当初はただただヒロインを甘やかして助けてくれる、溺愛系完璧ヒーローを目指していたのですが、やはり男性は少し影をまとっていたほうが素敵だろうと思い直して、透吾の生い立ちや留美との話が生まれました。

　透吾の両親ほど多忙ではありませんが、我が家も共働き家庭。

　子供に寂しい思いをさせているんだろうな……という気持ちや、けれど自分自身も外で誰かに認められたい、評価されたい、という気持ちなどが絡み合い、日々悩みながら仕事に家事に子育てをして過ごしています。

　きっと、仕事とプライベートの関係性で悩まない大人はいないと思います。でも、大人にゆっくり立ち止まって考えている暇はないんですよね。

　それでも、悩みながら少しずつ、周囲の助けも借りながら、亜子のように、透吾のように、成長していけたらいいなぁなんて思っています。




　最後になりますが、作品の舞台が編集部ということもあり、たくさんのご指摘、アドバイスで助けてくださった担当編集の上野様、三好様。素敵なカバーイラストを描いてくださったソウノナホ様。この作品が本になるにあたり、関わってくださった皆様に、心よりお礼申し上げます。

　そして、ベリーズカフェで日頃から応援してくださる読者の皆様、今この本を手にしてくださっている皆様、本当にありがとうございます。

　今後もゆっくり執筆を続けて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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